
        
            
                
            
        

    











































































可愛い女の子に攻略されるのは好きですか？２
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「ね、パーティ会場を爆破ばくはしてみましょうよ！」

　朗ほがらかに言い放ったのは、七歳の南条なんじょう姫沙きさだった。


「…………は？」



　北御門きたみかど家の当主に連れられて会場に来ていた帝みかどは、突然の提案に眉まゆをひそめる。

「こんなパーティなんて退屈でしょ？　なんのパフォーマンスもないし、大人はくだらない話をしているだけだし。だったら、爆発ばくはつした方がみんな喜ぶでしょ？」

「喜ぶわけないだろ！」

　姫沙は腰に手を当てる。

「どうして決めてかかるのかしら。なんでも挑戦してみないと始まらないわ」

「始めるな！　めちゃくちゃ怒られるぞ！」

「大丈夫……その頃ころには怒る人はいなくなってるから……」

「怖すぎる！　とにかく、余計なことはすんなよ!?　絶対、絶対だからな!?」

　帝は何度も念を押し、姫沙から離れた。

　父親に南条家の恐ろしさはよく聞かされていたが、現物は予想以上だった。政財界の実力者ばかりが集まるこの会場で、騒ぎなど起こされては大変だ。

　六つ星ホテル『エスパシオ』の大広間を贅沢ぜいたくに使ったパーティ会場には、シンプルながらも良質な衣装に身を包んだ紳士しんし淑女しゅくじょが行き交かっていた。

　強力な政治家の血を煮詰につめたような一族である北御門の後継者の周りには、嫌でも大勢の礼拝者たちが群がってくる。

「おやおや、北御門のおぼっちゃまときたら、本当に賢そうな目をしていらっしゃる」

「受け答えもしっかりしていて、七歳とは思えませんな」

「これはうちの娘ですが、どうぞ仲良くしてやってください……妻に似て器量好しですから」

　笑顔、笑顔、笑顔。

　百戦錬磨の完璧かんぺきな笑顔が、帝を取り囲んでいる。

　それを帝は一子相伝いっしそうでんの笑顔で、如才じょさいなくあしらっていく。

「ありがとう。今後も北御門の理想に力を貸してもらえると助かる」

　なんて、穏やかに返しつつも、心の中ではため息をついている。

　退屈なのだ、南条姫沙の言った通り。

　そんなこと、口が裂けても言えはしないけれど、媚こびを売るしか能のない連中には興味がない。だが、そういった連中の相手をするのも北御門の仕事だ。

　決して隙すきを見せることなく、弱みを摑つかまれることなく、完璧な光として立ち続ける。

　帝が己おのれの責務を粛々しゅくしゅくと果たしていた、そのときだった。

　パーティ会場の中央、テーブルに鎮座する大きなケーキに、姫沙がそろりそろりと近寄っているのが目に入った。

　可愛かわいらしいドレスの袖そでから、筒状の物騒な……率直に言って明らかに爆発物にしか見えないなにかを覗のぞかせながら。

「おい!?」

　帝は思わず、北御門の子息らしからぬ大声を上げてしまった。

　怪訝けげんそうな大人たちを笑顔でごまかし、雑踏を駆け抜ける。警備員を呼ぶ余裕はない。

　姫沙のそばに走り寄ると、声を潜めた。

「なにしてる!?」

「ケーキにろうそくを立てようとしてるの」

　姫沙はダイナマイト状の物体を握り締めて微笑ほほえんだ。

「ろうそくにしては太すぎるだろ！　その先っぽのは導火線だろ!!」

「そうね……心が汚れてる人には、そう見えるかもしれない……」

「誰だれにだって見えるわ！　俺おれの心が汚れてるみたいに言うな！」

「私には見えないわ。みんなのパーティをドカンと派手にお祝いするろうそくにしか」

「ドカンってなんだ!?　どう考えても爆破音だよな!?」

「心が汚れてる人には、そう……」

「誰にだって聞こえるわ！　とにかくこっちに渡せ！」

「きゃっ」

　帝は姫沙の袖から爆発物を奪い取った。

　姫沙は肩をすくめる。

「つまんないわね。まあ、一本だけでも構わないわ」

　よく分からないことをつぶやくと、もぞもぞとテーブルクロスの下に潜り込む。ドレスの裾すそからほっそりとした脚が覗くが、気にする素振そぶりもない。

「隠れたって無駄だ。警備員に突き出してやるからな」

　帝がテーブルの下まで追いかけると、姫沙は自分の唇に人差し指を当てた。

「しーっ。もうすぐだから。あなたもこの特等席から眺ながめていたら、きっと面白おもしろいわよ」

　悪戯いたずらっぽくささやく姫沙の瞳ひとみは、きらきらと輝いている。

　遠目にも綺麗きれいな少女だが、こうして間近で見ると、その顔立ちは恐ろしいほど愛くるしい。

　透けるように白い肌、ミルクのように甘い吐息、つんと澄すました細い鼻筋。

　パーティ会場で媚びてくる貴婦人の卵たちとは、比べものにならない。ここまで美しい少女は、帝の知る限り許嫁いいなずけの静川しずかわ凛花りんかくらいしかいない。

　同年代の異性とあまり接近したことのなかった帝は、北御門家の仇敵きゅうてきを目の前にして、不覚にも頰ほおが熱くなるのを感じた。

「特等席……？　なにを言って……」

　当惑の声を漏もらした、直後。

　テーブルの上から、爆発音が聞こえた。

　華々しく破裂する巨大ケーキ、飛び交うクリーム、射出されるストロベリー。

　豪華絢爛けんらんな会場が洋菓子の吹雪ふぶきに襲われ、富豪たちが真っ白に染まる。

　帝のご機嫌取りをしていた実業家たちが、クリームだらけの顔で見つめ合う。

　道路利権を貪むさぼる好色の老人が、鼻と口をスポンジで埋められて駆け回る。

　厳格無比な北御門家の当主が、サンタクロースのような顔で目をぱちくりとさせる。

　息子にすら一度も笑顔を見せたことがなかった当主のそんな姿は、帝の張り詰めた緊張を弾けさせるには充分すぎて。

「ぷぷっ……と、父さん……」

　我知らず、噴き出してしまう。

　姫沙が鬼の首を取ったようにはしゃいだ。

「あっ、笑ったわ！　笑ったわね！　ということは私の共犯よね!?」

「どういうことだよ！　お前の頭の中は生クリームでも詰まってんのか!?」

「早く逃げましょ！　捕まったら大変よ！」

「なんで俺がっ……」

　帝は抗議するも、この悪戯妖精ようせいのような少女は聞いていない。半ば強引に帝の袖を引っ張って、テーブルクロスの下から駆け出す。

　会場の中で唯一無事な帝と姫沙に、周囲の視線が集まる。

「帝！　これはお前がやったのか!?」

　怒号どごうを響き渡らせる、真っ白な父。

「北御門様のぼっちゃまが!?」「まさか……あり得ません！」「なんてことですの！」

　驚き慌てる、真っ白な富豪たち。

　すべての喧噪けんそうを彼方に、姫沙と帝は瀟洒しょうしゃなエントランスを飛び出す。

　澄んだ風が頰を撫なで、どこまでも高い空がまぶたを焼く。

　香水とシャンパンのにおいが立ちこめていたホテルとは大違いの、広々とした世界。

「ねっ、面白かったでしょ!?」

「面白くない！」

「あなたも笑ってたじゃない！　退屈じゃなくなったでしょっ」

「それどころじゃない！　どうすんだあれ！　なんて説明するんだ！」

　苦々しげに答えつつも。

　こんなに空の色は鮮やかだったのかと、帝は息を呑のむ。

　こんなおかしな奴やつも世界にはいるのかと、姫沙の横顔を見つめてしまう。

　それからというもの、パーティで走り回る姫沙の後ろ姿を、帝はついつい目で追ってしまうようになったのだった。
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　学校生活。

　それは戦場である。

　たとえ銃火じゅうかの音一つ、砲撃の波動一つ響かぬとしても、そこは紛まぎれもない修羅の大地。

　言動のすべてが今後の生命に関わり、わずかな油断に足下をすくわれる。

　少なくとも、北御門きたみかど帝みかどとその宿敵、南条なんじょう姫沙きさにとっては。


「………………!!」




「………………!!」



　今朝けさも教室で出くわすなり、帝と姫沙は瞬時に身構えた。

　一見、普通の同級生が普通に向かい合っているだけに見えるかもしれないが、実情はそんな穏やかなものではない。

　──瞳孔どうこうの拡大を確認。臨戦態勢か。

　帝はすぐさま姫沙の瞳孔サイズを把握し、敵の全身に視線を走らせる。

　相も変わらず隙すきのない、完璧かんぺきな容姿。

　朝の陽光に艶つやめく、長く悩ましい髪筋。

　蠱惑こわく的な魅力をたたえる、胸の双丘そうきゅう。

　ほんのりと火照ほてった頰ほおには、熱心な戦意が燃えている。

　その姿を凝視しているだけで、帝は百万のダメージを受ける。

　──くっ、今日も可愛かわいいな!!

　早くもグラリと来てしまいそうになるのを、拳こぶしを握り締めることで耐え忍ぶ。爪つめが手の平に食い込み、鮮やかな痛みが理性を取り戻させてくれる。

　同じように帝の全身を走査していた姫沙が、花びらのような唇を開いた。

　互いのステータス把握から、実戦フェイズへ。

　帝はどんな攻撃でも迎撃できるよう、三日徹夜で用意した文例パターンを脳内に展開する。

　しかし、予想できる攻撃など仕掛けてきたためしがないのが、南条姫沙という魔性で。

「お、おはよ……み、みみみみみっ……みみかどさん！」

「ミミカドって誰だれだ！」

　やはり恥ずかしいのか、名前でちゃんと呼んでくれないことが多い姫沙である。

　それを言ったら、帝も同じなのだが。無人島から帰還したばかりの頃ころは距離が縮まっていたはずなのだけれど、そう簡単に慣れるものではない。

　姫沙は赤いほっぺたを両手で叩たたいて冷ますと、きっと帝を睨にらみつけてくる。

「目が合ったのに挨拶あいさつもしてこないなんて、北御門家の教育はどうなっているのかしら。挨拶しなさいよ、『大好きです、付き合ってください』って！」

「それは挨拶じゃねえ！　告白だ！」

「『挨拶じゃないです、告白です』でしょう？　口の利きき方がなっていないわ」

「お前はどこの目線から物を言ってるんだ！」

「神目線よ！」

「そんな高みから!?」

　一応、北御門家と南条家は、日本の光と闇やみを司つかさどる同格の存在なのだが。そして姫沙が神というなら、確実に邪じゃのつく方の神である。

　帝はため息をついた。

「まったく……朝っぱらから、なんてイチャモンをつけてきてるんだお前は……」

「でも、嬉うれしかったでしょう？」

「嬉しくはない」

「噓うそよ。私に挨拶されて、私とお喋しゃべりできて、もう思い残すことなく散れるでしょう？」

「どこに散るんだ。嬉しくはないって言ってるだろ」

「じゃあ嬉しくなるまで帝の友達を一人ずつ消していくわ」

「どんどん嬉しくなくなっていく！」

　意地になった姫沙は、邪神を遙はるかに超える恐怖の権化ごんげだった。可愛らしい姿をしていても、やはり彼女は闇世界のプリンセスなのである。

　帝と姫沙が睨み合い、その様子を木影こかげがカメラのレンズに収めようと（ほふく前進で）忍び寄っていると、担任教師が教室に入ってきた。

「お前ら、席につけー。とっくに鐘鳴ってるぞー」

　教師の言葉に従い、生徒たちが自分の椅子いすへと収まっていく。

　姫沙は帝を睨みながらも、不承不承ふしょうぶしょうといったふうに着席する。

　担任教師が教壇に立ち、生徒たちを見回した。

「みんな揃そろってるな。それじゃ、今日は新しく仲間になる生徒を紹介する」

　やにわに沸き立つ教室。

　それも当然。転校生というのは巨大な不確定要素であり、クラスの勢力図から全体の雰囲気まで、すべてを引っ繰り返す危険性を秘めているのだ。

　越してくる転校生が敵なのか、味方なのか。

　その見極みきわめを誤り、転変する勢力図から取り残された者には、社会的死が待っている。

　姫沙は机に頰杖ほおづえを突き、楽しげに忍び笑いを漏もらした。

「ふふ……新しい仲間ね……。さあて、何日もつかしら……」

「仲間を受け入れる気ゼロだなお前」

　帝が呆あきれると、姫沙は悲しそうに首を振る。

「そんなことはないわ、心から受け入れるわ。私の命令に絶対服従する子なら、ね」

「下僕げぼくを受け入れる気しかないよな」

「まずは百キロのドラム缶を人力で運ばせるところから始めましょう。慣れてきたらピラミッドを作らせるわ」

「時代錯誤にもほどがある！」

　などと言っているあいだに、担任教師の合図に応こたえて入り口の戸が開く。

　涼やかな靴音、上品な香り。

　長い黒髪が優雅になびき、優しげな瞳ひとみがなにかを探すように揺れる。

　彼女が入ってきただけで、雑然とした教室の空気に静けさがもたらされる。

「え……？」

　思わぬ相手に、帝は目を瞬いた。

「な、な……」

　姫沙は弾かれたように立ち上がり、肩をわななかせる。

　教室中の視線を一身に集め、その少女──静川しずかわ凛花りんかは、教壇の隅に慎つつましくたたずむ。

「とりあえず、軽く自己紹介をしてもらおうか」

　担任教師が促すと、静川凛花は深々とお辞儀をした。

「白瀬女子学院から参りました、静川凛花と申します。皆様、よろしくお願いいたします」

　その雅みやびな所作、控えめな眼差まなざし、丁寧に揃えた指先は、荒すさんだ現代において明らかに異質。

　クラスメイトたちの興奮は、否いやが応おうでも煽あおられる。


「時代劇に出てきそうな美人だよ！」「見える……同じ制服を着ているはずなのに、心の着物が見える……ッ！」「白瀬女子学院って、あの箱入り娘だらけの!?」「天女てんにょの降臨だ！」



　たちまち喧噪けんそうに包まれる教室。

　姫沙が帝に鋭い眼光を放った。

「帝……許さないわよ」

「なぜ俺おれにキレる!?　俺だって今初めて知ったんだが！」

「だったらこの怒りをどこにぶつけたらいいの！」

「人にぶつけるな！」

「じゃあ世界にぶつけるわ！　この世のあらゆる不条理と不都合を物理的に破壊するわ！」

「世界にもぶつけるな！　自分の中でなんとかしろ！」

「なんとかできないから言ってるのよーっ！」

　机の下で地団駄じだんだを踏む姫沙。

　それにしても、凛花が転校してくるのなら北御門家の当主から連絡ぐらいありそうなものだが、どういうわけだろう、と帝は首を傾かしげる。

　担任教師が凛花に尋ねた。

「それだけか？　趣味とか思想とか、もうちょっとディープに語ってくれてもいいんだぞ？」

「そうですね……。趣味とは違いますけれど、どうしても皆様にお伝えしておかなければいけない大事なことがございますわ」

　凛花は表情を引き締め、真まっ直すぐに姫沙を見やる。

「まさか……」

　顔をこわばらせる姫沙。

「わたくしは、そちらにいらっしゃる北御門帝様の許嫁いいなずけ……両家の認めた間柄ですの。未来の大切な夫のおそばにいたくて、転入してきました。夫共々、温かく見守ってくださいませ」

　教室に盛大などよめきが沸き起こった。







「申し訳ございません、帝様のお許しもなく押しかけてしまって。わたくし、ご迷惑だったでしょうか……？」

　一時限目が終わるなり、凛花は心配そうに帝の席へやって来た。蒼世そうせい学園の制服を着た姿は新鮮だが、全身にまとった清楚せいそな空気は変わらない。

「いや、迷惑とかじゃないんだが……。というか、なんで先に教えてくれなかったんだ？」

　もし知らせがあれば転入の阻止に動いたのに、と悔しく思う帝である。

　凛花のことは嫌いではないが、姫沙と同じ空間で長く過ごすのは危ない。主に凛花の身が。姫沙がなにをしでかすか分からないのだ。恋愛ゲームについて凛花に気付かれてしまう危険性もある。

「それは……その……」

　凛花は不安げに姫沙の方を見やった。

「……ああ」

　帝は納得する。恐らく凛花は、姫沙があらゆる手段を尽くして転入を妨害してくると心配していたのだろう。正しい判断である。

　凛花が控えめに微笑ほほえむ。

「ですが、これでずっと帝様と一緒にいられますわ。授業中も、休み時間も、お弁当も、帰るときも、そして帰ってからも」

「そ、そうだな……」

　どこまでついて来るのか不明なところに若干たじろぐ帝。しかし、嬉しそうな凛花を見ていると突っ込むこともできない。

　そこへ、クラスメイトたちが興味津々きょうみしんしんの様子で近づいてきた。

　蒼世そうせい学園はエリートの子女が通う学校だとはいえ、やはり今の時代、許嫁というのも珍しい。北御門家のように伝統をしっかりと守り抜く一族も、そうそうないのだ。

　クラスの女子が、複雑そうな表情で凛花に訊きく。

「ね、ねえ。許嫁ってことは、二人はもういろいろしてるの？」

「いろいろとは……？」

　凛花はしとやかに小首を傾げた。

「ほら、デートとか、お付き合いとか……。両家公認だから、なにしても大丈夫でしょ？」

「そうですわね……デートはいたしました」

　おおおお！　と辺りから声が上がる。

　生徒たちが二人の方へ身を乗り出してくる。

「じゃあじゃあっ、キスは!?」

　凛花は首を振る。

「残念ながら……まだ」

「残念ってことは、静川さんはしたいってこと!?」

「もちろんですわ。夫の唇が欲しくない妻などおりますでしょうか」

「静川さん、超大胆！」「これが許嫁の貫禄か！」「勝ち目ないなぁ……」「すっごい乙女おとめの顔しちゃってるーっ」

　わいのわいのと騒ぐクラスメイトたち。姫沙とは違って誰からも好かれる人柄をしているせいか、周囲はすっかり歓迎ムードだ。

　一方、姫沙は群衆の向こうから、神でも殺せそうなくらい凶悪な視線を放ってきている。愛くるしい華奢きゃしゃな肩から、暗黒のオーラが立ち上っている。

　帝は恐怖を覚えた。

　北御門の男児が女子高生を怖れるなどあってはならないのだが、しかし、突き刺さる殺気が尋常ではない。なぜ皆が気付きもしていないのかが理解できない。

　凛花が手の平を丸め、上目遣うわめづかいで帝を見つめる。

「帝様は……いつわたくしにキスをしてくださるのですか？」

「えええ……いつだろうな……核シェルターとかに入ったときかな……」

「どちらの核シェルターでしてくださいますの？」

「ええと……ミネソタ州かな……アラバマかな……」

　言葉を濁す帝。

「ちょっと、北御門くん！」「そういう煮え切らないのはよくないよ！」「そうだよ、凛花ちゃんは真剣なんだから、ちゃんと応えてあげないと！」「もう今すぐここでキスしなよ！」「ほら、みんなが見届けてあげるから！」

　妙に熱が入って羞恥しゅうちプレイを強要してくるクラスメイトたちだが、帝が言葉を濁すのも必然。

　なぜなら姫沙の机の下から、ヒュンヒュンヒュンとなにやら振り回す音が聞こえるのだ。

　確実に飛び道具である。

　完全に致死性の武器である。

　そして姫沙は、魔族の眼でこちらを凝視している。

　やる。あいつはやる。間違いなくやる。

　そんな確信が帝にはある。

　振り回しているものを見てしまったのか、木影が床に尻餅しりもちをついて震えている。

「に、逃げてえ……逃げてくださぁい……」

　なんて訴えているが、怯おびえきっているせいで声がまともに出ていない。

　結局、その物騒な音は、次の授業のあいだ延々と帝の鼓膜を苛さいなんだのだった。







　三時限目は化学の授業だ。

　特別教室に移動するため、帝が自分の教室を出ようとすると、姫沙が追いかけてきた。帝の隣に並び、教科書やノートのセットを抱き締めてつぶやく。

「可愛い許嫁が来てくれて良かったわね。あれだけ好き好き言われたら、帝も満更まんざらじゃないでしょう」

　ちょっとすねたような口ぶり。

　もしや嫉妬しっとなのでは、と帝は期待してしまうが、そんなはずがないとすぐに思い直す。姫沙は恋愛ゲームの相手、北御門家の仇敵きゅうてきであって、恋人でもなんでもないのだ。

「凛花は確かに可愛いし、好意はありがたいが……飽あくまで許嫁だからな」

「帝は許嫁の静川さんとデートするのは気が進まないのかしら？」

「まあな」

「じゃあ、私と恋愛ゲームの勝負のためにデートする方がいいのかしら？」

「そうだな」

「つまり、私とデートをしたいのかしら？」

「まあ……ってこれ誘導尋問だよな!?」

　危ういところで帝は察した。もう少しで好意の表明と受け取られるところだった。

　姫沙はあからさまに舌打ちする。

「誘導尋問じゃないわ、ちょっとした心理テストよ。いいから私の言う通りに答えなさい。もはやあなたの意思は要らないわ」

「自分の意思じゃなかったら心理テストでもなんでもない！」

「間違いなく心理テストよ。問二、あなたは墜落寸前の飛行機に乗っています。ですが、機長の判断によると、あなたが南条姫沙とデートをするだけで乗客の全員が助かるそうです。あなたは南条姫沙とデートしたいですか？」

「どんな機長の判断だよ！　明らかに無能だろ！　またはお前に買収されてるだろ！」

　できればパラシュートで即脱出したい案件だった。

「乗客の命がかかっているのよ……それでもデートしないなんて極悪ごくあく非道ね！」

「乗客の命を盾たてに取る方が非道だと思うが……というか、もしかして俺をデートに誘ってるのか？」

　なんとなしに帝が尋ねると、姫沙は顔を真まっ赤かにした。

「は、はぁ!?　ささささ誘うわけないじゃない！　私の負けになっちゃうしっ！」

「だよな……」

「もし負けじゃなくても、自分から誘うなんて……」

「え？」

「なななななんでもないっ！」

　そっぽを向く姫沙。朱に染まった耳たぶが愛らしい。妙に動揺しきっているらしく、抱えたノートの端をかじっているのがハムスターみたいだ。

　──そっか……。姫沙って意外と、自分からは恥ずかしいタイプなのか……。

　恋愛ゲームさえなければ、いや、北御門と南条の確執さえなければ、今すぐここで姫沙をデートに引ひっ張ぱっていきたいくらいの帝である。

　と、教室から凛花が小走りにやって来た。

「帝様。次の教室までご一緒してもよろしいですか？」

「ああ、別にいいけど」

「よかった。断られたらどうしようかと、どきどきしてしまいましたわ」

　両手を合わせて花のように微笑む凛花。

「断る理由がないだろう」

　今日からクラスメイトなのだし、両家の決めた許嫁をむげにはできない。

　そもそも、姫沙と帝の関係を静川家や北御門家に黙ってくれている時点で、帝は凛花に負い目があるのだ。その情報を漏らすだけで一瞬にして姫沙を追い払えるのに、きっと凛花にはそんな発想など浮かびもしない。

　──姫沙なら絶対にばらすだろうけどな！

　なんて確信と共に帝は左隣の姫沙を見やる。帝を挟んで向かい側の凛花に放っている暗殺者の眼差しからしても、間違いない。

「ですが、わたくしはお邪魔かと。だって帝様には好きなひと──」

「ちょーっとこっち来ようかー!!」

　帝は凛花を引きずって階段の踊り場に飛び込んだ。

　逃げ道を塞ふさぐようにして凛花を壁に押しつけ、口封じをしておこうとする。

「み、帝様……こんなところでキスだなんて、はしたないですわ……」

　凛花は頰をぽーっと染めてささやく。

「いやキスじゃねえよ！」

「わたくしは構いませんの……帝様が望むならどこでだって……。夫の願いをすべて叶かなえるのが、妻の役目なのですから……。ただ、帝様の評判が……」

「聞いて！　人の話を聞いて！」

　切なげに瞳を揺らす凛花に、帝は一生懸命訴えた。

「あのさ……、俺の気持ちは、あいつには気付かれたくないんだよ」

「どうしてですの？　お話しされてしまえば早いのに」

「俺の人生の終焉しゅうえんがな！　南条家にそんな弱みを握られて、うちが無事で済むと思うか？」

「……ああ！　確かに、北御門様のお家が大変なことになりますわね」

「そうなんだよ……」

　恋愛ゲームの存在は明かせないが、凛花が納得してくれたようで帝は安堵あんどする。

「帝様が南条さんの奴隷どれいにされて、日本が闇に包まれるなんてこともあり得ますわ」

「そうなんだよ……」

　怖いことに大体合っている。

「毎晩のように貪むさぼられた帝様は生気を失い、政務に携わる力もなくし、やがてボロボロになって檻おりから逃げ出し雨に打たれながらうずくまる帝様を通りがかったわたくしが」
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「凛花！　凛花！　帰ってこい！」

　想像の翼をフル回転させ始める凛花を、帝は急いで引き留めた。

「つまり、これは帝様とわたくしだけの秘密ですわね」

「だな。俺の知る限り、他ほかに勘付いている奴やつはいないし」

「帝様が南条さんの方を見ているのは悔しいですけれど、夫婦の秘密ができるのは、ちょっと嬉しいですわ」

　凛花はくすぐったそうにはにかむ。

「そ、そうか……」

　秘密を守ってくれるのは助かる。

　が、凛花の好意を利用しているようで心苦しい帝である。なにせ根っこが義理堅くクソ真面目まじめな帝、いつか必ず凛花には借りを返さねばならないと心に決める。

「じゃ、この件はくれぐれも内密に……」

　念を押しながら、凛花から離れて振り返ると。

「けーさつ……けーさつ……けーさつに通報したから……婦女暴行の現行犯で……」

　姫沙が死んだような瞳でスマートフォンをいじっていた。

「やってねえ！　てか闇の南条が警察を呼ぶな！」

「あら、警察という愚かな連中は、必ずしも南条の敵じゃない……巧うまく利用してやるために存在するのよ。そのくらいも分からないのかしら！」

「分かるか！　公権力をなんだと思ってる！」

「私の椅子……？　足置き……？　ううん、ドアマットね」

「傲岸不遜ごうがんふそんすぎる……」

「私のドアマットになれるだけ光栄だと思いなさい、帝」

「俺がなるのかよ！」

　二人が言い争う横で、凛花が絶望に震える。

「帝様が塀の中に……？　わ、わたくし、お帰りをいつまでもお待ちしておりますわ！」

「いや入らないからな!?　簡単に諦あきらめるな！」

「大丈夫、帝がお尋ね者になったら、南条家の屋敷で保護してあげるわ」

「保護じゃなくて監禁の間違いだよな!?」

　帝は警察を黙らせるため、すぐさま北御門家の処理班に電話をかけた。







　放課後、帝と姫沙は図書委員の仕事でブックコートの作業をする当番だった。

　もちろん二人だけである。本来は集団で行う作業も多いはずなのだが、どんな力学が働いているのか、他のメンバーが加わったことがない。

　図書室に入るなり、姫沙は深々とため息をつく。

「まったく……、やっとあの子がいないところに来られたわね……。これで余計な妨害なしでゲームができるわ……」

「それはいいが、目張りをするな目張りを」

　図書室の入り口に分厚いテープを貼はり始める姫沙を帝は止める。急いで剝はがそうとするが、なかなか剝げない。ぴっちり扉が固定されてしまっている。

「目張りくらいしておかないと、帝に万一のことがあったとき助けを呼ばれちゃうでしょう」

「助けぐらい呼ぶ余地を残しておいてくれ……」

「それに、窓から覗のぞかれたら困るような状況になるかもだし……」

「……覗かれて困る状況とは？」

　帝が尋ねると、姫沙は視線をそらした。

「だ、だから、いろいろと困る状況よ……。帝が私に……その……」

「なにをされたら困るんだ？　ほら、言ってみろよ」

「ううっ……」

　恥ずかしそうに唇を嚙かみ締しめる姫沙。自分の口からはっきりさせるのは堪たえられないらしい。そんな所作がいちいち帝の心のツボを押してくるのだ。

　姫沙は赤い顔で帝を睨み上げる。

「ぎゃ、逆に聞くわ！　帝は、私とどんないやらしいことをしているところを人に覗かれたら、一番困るのかしら!?」

「なっ!?」

　想像してはいけない。

　とっさにそう思いつつも、姫沙の質問から引き起こされた思考はすぐには止まらない。

　密室で二人きり、しかも姫沙のような美少女と。

　恋愛ゲームの推移によっては、どんなことだって許される。

　などと考えると、思春期の妄想はたちまち無限大に膨張する。

「あら……あらあら……？」

　そんな帝の様子を見て取った姫沙が、くすりと笑った。

　瞳に宿る、悪戯っぽい光。唇に漂う、妖あやしげな艶。

「帝ったら、赤くなってどうしたのかしら？　どんな破廉恥はれんちなことを想像したのかしら？」

「……想像はしていない」

「噓。明らかに私を見る目がケダモノになっているもの。ほらほら、言ってみなさいよ。あなたの頭の中で、私はどんないやらしいことをされてしまっているのかしら……？」

　形勢逆転。

　自らの有利を確信した姫沙が、間近に迫って甘くささやいてくる。帝を見つめて離さない眼差し、彼女の全身からこみ上げる甘い香りが、帝をおかしくさせていく。

　姫沙は陶然とうぜんとした声でささやく。

「いいのよ……帝。あなたが欲しいなら、私をあげても。たった一言、『姫沙が欲しい』って正直に認めるだけでイイの……」

「くっ……」

　帝は拳を握り締めた。

　欲しいに決まっている。最初から欲しくてたまらないに決まっている。

　だが負けるわけにはいかないのだ。帝は北御門の家と日本という国を背負っているのだ。しかし、姫沙の甘い声は帝の意識を侵食し、徐々にとろけさせていく。

「……帝様、まだお仕事はなさらないのですか？」

「!?」

　本棚の向こうから声が聞こえ、帝と姫沙はびくっとした。

　本棚の陰から覗き込むと、読書用テーブルのそばに凛花が立っているのが見える。

「な、なんで静川さんがここに……？　私と帝の二人きりだったはずよ……？」

　姫沙は目を見張った。

「帝様を放課後のデートにお誘いしたら、委員会の仕事があるからと断られてしまったんですもの。お手伝いしようと思って、早めに来ていたのですわ」

「あなたは図書委員じゃないでしょ！　手伝いなんてしなくていいわ！」

　凛花は静かに告げる。

「夫を支えるのが妻の役目ですわ。であれば、わたくしがここにいるのは当然のことだと思いますけれど」

「ぐぐぐ……」

　姫沙は歯を食い縛って凛花を睨む。

　──やっぱり、姫沙は凛花が苦手みたいだな……。

　前に三人で公園を回ったときも、凛花の攻撃に姫沙は押されていた。許嫁という絶大なアドバンテージを持った相手に対し、搦からめ手しか使えない姫沙は相性あいしょうが悪いのだろう。

「凛花……ありがとう……ありがとう……お陰で助かった」

　帝が心からの感謝を述べると、凛花は頰を染めた。

「い、いいえ、わたくしがお役に立てるのなら、なんでもいたします。わたくしという女は、帝様のためだけに存在するのですから」

「それは言い過ぎだと思うが……」

「言い過ぎではございませんわ。もし帝様が宇宙飛行士になって地球からいなくなってしまったら、わたくしは死を選びますわ」

「いや死ぬなよ！　強く生きろよ！　それか宇宙まで来いよ！」

「プロポーズですの!?」

「プロポーズではない！」

「そうですわよね……。許嫁にプロポーズなどする必要ありませんものね……」

　口元に指を添えて考え込む凛花。

　姫沙ほどではないかもしれないが、この少女も負けず劣らず濃厚なタイプである。ひょっとして自分の周りには変人しかないのだろうかと、帝は思ってしまう。

　──さすがにそれは失礼だよな。

　なんて首を振っていると。

「そうそう、帝様のお仕事を全力でお支えするため、お茶の準備をしておりますの。疲れたらすぐに言ってくださいましね」

　凛花がたおやかな手の平で示したテーブルには、茶釜ちゃがま、柄杓ひしゃく、茶筅ちゃせん、帛紗ふくさなど、やたらと本格的なお茶のセットが揃っていた。

「お茶というか……茶の湯よね!?」

「ごくごく簡略的なものですわ。炭火を持ち込むと火災報知器が作動しそうだったので、申し訳ありませんが火は電磁調理器で代用ですし……」

「まず図書室に飲食物を持ち込むのがダメだから！　学校に茶釜を持ってくるなんてあり得ないから！」

　凛花は穏やかな笑みを漏らす。

「帝様のためなら、なにをしても許されるのです」

「許されないわよ！」

「いいえ、許されます。帝様は神に近しいお方なのですから」

「待て待て、俺は普通に人間だぞ……」

　尊敬してもらえるのはありがたいが、神扱いはさすがに抵抗がある帝である。

「この子おかしいわ！　非常識すぎよ！　図書室で茶の湯を始めるなんて、図書委員の仕事を冒瀆ぼうとくしているわ！」

　姫沙は凛花を指さして非難する。

「非常識……か……」

　それを言ったら、図書室にスタンガンや吹き矢を持ち込もうとしていた姫沙の方が、非常識かつ委員会の仕事を冒瀆しているようなのだが。口に出すと厄介なことになりそうなので、帝は賢く沈黙を守っておく。

　とはいえ、凛花が来てくれたのは、帝にとっては僥倖ぎょうこうだった。

　姫沙と密室で二人になるのを避けられるし、姫沙も凛花が相手ではなかなか暴走できない。妖しげな姫沙とは対照的に清楚な凛花がいると、姫沙の毒が弱まる感じもする。

「凛花……頼りにしてるぞ」

「は、はいっ！　わたくしが悪の手から帝様をお守りいたしますっ！」

　凛花は頰を燃やしてうなずいた。







「……静川さん。話があるわ」

　毎日のように帝の籠絡ろうらくを妨害され、辛抱できなくなった姫沙は凛花を呼び出した。

　蒼世学園の片隅にある空き教室で、腰に手を当てて凛花と向き合う。

「なんでしょう？　楽しいお話だといいのですけれど」

「楽しい話のわけないでしょ！　あなたがいると、全部うまくいかないのよ！　今すぐ帝から手を引きなさい！　さもないと、大変なことになるわよ」

　声にドスをきかせ、南条家奥義おうぎ『暗殺眼』で睨み据える。

　だが、凛花は静かに微笑む。

「きっぱりとお断りいたしますわ」

　姫沙は耳を疑った。

「ちょ、ちょっと、私の言ってること分かってる!?　私が、この南条家の後継者が、手を引けって言ってるのよ!?」

「南条家だろうとなんだろうと、女の闘いには関係ございませんわ。恋のライバルなら、正々堂々、全力で競い合うものです」

「こ、恋のライバルってなによ……」

　凛花は不思議そうに首を傾げる。

「そうでしょう？　南条さんは帝様に惚ほれていらっしゃるのですから」

　姫沙は心臓が止まりかけた。

　かーっと全身が一瞬で熱くなり、ほっぺたから出火しそうになる。なんとか誤魔化そうとするが、声は裏返っているし視線は飛びまくっている。

「は、はぁ!?　そ、そそそそそんなはずがないわ！」

「誤魔化ごまかしても無意味ですわ。そうでなければ、わたくしに手を引くようおっしゃるわけがありませんもの」

「あっ……」

　凛花がため息をつく。

「そもそも、南条さんの普段の行動や目つきで簡単に分かりますわ。体中から帝様への好意が溢あふれ出していますわ」

「え、えええ……？　そんなに……？」

　羞恥心しゅうちしんに押し潰つぶされそうになり、姫沙は手の平で頰を抱える。

「み、帝にも気付かれてるのかしら……」

「帝様は気付いていらっしゃいませんが……」

「良かった……。こんなこと帝に気付かれたら、私死んじゃうわ……」

　今だって死にそうなのに。恥ずかしくて、恥ずかしくて、この空間から消えてしまいたい。自分の恋心は巧妙に隠していたはずなのに、意味が分からない。

　涙目で震える姫沙に、凛花がつぶやく。

「南条さんって、言うことは怖いですけど、本当は……」

「えっ？」

「悔しいですけれど、ちょっとだけ帝様の気持ちが分かってしまいましたわ」

「帝の気持ち……？」

「なんでもありませんわ」

　上品に咳払せきばらいする凛花。

「なんでもないってことないでしょ！　帝はなにを思ってるの!?　教えてよ、ねえ！」

　姫沙は凛花の腕を握って揺さぶる。

「とにかく。わたくしはこの学校に、南条さんと闘うためにやって参りました。必ずや南条さんに勝って、帝様を手に入れてみせます。逃げたりなんて……いたしませんわ！」

　その奥ゆかしい容姿には似合わず。

　凛花は姫沙を真正面から見据みすえ、敢然かんぜんと言い放った。







　蒼世学園の校庭には、送迎用の広々としたロータリーがある。国内有数の富豪の子女が通う学校、徒歩通学ではない生徒も多く、混雑を避けるために整備されているのだ。

　今朝も帝が北御門家の送迎車から出てネクタイを締め直していると、白のリムジンからゆっくりと降りてくる凛花に出会った。

　段差を越えるときも風が吹いたときも、服一つ乱さないところがさすがの白瀬女子学院出身。雅という言葉は、この少女のために存在しているのだろう。

「おはようございます、帝様。朝一番に帝様のお顔を見られて、わたくしは幸せ者ですわ」

「そ、そうか……？」

「はい。この静川凛花、もはや思い残すこともありません」

　儚はかなげな笑みだった。

「いや思い残せよ！　まだ今日は始まったばかりだよ！」

「失礼いたしました。そのくらい嬉しかったということです。帝様と一緒に登校できるだなんて、今日は良いことがありそうですわ」

　二人で玄関へ入り、凛花が靴箱に手をかけたときだった。

　しゅうううううううと、なにやら不穏な音が靴箱の中から聞こえたのは。

「危ない！」

「きゃっ!?」

　帝はとっさに凛花の腕を引き寄せ、学生鞄かばんを盾にしながら身を伏せた。

　騒々しい破裂音が響き渡り、靴箱が内部から張り裂ける。

　真っ白な破片のようなものが噴き出し、玄関の生徒たちに襲いかかる。

　沸き起こる、悲鳴と混乱の奔流ほんりゅう。

　だが。

「これは……紙吹雪かみふぶきか？」

　帝は制服に貼りついた破片をつまんで、首を傾げた。音が派手だったせいで死の気配も感じたが、実際の被害はたいしたことがない。

　とはいえ、凛花は床にへたり込んで震えている。

「い、今のは……なんですの……？　わたくし……生きて……？」

「生きてるよ。ただの悪戯かな……それにしては、やることがでかいが」

　そして、帝には今の状況にうっすらと既視感がある。あれはまだ幼い頃、似たような爆発ばくはつを目にしたことがあるのだけれど。

「とりあえず、今日は帰るか？　犯人が分かるまで気を付けた方がいい」

「い、いいえ！　帰るわけにはいきませんわ！　やっと帝様と同じ学校に通えるようになったんですもの、このくらいで臆おくしたりはいたしません！」

　凛花はスカートのほこりを払はらいながら、勇敢に立ち上がった。手弱女たおやめに見えてもさすがは静川家の息女、帝の予想以上に肝きもも据すわっている。

「このくらいって……靴箱が爆発したんだぞ？」

「爆発ではございません。きっと転校生のわたくしへの歓迎ですわ」

「めちゃくちゃ手荒な歓迎だな!?」

「本当は歓迎会を開きたかったのに、やる時間がなかったのかもしれません。それで、靴箱にクラッカーをしかけて素早く歓迎することに……」

「スピード社会の歪ゆがみ！　歓迎だと気付かない可能性が九十九パーセントなんだが」

「でも、わたくしは気付きました。この学校は優しい方ばかりですわね」

「ポジティブすぎる」

　帝は呆れた。

　しかし、こういうタイプは一度決めたらちょっとやそっとで動かないだろう。

「危険を感じたら、無茶はするな。怪しいものを見かけたときは、すぐ俺に言え」

「はいっ。帝様をお頼りいたします！」

　凛花は嬉しそうに帝に寄り添った。







　一時限目の授業時間。両隣の席を姫沙と凛花に固められ、帝は居心地の悪い思いをしていた。

　社交界の双璧そうへきをなす美少女二人、本来なら近くにいて嫌な感じはしないはずなのだが。その二人のあいだで激しい火花が飛び散り、火花の中心点が帝のところで交わるとなっては、とてもではないが生きた心地がしない。

「おい……姫沙。少しは授業に集中しろ。俺が睨まれてる気がしてくる」

　たまらず帝は姫沙にささやいた。

「あら、あなたを睨んでいるのよ。命に関わるような精神的苦痛を味わわせたくて」

「味わわせるなよ！　俺がお前になにをした!?」

「私にはなにもしてないけど……そうね、朝から玄関で静川さんを守っていたのが、格好つけすぎで許せなかったかしらね……」

「格好つけてはねえよ！　守らないとやばそうだったろ!?」

　羞恥に発熱する帝。

　姫沙は気だるげに首を振る。

「それは男の自己満足、思い込みね。最近の女の子は、たとえ相手がホッキョクグマであろうと護身術で八つ裂きにできるものだから……」

「もはや護身術の域じゃないよな!?」

「だから静川さんを守る必要はないのよ！　あの子は一人で核ミサイルを迎撃できる女よ！」

「そんな奴やつが人間界にいるか！」

　相も変わらず睨むのをやめない姫沙のことは諦め、帝は凛花に物申そうと見やる。

　微笑む凛花。

「見つめていては、駄目ですか？」

「いや……いいけど……授業中はやめような」

「ですが、授業中の帝様の姿なんて貴重ですもの。勉学に励んでいる場合ではありませんわ」

「勉学に励めよ！　学生だろ！」

「学生である以前に、わたくしは帝様の女なのですわ」

　胸元むなもとでうっとりと手を組む凛花に、机に手を突いて立ち上がる姫沙。

「そうやって女房面づらするの、いい加減にしてくれないかしら！　あなた、まだ帝とキスもしてないでしょ！」

「そういう南条さんは、ただのクラスメイトですわよね。許嫁が文句を言われる筋合いはないと思うのですが」

「はぁ!?　許嫁だろうと合衆国大統領だろうと、私に逆らうことは許されないのよ！　神でも私の許可なく世界を創れないのよ！」

「どんだけ偉いんだお前は……。ていうか二人とも静かにしろ！」

　授業中堂々と暴走する少女たちに、帝がブレーキをかけようとすると。

　向かいの校舎の屋上に、きらりと光るモノが見えた。

　鮮やかな殺意を秘めた、攻撃的な輝き。屋上に腹ばいになっている人間も見える。フードを目深まぶかに被かぶっているせいで顔は分からない。

　──狙撃手スナイパー!?

　帝は背筋に寒気が走るのを感じた。

　なぜ学校にスナイパーがいるのかは不明だが、図ったように中庭側の窓は開いている。狙撃銃の有効射程は八百メートルほどと言われ、この教室に届くのは間違いない。

　そして、朝の事件を考え合わせると……。

「凛花、後ろに転がれ！」

「えっ!?」

　帝が叫ぶと同時、凛花が体を後ろに引き、持っていた教科書に穴が穿うがたれた。

　椅子から転落しそうになった凛花の体を、帝が素早く抱き止める。

　たおやかな肢体したいが帝の腕の中に収まり、長い黒髪が乱れかかる。

「帝……さま……」

　凛花は惚ほうけたように帝の顔を見つめた。

「ちょ、ちょっと、なにしてるのよ！　またそうやって女性の自立を妨さまたげる気!?　今のはバック宙でなんとかできたケースよ！」

　姫沙が訴えるが、聞いている暇はない。

「え、なに……？」「なんの音……？」「教科書が破けてる……？」

　状況が摑つかめないクラスメイトたちがざわめく中、帝は凛花の手首を摑んで駆け出した。教室を飛び出し、窓の外に警戒しつつ疾走する。

　凛花が当惑の声を漏らした。

「さ、さっきの、なんだったんですの!?　いったいどうなっていますの!?」

「分からない……でも、凛花が狙ねらわれているのは確かだ。二度は偶然じゃない」

「わたくしが!?　そんな……どうして！」

　青ざめる凛花。

　それも当然だろう、朝から爆弾トラップに狙撃と、女子高生が立て続けに軍事攻撃に晒さらされているのだから。

　とにかく、現状で最も優先すべきは、できる限り急いで凛花を安全圏へ逃がすことだ。北御門家の男児たるもの、己おのれの許嫁一人を守れぬようでは末代までの恥。

　帝は凛花を連れ、廊下をひた走る。

　その後ろから、カメラを構えた木影が追いかけてくる。

「こ、これはとんでもない戦場ですよ！　北御門家と静川家が何者かの攻撃を!?　きっと宇宙人の攻撃です！　宇宙戦争の始まりです！」

　などと埒らちもないことを口走っているが、異変を嗅かぎつける嗅覚きゅうかくはさすがである。他の生徒たちはまだ理解が追いついていないのに、木影の行動は素早い。彼女もやはり何一つ理解はしていないのだが。


「待ってください、帝くん！　誰と戦っているのか説明を──っ！」



「俺も知らないんだよ！」


「つまり、『誰』じゃなく『何』だってことですね！　やっぱり敵は通常の知的生命体の範はん疇ちゅうに含まれないんですね──────!?」



「あのストーカー様はなにをおっしゃっているんですの!?」

「俺も知らないよ！」

　許嫁からストーカー認定されてしまっている混沌こんとんの召喚者の思考パターンなど、帝に分かるはずもない。

　ひゅるるるる、と廊下側の窓から筒状の物体が飛び込んできて、木影の懐ふところに収まる。

　その豊満すぎる、双丘の狭間はざまに。しかも導火線らしきものまでついている。

「ひゃあああ!?　帝くん、これどうしましょーっ!?」

　木影は半泣きで筒状の物体を握り締めて追いかけてくる。

　帝はぎょっとした。

「こっちに持って来るな!!　その辺に捨てろ！」

「でもでも、ゴミはゴミ箱に捨てないと！　うええええーんっ！」

　木影は筒状の物体を持ったまま廊下の向こう側へ走り去っていく。無謀な戦場カメラマンが『カメラがああああああーっ！』と嘆く哀れな悲鳴と爆発音が遠くから響く。

　──木影……達者でな！

　帝は凛花と共に、階段の踊り場へ駆け込んだ。

　周囲から電子音。

　即座に見回せば、踊り場の四隅で小さな箱が光っている。

　回転する小型レンズ、ケーブルで接続されているボトル。

　その内部にはピンク色のガスが充満している。

　帝は瞬時に足を止め、体を硬直させた。

「動くな……凛花。死ぬぞ」

「え……？」

「光学式のモーション爆弾が仕掛けられている。恐らく、俺たちが動けばボトルが爆発して致死性のガスが撒まき散らされる奴だ」

「お、お詳しいのですね……」

「生存術については一通り学んでいるんでな。『支配者は常に一騎当千いっきとうせんの戦士であれ』が北御門家の考え方だ」

　貴族化した指導者ではなく、盟主が先陣を切って戦場を駆け抜けていた時代から続く旧家であるからこその思想。

　北御門家は、警察や軍部といった外部勢力を完全には信頼していない。いつそれらが買収され、あるいは己の意思を持ち、牙きばを剝むいてくるか知れないからだ。

「さすがは帝様ですわ。こんな頼もしい夫がいるなんて、わたくしはなんて幸運な妻なのでしょう。一生、わたくしは帝様について参りますわ！」

　凛花は両手を組んで目を輝かせた。

「うん……まあ、一生ついていくとかいう以前に、ここからなんとか脱出しなきゃいけないんだけどな」

「脱出できなくても一生共にいたことにはなるのではないでしょうか？」

「そりゃそうだけど！　一生がここで終わるからな！」

　小首を傾げる凛花。

「途中で他の女性に帝様を奪われるよりも、いっそここが二人のクライマックスの方が幸せなのでは……？」

「怖っ！　闇か!?　人に言いづらい闇を抱えてるのか!?　平和になった後なら聞くぞ!?」

「いいえ、人よりほんの少し愛が強いだけですわ」

　その笑顔に邪心や曇りは欠片かけらも見受けられない。

「ほんの少しか……そうか……」

　愛が深いのは良いことだが、何事も程々ほどほどであるべきだと痛感する帝である。

　どうにかしてモーション爆弾の感知範囲から脱出したいが、応援を呼ぶにしても、スマートフォンを取り出す動作すらも爆発の引き金になりそうで身動きが取れない。

　だというのに、凛花はじわりじわりと帝に接近してくる。

　肉眼では動いているように見えないし、モーション爆弾のレンズにもそう判断されていないようなのだが、数秒前までより明らかに近い。

　帝に体をぴっとりと寄せ、しなだれかかるようにして立っている。

　人間の肉体とは不思議なもので、生命の危険に晒されている状態でやわらかい女体にすり寄られると、どうしても血が熱く騒ぎ立っていくのを抑えられない。

　それは本能的反射。死に直面したときに生まれる、種の保存の衝動。

　そして相手は、両家から子孫繁栄を望まれている許嫁なのである。

　帝は凛花の悩ましい感触から意識を引き剝がすため、思考を無理やり他の方向へ持って行く。モーション爆弾の性質や挙動を推測するためには、敵の正体を知らなければならない。

「凛花の家は……最近どこかの恨みを買ったりしていないか？　揉もめている会社があるとか、不審者につきまとわれているとか……」

「いえ……特には。静川家は公明正大、清廉潔白な経営を旨としておりますので、至って平和なものですわ。お父様はあらゆる従業員から尊敬されています」

「なるほど……」

　だとしたら外部の線はない、と帝は判断する。

　一連の事件は姫沙の仕業しわざに違いない。タイミングからしても、恋愛ゲームで姫沙の邪魔になる凛花を排除しようとしているのだ。

　であれば、靴箱の爆弾が紙吹雪だったのもうなずける。

　いくら南条家といえど、そう簡単に凛花を抹殺まっさつするわけにはいかない。財力では北御門家を上回る強者が静川家、全面的に敵に回せば面倒なことになる。

　恐らく、さっきの狙撃も凛花に脅威きょういを感じさせるためだけのもの。モーション爆弾のガスにも致死性はないはずだ。そもそも、姫沙が帝まで巻き込んで殺すわけがない。

　──だが……、殺さない程度には手段を選ばないのが姫沙、だよな……。

　たとえ毒ガスでなくても、催眠さいみんガスや麻痺まひガスで帝を無力化してシベリアに誘拐するぐらいはやりかねない。むしろ絶対やる。

　どうしたものかと帝が思考を巡らしていると、廊下から慌ただしい靴音が近づいてきた。

「帝！　無事だったのね！　さっきの狙撃は……!?」

　踊り場に走り込んできたのは、息せき切った姫沙で。

　けたたましい電子音と共に、四隅のモーション爆弾が次々と破裂する。

　ボトルが砕け散り、ピンク色のガスが噴き出す。


「…………ッ！　息を止めろっ！」



　短く叫ぶや、帝は凛花と姫沙の二人を抱えて踊り場から飛び出した。階段に足を取られそうになるのを耐え、空中で体勢を整えて、なんとか階下の廊下に倒れ込む。

「はあっ……はあっ……はあっ……」

　嫌な汗が滴したたっていた。とっさに回避できたから良かったようなものの、判断が遅れていたらどうなっていたことかと悪寒おかんが走る。

「な、南条さん！　大丈夫ですか!?」

　凛花の声に姫沙の方を見やると。姫沙の制服はところどころが溶け、その美しい肌までもが軽い火傷やけどを負っていた。


「…………っ」



　姫沙は腕で体を抱きかかえて震えている。大きな瞳には恐怖がにじんでいる。

　──敵は姫沙じゃ……ないだと？

　帝は慄然りつぜんとした。

　姫沙なら手加減してくれるとの憶測だったが、それが甘すぎたことを痛感する。下手をしたら皆の命が失われていたのかもしれない。いや、既に目の前で姫沙が苦しんでいるのだ。

「姫沙！　怪我けがを見せろ！」

「あっ……」

　帝は姫沙の手首を摑んで全身に視線を走らせた。命に関わるような負傷はない。火傷の方も、すぐに治療すれば跡が残るほどではないだろう。

「ご、ごめんなさい……。私が無防備だったせいで、二人まで危ない目に遭あわせて……」

　姫沙は唇を嚙み締めた。

「……珍しく殊勝しゅしょうだな」

「でも、私も少しは役に立つから。地雷原とかは先に歩いて爆死するから……」

「それは殊勝すぎるだろ！」

「ねえ知ってる？　レディファーストって本来、刺客が隠れている危険な場所に女を先に入れて男だけ助かるための習慣なのよ？」

「知ってるけど今言及するのはダークすぎる！」

　本当に殊勝の度がとてつもないことになっているが、そのくらい姫沙が大きな衝撃を受けたということなのだろう。爆発に巻き込まれて普通の女の子が平常心を保てるわけがない。

　──ん……？　『普通』の女の子……？

　帝は若干自らの脳内表現に引っかかりを覚えたが、とりあえずたいした問題ではないと頭を振る。今は少女たちの安全を確保するのが重要だ。

「帝様……どうしたらよろしいのでしょう……？」

「帝……？」

　凛花と姫沙が頼りなげに帝を見上げてくる。美しい少女たちの瞳は、帝に全幅の信頼を置いている。帝は男としての闘志が燃え立つのを感じた。

「まずは……窓のない場所に避難しよう。ここは外からの攻撃に脆もろすぎる」

「は、はい！」

「帝について行くわ！」

　言い放つ帝に、少女たちはうなずいた。







　そして、廊下を駆ける帝と凛花の背中を眺めながら。

「ターゲットは私の白を確信したわ。作戦を続行するわよ」

　闇を司る南条家の後継者にして、稀代きだいのフィクサーに育つと目されている姫沙は、襟元えりもとの隠しマイクにささやいた。

　耳の内部に仕込んだマイクロスピーカーから、凜々りりしい女性の声が響く。

「了解。パターンＢ－２で攻撃を続行する」

　南条家の私兵部隊、隊長である。

　コードネームはΣシグマ、本名は配属時に経歴ごと消されている。南条家に利便を図る各種工作が任務だが、一族自体よりも姫沙との結びつきが強い。

　姫沙は隊長に念を押しておく。

「お願いね。くれぐれも帝にだけは怪我させないでね」

「つまり静川のお嬢ちゃんには怪我させろと」

「そ、そういうわけじゃないけど！　帝にバレたらすごく怒りそうだし！」

　目的のためには派手な襲撃も必要だとはいえ、姫沙は失敗したときのリスクを最小限に抑えたかった。帝を堕おとすゲームで帝の好感度を下げてしまったら元も子もない。

「ハァ……。姫沙様さぁ……」

　隊長の口調がざっくばらんな感じになる。

「こんなややこしいことしなくても、北御門クソミカドの坊主ぼうずを拉致らち監禁して、いろいろ投与して洗脳すれば早いんじゃないかい？」

「それも考えたけど……」

「考えたのかい！」

「脳の外科手術による思考改造については、一通り研究者に検討させたわ」

「洗脳よりえぐかった！　さすがはアタシの見込んだ女だよ！」

「でも……その、ね？　やっぱり帝には、心から私を好きになってほしいというか……。噓の気持ちをささやかれても、なんか違うっていうか……」

　姫沙は指先をもじもじと突き合わせた。

　隊長はしばし沈黙し。


「…………このアホ!!」



「アホ!?　今アホって言ったわね!?　未来の主人にとんでもないこと言ったわね!?」

「ああ言ったさ！　そして何度でも言うさ！　闇の女王である南条の後継者が、なにマジ惚ぼれしてるんだい！　アホだよ、姫沙様は！」

「マ、マジ惚れなんてしてないわよ！　私は飽くまで帝の利権と体を手に入れるためゲームをしてるだけでっ！　あ、体って言っても、い、いやらしい意味じゃなくて！　普通よ普通！」

　姫沙は全身から火が噴き出そうになるのを感じた。

　マジ惚れ、している。

　もう取り返しがつかないほど帝のことしか考えていないのは知っている。

　だけど、止められないのだ。

　彼のすべてが欲しくて欲しくて、仕方ないのだ。

　いかなる高度な知性も理性も、感情の前には無力なのである。

「……真っ赤な顔でそんなこと言ったって、カッコがつかないよ」

「えっ!?　どこから見てるの!?」

「監視カメラに決まってるだろ。姫沙様が学校中に設置させたんじゃないかい」

「く、くだらないことしてないで、作戦に集中しなさい！　これは命令よ！」

「はいはい。まったく……アホなのはアタシも同じかもしれないねぇ」

　隊長からの通信が切れ、姫沙は頰を叩いて熱を冷ましながら帝を追った。







　体育倉庫の密閉された空間に、黴かびの生えたような匂においが充満している。

　小窓から差し込む太陽の柱に、石灰のホコリが舞っている。

　姫沙や凛花と倉庫に駆け込んだ帝は、近づいてくる足音がないか警戒して耳を澄ませた。

　密室は逃げ場がないようにも見えるが、狙撃の危険性が低く、敵の進入口も制限できる。まったく情報がない状況で態勢を立て直すには最善だ。

　凛花と姫沙は床にへたり込み、疲れ切って肩で息をしている。校舎からグラウンドの体育倉庫まで全力疾走するのは、体力のない令嬢たちにはハードだったようだ。

「こ、これから……どうするの？」

　姫沙が不安そうに尋ねると、凛花がスマートフォンを眺めた。

「警察を呼びたいのですけれど……、電波が通っていませんわね」

「ジャミングか。まあ、確実に標的を仕留めようとするなら、正しい判断だろうな」

　帝も自分のスマートフォンを確認する。

　玄関での爆発から考えて、ターゲットは凛花のはずだが、他の生徒に被害が出るのも躊躇ちゅうちょしない敵は悪質だ。それに、朝の爆発は単なる陽動の可能性もある。

　そんなことを思案していると、帝の袖そでを姫沙がくいくいと引っ張った。

「帝……私、怖いわ。ひょっとして、もう二度と家に帰れないんじゃ……」

　大きな瞳に涙をいっぱい溜ためて、震えながら見上げてくる。その姿は、普段の勝ち気な姫沙からは想像できないほどいたいけで。


「くっ……！」



　帝は胸を押さえてよろめく。

「どうなさったんですか!?　流れ弾でも当たりましたか!?」

　慌てる凛花。

「い、いや、なんでもない……」

　なんでもないことはなかった。帝は計り知れないダメージを受けていた。こんな状況だというのに、姫沙が常に増して愛らしく見えてしまい、血が沸騰していく。

　帝は姫沙の肩に手を置いた。

「……大丈夫だ。お前たちは、俺が責任を持って家に送り届ける。敵が誰か知らないが、絶対に手を出させたりはしない」

「……ありがと。私、帝のこと信じるわ。あなただけが……頼りなの」

　姫沙は帝の手をきゅっと握り締める。

「ぐううううっ!?」

　帝は危うく吐血とけつしそうになった。姫沙の可愛さに意識を失いかけるのを、丹田たんでんに力を込めてなんとか堪える。床に膝ひざを突き、ショック症状に身を痙攣けいれんさせる。

「帝様!?　本当に大丈夫なんですの!?」

「大丈夫だ……少し心臓が止まっただけだ……」

「止まってしまったら大丈夫じゃありませんわよね!?」

「俺の心臓は……何度でも蘇よみがえる……」

「さすがは帝様ですわ！　世界一格好いいですわ！」

　凛花に手を貸してもらって立ち上がる帝を、姫沙が心配そうに見ている。

「私……、なにか悪いことをしちゃったかしら……」

「悪いことは……していないが」

「そうよね。私のあまりの魅力に倒れてしまったなんてことはないわよね」

「も、もちろんないぞ……」

　図星をつかれて帝は冷や汗を搔かく。

「どうしても私が可愛くて仕方ないときは、正直に言ってくれて構わないのよ？　ボイスレコーダーなら常に起動してるから」

「いつもの調子を取り戻してくれたみたいで良かったよ……」

　帝の言葉に、姫沙はすぐさま首を振る。

「い、いつもの調子なんかじゃないわ……。ホントは怖いけど……少しは元気を出さなきゃダメかなって」

　再び表情を曇らせる姫沙。その肩の小ささに、帝は自分の発言を悔いる。

　──そうだよな。こんなことになって、女の子が平気なわけないよな。

　どうしても相手が姫沙だから、常人とかけ離れた根性を持っている気がしてしまうが、殺人鬼くらい逆に返かえり討うちにしてしまう気がするが、それは思い込みなのだろう。

　そのとき、体育倉庫の壁から騒々しい音が鳴り響き始めた。

　次いで、激しい振動。壁の向こうから回転する刃が突き出し、焦こげ臭くさい粉塵ふんじんと火花を撒まき散らしながら切り裂いていく。

「ちょ、ちょっと、なに……」


「帝様っ……！」



　姫沙と凛花の二人が帝の腕にしがみついた。

　ピンチなのに両手に花。帝は嬉しいのか嬉しくないのかよく分からない。

　壁が完全に切断され、ハードルを押し潰しながら倉庫に落下する。
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「ダイジョブ、ダイジョブ。ワタシは、君たちをキュウジョに来た。頼ってヨロシイ」

　なんて言いながら、もうもうと立ち上る粉塵の向こうから現れたのは。

　放射能でも防護できそうな特殊スーツに全身を包み、凶暴なチェーンソーを振りかざし、ガスマスクの奥からコハーコハーと呼吸音を漏らす人物だった。


「…………頼りたくねえ！」



　帝は姫沙と凛花の手を引き、体育倉庫の入り口から飛び出した。

　建物の狙撃者や周囲の伏兵に注意しながら、できる限り遮蔽しゃへい物を利用して校外へと突き進む。

　と、足下に奇妙な揺れが走り、帝は反射的に飛び退のいた。

「気を付けろ、トラップだ──」

　叫ぶも間に合わず、地面に巨大な穴が穿うがたれる。

　空洞に土砂が降ふり注そそぎ、悲鳴と共に姫沙が落ちていく。

　帝はとっさに手を伸ばして姫沙の手を摑んだ。帝の方の足場も脆く、徐々に崩れ落ちていく。体勢が悪いせいで力を込めるのも難しい。

「くそっ……やけに手が滑って……」

　必死に手を握り締める帝に、姫沙が震える。

「ご、ごめんなさい……。さっき、素手でオリーブオイルを触ったばかりだから……」

「なぜオリーブオイルを!?」

「間違えたわ。生クリームだったわ」

「なぜ素手で生クリームを!?」

「理由なんてどうでもいいでしょう！　とにかく手が滑る原因はそれよ！　ショートケーキを手づかみで食べたりしたのよ！」

「ワイルドすぎる！」

「もう……私のことは放っておいて！　帝には死んでほしくないの！」

　懸命に訴える姫沙。

「わたくしがお支えします！　今のうちに！」

　凛花が帝の腰にしがみつく。

　だが、姫沙はきらめく涙をこぼしながら首を振る。

「いいの……私のことはいいの！　あなたたちは二人で幸せになって！　私はこの虚無の空間に呑のみ込こまれ、贄にえとなっても後悔はないから……！」

　姫沙の言葉に呼応するかのように、稲光がきらめき、突然の雨が叩きつけてくる。さらに足場は悪くなり、姫沙の手を捕らえておくのも難しくなっていく。

　帝は渾身こんしんの力で姫沙を引っ張り上げ、抱きかかえるようにして倒れ込んだ。

「み、帝……怖かった……怖かったわ……」

「もう大丈夫だ……」

　姫沙の首筋を流れる水滴がなまめかしい。その服は濡ぬれて素肌に貼りつき、ぞっとするような色気を魅みせている。密着しているせいで、彼女のやわらかい感触が伝わってくる。

　まるで映画の一シーンのような、ドラマチックな光景。

「ありがとう……。あなたは私のヒーローね。すごく……格好良かったわ」

　なんて、姫沙もドラマチックなことを言ってくれる。

　そのすべては男として胸躍る、嬉しい状況なのだが。

　決して嫌ではないのだが。

　──ちょっと待て。これ……なんかおかしくないか？

　帝は我に返った。

　あまりにも、できすぎている。

　やけに滑った姫沙の手も、最高に盛り上がるタイミングで降り出した雨も、普段とは大違いな姫沙の素直な言葉も。

　そう、それはまるで、なにかを演出するかのような……。

　不審な思いで姫沙を凝視すると、帝の視界に妙な機械が映った。はだけた姫沙の襟元に、小型のマイクらしき物体がついている。

　──これは!?

　帝は一瞬で目をそらし、姫沙を手伝って立ち上がらせた。別の方向を見るようにして様子を窺うかがうと、姫沙が急いで襟元のマイクを隠すのが見える。

　つまり、あれは気付かれてはいけないものだということ。

　帝は空を見上げた。雨が降っていたはずなのに、雲はほとんどない。

　地面を見下ろす。濡れているのはグラウンドだけで、校庭は乾いている。

　高まっていく疑惑。形を明瞭にしていく推測。

　帝はさりげなく、姫沙に訊いてみる。

「さっき、姫沙の襟えりの辺りにゴツゴツしたものがあった気がしたんだが、なんだったんだ？」

「え!?　気のせいじゃない!?」

　肩を跳ねさせる姫沙。明らかに過剰反応だ。

「いや、穴から抱え上げたときに当たってたんだよな。ちょっと見せてくれ」

「見せないわよ！　プライバシーだもの！　単純に鎖骨が太いだけだもの！　サバンナを駆ける歴戦の戦士のように！」

「南条さんって、そんなに鎖骨が太いんですの……？」

　不思議そうな凛花。

「ええ、太いわ！　なんなら鎖骨だけで食べていけるくらい太いわ！」

「鎖骨でどうやって食べていくんだ……」

「鎖骨をバカにしたら許さないわよ！　人類の歴史は鎖骨が作ってきたんだから！」

　もはや支離滅裂である。

　決して触れさせぬとばかりに襟元を握り締めているし、帝から距離を取っているし、怪しいことこの上ない。

　──なるほどな……。

　帝は姫沙の意図がほぼ読めてしまった。

　恐らく……今日の事件すべてが、姫沙の計画。凛花を蒼世学園から排除しつつ、自分も怯える少女を演じることで好感度を上げ、帝を籠絡するつもりなのだろう。

　だとしたら、致死的なトラップはあり得ない。

　帝は地面の穴に視線をやり、その底にクッションのようなものが覗いているのを確かめた。

　やはりだ。安全は確保されている。危うく姫沙の術中じゅっちゅうにはまるところだった。

「おい、姫沙……」

「……なに？」

　帝が問いただそうとすると、それを感じ取ったのか、姫沙が身構える。濡れた髪と乱れた制服が艶やかで、睨んでくる瞳は相も変わらず美しい。

「いや……なんでもない」

　帝は頭を振った。

　考え直したのだ。このまま姫沙の計略を指摘して今日のゲームを終了するより、彼女の目的に気付かないふりをして攻撃を仕掛けた方が有益だと。

　姫沙の作戦の肝きもは、女を守るシチュエーションに男が心をくすぐられ、か弱い少女の姿に抗あらがいがたい魅力を感じてしまうというもの。

　だがその裏表で、男に守られるシチュエーションに女がきゅんと来てしまうのも事実だろう。諸刃もろはの剣つるぎではあるが、利用しない手はない。

「とりあえず、校舎に戻るぞ。そのままじゃ二人とも風邪かぜを引く」

「校舎に……？」

　首を傾げる姫沙。

「早くここから逃げた方がよろしいのでは……」

　凛花は学校の敷地外へ目をやる。

「いや、闇雲やみくもに動くのは逆に危険だろう。電波が通っていないなら、職員室の電話で救助を呼ぼう。校内ならこっちに地の利はあるしな」

　それはこのゲームのフィールドから姫沙を逃がさないための詭弁きべんではあったが。

「なるほど……。帝様のおっしゃる通りですわ。僭越せんえつなことを申してしまいました」

　徹底した大和撫子やまとなでしこの凛花は、素直に受け入れてくれる。

「バカじゃないの？　私たちの風邪を心配してる暇あったら、さっさと逃げなさいよ！」

　平常通り姫沙は素直さのかけらもない。

　──お前が反対してどうするんだよ！　学校の外だと俺を罠わなにはめにくいだろ！

　なんて突っ込みたい帝ではあるが、口に出すわけにはいかない。

「行こう。敵の攻撃が緩ゆるんだ今がチャンスだ」

　姫沙と凛花を連れ、校庭を走り抜けた。

　建物の中に入るや、靴音を響かせて階段を駆け上り、職員室の前にたどり着く。なぜか戸の向こうの照明はついておらず、人の気配もない。

　帝はゆっくりと入り口の戸を開けた。

　静まりかえった室内。カーテンは閉め切られ、たくさんの机が不気味な陰影を作っている。

「先生方……いらっしゃいませんわね……」

　凛花は帝の後ろから怖々と職員室を覗き込んだ。

「な、なんでかしら……。いつもなら誰か一人ぐらいはいるのに……」

　姫沙はびくついているが、まあ確実に彼女がなんらかの手段で人払いをさせたのだろう。

　とすれば、この職員室に新たなトラップが仕掛けられているか、もしくは姫沙自身が精神攻撃を仕掛けてくる可能性が高い。充分な警戒が必要だ。

「……俺から離れるな。もしなにかあったら、俺が命をかけて盾になる」

　帝は職員室に入りながら、初手しょての攻撃を放った。

「は、はいっ！　絶対に離れませんわっ！」

　こくこくとうなずく凛花。

「な、なによ、格好いいこと言っちゃって！　そんなんで女がくらりと来ると思わないで！」

　などと声を荒げつつ、姫沙は顔を赤くしている。とりあえずダメージは通ったらしい。

　だが。

「無茶だけは……しないでよね。帝が死んだら、私どうしたらいいか分からないから……」

　姫沙は小さくつぶやきながら、帝の上着の裾すそをちんまりとつまんだ。

　手で握り締めるのではなく、指だけを用いたいじらしい摑み方。

　しかも、恥ずかしそうにうつむき、おどおどと上目遣いをプラスである。

「くっ……あっ……あああああ……」

　心臓に凄すさまじいダメージを受け、帝は苦悶くもんに喘あえいだ。

「帝様!?　どうなさったのですか!?　本当に体がよろしくないのでは!?」

「いやいやいや……体は大丈夫だ……ビンビンしている……」

　問題は心なのである。計略と分かっていても、思考と感情は別。姫沙が繰り出してくる規格外の可愛さには、たとえ防御していようと無傷ではいられない。

　そして、姫沙の顔に一瞬よぎる『ふふーん、してやったわ！』なんて得意げな表情が、また可愛らしい。そもそもが惚れ込んでいる相手なのだから、なにをやっても可愛く見えて仕方ないのだ。

　──圧倒的に不利な立場なんだよな……。だが、北御門の男児が負けるわけには！

　帝は緩みかける頰を引き締め、慎重に職員室を進んだ。

　少女たちは帝のそばから一歩も離れず、きょろきょろと辺りを見回しながら歩く。

　この限られた空間になにが潜んでいるか帝は予想もできない（罠を仕掛けた姫沙の思考パターンが読めない）ため、気を抜くことは許されない。

　と、不意に机の下から物音がした。

「きゃああああっ!?」

　怯えた姫沙が帝の腕にしがみつく。いや、実際は怯えていないのだろうが、とにかく力いっぱい飛びついてくる。

　結果として、その贅沢ぜいたくな双丘が帝の腕を圧迫。

　必然的に、帝の理性までもが圧迫され、壊滅させられそうになる。

「3.1415926535897932384626433832795」

「帝様!?　なぜ急に円周率の暗唱を!?」

「ストレスが溜まると発作的に唱えたくなるんだ……」

　帝は死に物狂いで意識を触覚から数学へと集中させる。でなければ、どこまでも深い双丘の魔力に沈み込み、まるごと呑み込まれてしまいそうな恐怖があった。

「そ、そうなんですのね……。あの、ストレスがひどいときは、わたくしを殴ってくださったら少しは気持ちが軽くなるかも……」

「ならないだろ！　逆にずしんと重くなるだろ！」

「じゃ、じゃあ、なじってください！　帝様になじられるのなら構いませんから！　愛する人につけられる傷は甘美かんびですから！」

「その甘美は分からん！」

「きっと逆に興奮しますから！」

「興奮はまずいよな!?」

　一途いちずなのは分かるが一途すぎるのが問題な凛花だ。

　そして姫沙はさらに帝の意識を侵食しようと攻撃を繰り出してくる。

「み、帝……。誰かいるわ……。私、もうここで死んじゃうのかしら……そんなの、嫌……」

　長いまつげを震わせ、すがるように帝を見上げてくる。

　──これは演技これは演技これは演技ッ!!

　帝は心の中でお経を唱える。

　わずかに取り戻した理性の領域をフルに使い、格好良いセリフを計算して放つ。

「俺が死なせない。姫沙、お前だけは、ここから逃がしてやる」

「あ、あの……わたくしは……？」

　言及されなかった凛花がおずおずと指摘した。

「悪いが、凛花は逃げられないな。俺と一緒に死んでくれ」

「かしこまりました！」

「いいのかよ！」

「あ、でもっ……帝様とのあいだの子供が百人できるまでは、やはり死ぬわけには！」

「多すぎないか!?　さすがに途中で凛花も俺も死ぬぞ!?」

　凛花は応援するように胸元でげんこつを握り締める。

「頑張ってください！」

「頑張れない！」

　優しい言葉をかけられず申し訳ない帝であるが、これ以上、凛花の好感度を上げるわけにはいかない。この戦いは化かし合いのデスマッチであり、攻撃すべきは姫沙一人なのだ。

　しかし、肝心の姫沙は。

「どうせ……みんなここで死ぬのよ……。待っているのは地獄よ……。助からないわ……」

　などとホラー映画の被害者のようなことを言って床にうずくまってしまう。

　──いやいや暗いだろ！　お前が目指したい展開はそっち系なのか!?

　帝は問いただしたいが問いただせない。

「とにかく……、誰か隠れているのか試さないとな」

「はい！　わたくしも来世までお伴します！」

　凛花は死ぬ気満々だった。

　帝は凛花を背中にかばって、物音がした机の方へと歩み寄っていく。姫沙の仕込みだから危険はないはずだが、万一のことを考えると凛花を先に立たせるわけにはいかない。

　机の下から、何者かが出てくる。

　それは猫だった。

　世にも可愛いアメリカンショートヘアだった。

「……なんだ猫か」

「どうして職員室に猫が!?」

「それは……多分……捨てられていたのを先生が保護したんだろ」

「ＣＭにでも出そうなくらい毛並みが整っていますけれど……」

「た、多分……、ＣＭに出たあと用済みだったから捨てられたんだろ」

「ひどすぎますわ！　飼い主の顔が見てみたいですわ！」

「多分、結構可愛いんじゃないかな……」

「見た目が可愛くても鬼ですわ！」

「多分な……」

　凛花は憤慨するが、帝は真相を告げるわけにはいかない。とりあえず猫が巻き添えを食わないよう職員室の外へと運んでいく。







　そんな帝と凛花の様子を離れたところで眺めつつ、姫沙は通信を入れる。

「も、もう無理……私、ダメかも……」

「負傷でもしたのかい!?」

　コードネームΣシグマの声がイヤフォンから響く。

「そうじゃないの……。帝が……格好良すぎるの！　どうしたらいいかしら!?」

「知らないよ！」

　どこまでも呆れ果てた口調だった。

「帝ね、私だけは死なせないらしいの！　命がけで救ってくれるつもりなのよ！　格好良すぎるわよね!?　完全にヒーローよね!?」

「知らないよ！」

「しかも『俺と一緒に死んでくれ』って言ったときの目つきもセクシーで……あっ、相手が静川さんだというのが許せないけど、でも、そっちの立場もありかなって」

「知らないっつってんだろ！」

「いいから聞きなさいよ！　私の精神の安定を保つために必要なのよ！」

　姫沙はマイクを握り締めて命じた。

「あのさぁ……ノロケ話なら帰ってから美月みづき様にでもしてくれないかねぇ」

「無理よ。最近はもうたくさんだって、五時間くらいで自分の部屋に逃げ込んじゃうわ」

「そりゃそうだろうねえ！　アタシも一分でお腹なかいっぱいだよ！」

　心からの叫びだった。

　悩ましくため息をつく姫沙。

「このままじゃ、私の精神が保たないわ。そうなれば恋愛ゲームは私の負け、南条家は美月が継ぐことになり、あなたは失業……スーパーのレジ打ちでパートのおばさんから怒鳴られる日々……帰ったら四畳半よじょうはんの安アパートで旦那だんなに怒鳴られ……徐々に女としての自分を見失っていく……そのとき現れたのが女癖の悪い元同級生で……」

「嫌な未来予想図を語らないでくれるかい？」

「だから、なにがなんでも勝たなきゃいけないってことよ」

　廊下に猫を逃がそうとして引ひっ搔かかれる帝を見守りながら、姫沙はささやく。

「……今日のゲーム、最後の大勝負に出るわ」

「本当に……やるんだね？」

　後戻りはできないよ、との確認。

「ええ、お願い」

　姫沙は力強くうなずいた。







　帝が猫を廊下へ逃がし、入り口の戸から離れたときだった。

　突如、窓という窓、戸という戸にシャッターが降り、辺りに闇が訪れたのは。

　姫沙と凛花が悲鳴を上げる。

　本来シャッターなど存在しないはずの空間に、その現象はあまりにも異常。演出のためとはいえ、ここまで学校を改造する必要があったのだろうかと帝は訝いぶかる。

　暗闇くらやみの中、机の上のパソコンに、ぼんやりと光が灯ともった。

　画面に映っているのは、奇妙な覆面を被った人物だ。弾薬ベルトを体に巻き付け、サブマシンガンを二丁装備。背後には紅蓮ぐれんの軍旗が掲げられている。

　怪しい。

　怪しすぎるほど怪しくて、逆に説得力がない。

「こ、これは……どこかの武装勢力の仕業でしたのね……!?」

　が、素直な凛花は律儀に驚いている。

　パソコン画面の向こうから、覆面が語りかけてくる。

「くくく……かかったな。貴様らは、まんまとその部屋に誘い込まれたのだよ」

「誘い込まれた……？　どういうことですの……？」

　凛花が帝に身を寄せながら恐る恐る尋ねた。

「今から十分後、その部屋に飢うえたケモノが投入される」

「ケモノ、とは……？　どんな猛獣ですの……？」

「猫だ」

「猫!?　ものすごくふわふわしている気がするのですけれど……」

　凛花の指摘に、覆面はかすれた笑い声を漏らす。

「ただの猫ではない。百一匹の猫だ。しかも攻撃性と戦闘力を高めるよう、あえて餓死がし寸前まで追い詰められた──訓練された猫だ」

「訓練された……猫!?」

「十分後、貴様らは飢えた猫に群がられて死ぬ。最後に味わうのは肉球の感触、そしてザラザラとした猫の舌になることだろう」

「なんて恐ろしいのかしら！」

　姫沙は口元に指を添えて目を見張っている。

　──恐ろしいのはお前のそのよく分からないチョイスだ!!

　と言いたい帝である。そもそも猫に群がられて死ぬのは、猫好きにとってはむしろご褒美だろう。真剣味というか絶望感が足りない。

　しかし、姫沙と凛花は震えている。

「静川家の最期さいごが……猫まんまだなんて……」

「せめて犬の餌えさになりたかったわ！　こんなのあんまりよ！」

「なんの餌でも嫌だろ！」

　哀かなしげに首を振る姫沙。

「いいえ、地上に生きる命は平等じゃない……。食物連鎖の上位の餌になることが、食べられる者の階級を決めるのよ」

「まず食べられたくないんだが……」

「いつまでもピラミッドの頂点にいると思わないことね……。人間は食べられる……人間は食べられるの……」

　いつの間に見つけてきたのか、姫沙は懐中電灯で顔を下から照らしながらささやく。

　──やっぱりホラー系の展開がお望みなんだな!?

　惚れている相手とはいえ、帝はときどき姫沙のことが分からなくなる。まあ、そういう予想できないところが姫沙の魅力の一つなのではあるが。

　パソコンの向こうの覆面が告げる。

「職員室は我々がロックさせてもらった。猫の餌になりたくなければ、我々の指示に従え」

「なにをすればいいんだ……？」

　指示の内容を決めたのは姫沙だろうが、いや、相手が姫沙だからこそ、帝は嫌な緊張を覚える。とんでもない命令を突きつけてくる危険性がある。

「その部屋から出るには、三人のうち二人がキスをしなければならない」

「キスをしないと出られない部屋……だと!?」

　帝は思わず姫沙の唇に目をやってしまった。姫沙は唇を手の平で押さえ、すぐに目をそらす。耳たぶはじんわり赤くなっている。

「そ、その指示には、いったいどんな意味がありますの……？　なにかそちらの武装勢力にとって利益りえきが……？」

　凛花がごくごく自然な疑問を呈ていした。彼女の言う通りである。キスという言葉の衝撃性に理性を失いかけていた帝だが、ひとまず我を取り戻す。

　覆面は口周りの布に皺しわを寄せて笑った。

「我々は、手の上で人を弄もてあそぶのが好きなのだよ。貴様らの羞恥しゅうち心、嫉妬しっと、葛藤かっとう、愛憎あいぞう……それらすべてが、我らの糧かてとなる……くく……」

　やけにヒーローショーの悪役みたいなことを言う武装勢力だった。

　一見アホすぎる部屋に閉じ込められたようにも見えるが、油断は禁物だ、と帝は思った。

　キスする相手の選択、そして選択の方法によっては、好意の表現になってしまう。これは、些細ささいな言動が命取りになる部屋……姫沙が張り巡らした罠の巣窟そうくつなのだ。

　帝が緊張と共に少女たちの方を見やると。

「分かりました。帝様、お願いいたします」

　凛花が帝に体を寄せて目を閉じた。

「ちょ、ちょっと！　おかしいでしょ!?　ここは帝に選ばせるところでしょ!?」

　即座に抗議する姫沙。反応速度はコンマ一秒以下である。

「いえ、選択の余地はありません。許嫁同士ならなんの問題もないですし、遅いか早いかだけの違いですわ」

「み、帝の意思の問題があるでしょ！」

「つまり、帝様はわたくしより南条さんを選びたいはずと……？」

　凛花が首を傾げると、姫沙は腕組みして顎あごを突き上げた。

「そ、それは分からないけどっ！　でも、どうせキスするなら、好きな方とさせてあげないと可哀想かわいそうでしょう？」

　出た、と帝は思った。

『好きな方』と姫沙が宣言してしまった以上、選択すること自体が危険になる。職員室に仕掛けられたマイクやカメラで証拠を保存され、帝はゲームに敗北するだろう。

　そうなれば、北御門家は南条家に吸収され、日本は闇に包まれる。

「ねーえ、帝……？」

　姫沙は妖しげな笑みを浮かべ、ゆっくりと帝へにじり寄ってきた。
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「できることなら、この私とキスしたいわよね？　きっと……すごく、やわらかいわよ？」

　ぷるるんとした、果物のようにジューシィな唇。

　リップクリームを塗っているのか、それはほんのりと桃色を帯び、艶めいている。

　そんな蠱惑こわく的な唇に細い指を添え、姫沙は誘うように見上げてくる。

　大きく上下する胸も、彼女から立ち上る甘い香りも、すべてが帝の官能を責め苛む。

　──キスしたいに決まってるだろ！

　そう叫びたい帝である。本音としては、武装勢力の命令がなくてもキスしたい。姫沙がびっくりして涙目になるまでキスしたい。

　しかし、北御門家に敗北は許されないのだ。

　──選択することが、危険なら……！

　帝はさりげないふうを装い、頰を搔きながら提案する。

「というか……姫沙と凛花がキスすれば解決じゃないか？」

「え!?」「はぁ!?」

　少女二人が目を丸くした。

「奴の要求には、『男女で』という縛りはなかった。だったら姫沙と凛花でいいじゃないか。女同士なら角が立たないだろ？」

「立つわよ！　三年くらいは関係がぎこちなくなるわよ！」

「人生はいろいろある。女同士でもいろいろ、な」

「いろいろあってほしくないわよ！　私は女には興味ないのよ！」

　全力で拒否する姫沙。予想外の攻撃だったのか、素が覗いてしまっている。

　その姫沙の肩を、凛花がそっと握った。

「え、ちょっ、なにするの!?」

「帝様のご命令です……仕方ありません……心を無にして従うしか……」

　死んだ瞳で微笑む凛花。

「あなたは帝の命令ならなんでもするの!?」

「もちろんです。帝様がお望みなら、クロコダイルとだってキスしますわ」

「私はワニじゃないわよ！」

「危険度は同じくらいですわ。キスしようとしたら唇を嚙みちぎられそうですわ」


「だったら近づいてこないでよ──────っ!!」



　じたばたともがく姫沙を、凛花が押さえ込む。

「さあ、覚悟してください、南条さん……」

「い、いいの、帝!?　これ、私のファーストキスなのよ!?」

　姫沙は助けを求めるような視線を帝に送ってくる。

「なにか困ることでもあるのか？」

「だから！　ファーストキスは、やっぱりっ、そのっ……」

　林檎りんご色に染まる頰。

　きゅううっと嚙み締められる唇。

　いっぱいいっぱいになってしまった表情が、とてつもなく帝の胸をくすぐる。

　手心を加えてやりたくなる帝だが、そうもいかない。姫沙が用意した舞台を最大限に利用して姫沙を陥落させるのが、せめてもの手向たむけだ。

「女同士でのファーストキスが嫌なら……俺が協力してもいい」

　帝は姫沙の尖とがった顎をつまみ、間近でささやいた。

「あっ……」

　姫沙の瞳が揺れた。

　その白い喉のどが、ごくりと動く。

　なにかを訴えるかのように唇が震える。

「帝様！　ダメですわ！　ここはわたくしが犠牲になります！」

　凛花が懸命に訴える。

「いや、大丈夫だ。無理やりというのも可哀想だから、姫沙にちゃんと選んでほしい。姫沙はどっちがいいんだ？」

「ど、どっちがいいっていうかっ、私は女の子とは嫌だから必然的に選択肢がなくなるというかっ、不可抗力が生じるのも致し方ないっていうか！」

　慌てる姫沙。そこにさっきまでの蠱惑的な余裕はない。

　帝はまんまと選択権を自分から姫沙に移すことに成功した。攻撃のベクトルが逆転。こうなれば、後は攻めて攻めて攻め落とすだけだ。

　帝はさらに距離を詰め、互いの体温を感じるような間合いで、姫沙の耳元にささやく。

「つまり……俺とがいいんだな？」


「──────────ッッ！」



　姫沙は思いっきり帝を突き飛ばした。

　耳も首も顔も、手の平までも真っ赤。

　ぜーはーと息を切らしながら叫ぶ。

「ああっ、もうっ！　終わり！　終わりよ！　今日は帰る！」

　途端、窓や戸を塞いでいたあらゆるシャッターが開いた。

　騒々しい音と共に、外の光が職員室に流れ込んでくる。

　障害物の失うせた戸口から、姫沙は全速力で駆け出していく。

　が、すぐに戻ってきて。

「こ、これで勝ったと思わないでほしいわねっ！　おおおお覚えてなさい！」

　言い捨てると、今度こそ本当に逃げ去っていった。

　──昔の悪役かよ！

　帝は内心で突っ込むが、そんな姫沙の負け惜しみも可愛く思えて仕方ない。大胆な迫り方をしていたせいで、姫沙に攻撃しつつ自分の精神力も削られていたのだ。

　覆面が映っていたパソコンは、既に電源が切れてしまっている。

「……どうして解放されたのでしょう？」

　平和になった職員室で、凛花がきょとんと首を傾げた。







　結局、その日はもう学校に謎なぞの武装勢力が乗り込んでくることもなく、穏やかに授業時間が過ぎていった。

　姫沙は帝に目を合わせようともしない。耳を朱に染めて、机の上にうずくまっている。熾烈しれつな攻防でかなりのダメージを受けてしまったのだろう。

　しかし、また妙な罠を張り巡らされては学業に専念するどころではないので、帝は念を押しておくことにする。

　教師が板書している隙を狙い、姫沙の方に身を乗り出して声を潜める。

「あの『キスしないと出られない部屋』ってのは、姫沙のアイディアなのか？」

「なっ……!?」

　がたたっと椅子を揺らして驚く姫沙。

　すぐさま教師の様子を窺い、気付かれていないことを確かめると、帝にささやく。

「ちょ、ちょっと……いつから分かってたの!?」

「分かってたって、なにがだ？」

「しらばっくれないで！　私のアイディアかと聞いたってことは、そういうことでしょ!?」

「最初からバレバレだったぞ」


「くっ……！」



　帝が肩をすくめると、姫沙は拳を机に叩きつけた。

　それでも教師は振り返ろうとしない。よほどぼんやりしているか、よほど生徒に興味がないか、よほど人生に興味がないかのいずれかだろう。

　帝はやれやれと首を振る。

「驚いたな。まさか姫沙が俺とキスするためだけに、あそこまで準備をしているなんて。そんなに俺とキスしたかったんだな……」

「ちちちち違うわよ！　なに言ってるのよ！　ゲームに勝つために決まってるでしょ！」

　素敵なまでの慌てっぷりだ。髪は乱れているし、手はばたばたさせているし、通常時の冷静沈着な姿はどこにもない。

　その様子をもっと見ていたくて、帝はつい悪戯心を出してしまう。

「でも、迫られて嫌そうには見えなかったよな」

「はぁ!?　嫌だったわよ！　子猫に肉球でほっぺぷにぷにされるぐらい嫌だったわ！」

「お前はそれが嫌なのか？」

　必死にうなずく姫沙。

「そ、そうよ！　嫌すぎて危うく職員室に仕掛けたアレを爆発させるところだったわ！」

「おい待て、アレってなんだ。もちろんもう解除してるよな!?」

「当然でしょ？　私がそんなへまをするなんてあり得──」

　姫沙が胸を張って言いかけたとき。

　遠くから、鈍い爆発音が聞こえ、細かい振動が伝わってきた。

「……地震ね」

「明らかにお前が仕掛けたなにかだろ！」

「蒼世学園の職員室で地震ね」

「そんな局地的な地震があるか！」

「大丈夫よ、爆発はただの花火みたいなものだから。むしろメインは百一匹の猫が職員室に雪崩なだれ込む仕掛けの方だから……」

「猫アレルギーの先生……いないといいな……」

　天国のような地獄になった職員室を想像し、帝は密ひそかに合掌した。
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～美月みづきと帝みかど　ある日のライン会話～




「やっほー♪　帝くん、おはよー！」

「朝じゃない、夜だ。毎晩寝る前にライン送ってくるのやめてくれ……。姉にバレたら面倒なことになるだろう」

「おねーちゃんならとっくに気付いてるよ？　アタシがお風呂ふろ入る度に、アタシのアカウント削除しようって全力で頑張ってるよ？」

「バレてるのかよ！」

「うん！　最初はアタシのスマホ奪ってパスワード割ろうとしてきたから、指紋認証式に変えたんだけど、そしたらアタシのジュースに睡眠薬入れて、寝てるあいだにアタシの指を使おうとしてきてさー」

「スパイ映画か……」

「でもっ、認証に使ってる指紋はアタシのじゃなくて死体安置所から流してもらったやつだったから、ロック解けなかったんだよねー♪」

「見てない。俺おれはなにも見てない。今のメッセージは視認せず即削除した」

「あはは、死体安置所から」

「繰り返すな！　南条なんじょう家のやばい話は聞きたくない！」

「でさー、おねーちゃんってばスマホの画面に金属の粉みたいなの振りまいて、そこから指紋を再現してロック解こうとしてきてさー」

「お前たち姉妹しまいは自宅でなんの攻防戦をやっているんだ」

「さすがに負けそうだったから、もうスマホはお風呂まで持ち込むことにしました！」

「……もしかして」

「そうだよ～♪　今、お風呂中！　ビデオ通話する？」

「するか！」

「えー？　照れなくていいのにー。帝くんとアタシの仲じゃーん。ほらほら、おねーちゃんと同じところにホクロあるんだよ！」

「要らん情報は要らん！」

「ホントに？　アタシと仲良くしとくとお得だよ？　おねーちゃんの㊙情報とか、実の妹しか知らない弱みとかとか、帝くんになら教えてあげてもいーんだけどなー？」

「ぜひ頼む!!」

「食いつき早ーい！　じゃあじゃあっ、今度アタシの買い物付き合ってよ！　荷物持ちしてくれたら、そのとき教えたげるから！」

「買い物……？　俺とお前の二人でか？」

「いーじゃん、いーじゃん。どうせ帝くんとおねーちゃんが結婚したら、そういうことよくあるんだし。将来の義理の妹だよー？」

「まあ……確かに……」

「帝くん、知らないのかね。『将を射んと欲すれば先まず馬を射よ』『背に腹は代えられぬ』って言葉を！」

「なるほど。それもそうだな」

「まあ、アタシは難しいことわざとか、よく分かんないけどね」

「分からないのに引用したのかよ！　きっちり合ってるし！」

「アタシってば、頭悪いけど天才だから！」

「矛盾むじゅんしてるようだが納得だ」

「じゃあじゃあっ、今度の土曜の八時に、駅のフクロウの前で待ち合わせね！　思いっきりオシャレしていくから！」

「オシャレはしなくていいぞ」

「えー、するよー。でさでさっ、どこ行くか詳しく話したいから、ビデオ通話繫つなぐね！」

「なぜお前はさっきから全裸で通話したがるんだ！」







　妹がやけに上機嫌だ。

　いや、姫沙きさの妹にして南条家始まって以来のバカと目される南条美月は、いつも基本的に上機嫌なのだが、今夜は常に増して浮かれている。

　姫沙が廊下からそっと覗のぞき込むと、美月の部屋はファッションショーの真っ最中だった。

　床やベッドや机の上に洋服をめいっぱい広げ、体に合わせては鏡の前でポーズを取っている。目の前でピースサインをかざしたり、腰に手を当ててしなを作ったり、床に膝ひざ立ちで上目遣うわめづかいをしてみたりと、もはや完全にカメラ目線モード。

　スマートフォンを手に取っては「にへへ～」などと笑っているし、明らかに怪しい。廊下に溢あふれ出すほど怪しさしかない。

「美月……？　なにしてるの……？」

　たまりかねた姫沙が声をかけると、美月は白のワンピースを手にくるっと振り向いた。

「あっ、おねーちゃん！　ねーねー、このワンピース、似合うと思う？」

「美月に清楚せいそ系は似合わないと思うわ……じゃなくて、なにしてるかって聞いてるのよ」

「えー？　特になにもしてないよぉー。今度、ちょっと一人でお出かけするだけだよぉー」

　香水を手首につけ、すんすんと匂においを試す美月。

「噓うそおっしゃい！　どう見ても気合い入れすぎでしょ！　そしてその香水、私のだし！　なんで美月が持ってきてるのよ！」

「香水はアタシのだよ？　ちゃんと自分で買ったもーん」

「自分で私と同じ香水を買う意味はいったい……!?」

　しかも姫沙と同じ系統のメイクまでうっすらとしているものだから、姫沙は慄然りつぜんとするほかない。顔が似ているだけに、そこには着々と姫沙のミニチュアが生まれつつある。

「えへへ～、意味なんかないよ～。強しいて言えば、優しいおねーちゃんのことが大好きだから、かなっ？」

「絶対に噓でしょ！」

「噓じゃないよ！　もー、アタシったらお姉ちゃんのことが好きすぎて、夜中にキスしまくってるぐらいだよ！　ディープなやつ！」

「それはホントに噓よね!?」

「しかもスマホの待ち受けはおねーちゃんの足の裏の写真だから！　せくしー！」

「地味に気持ち悪いわ！　噓と言って！　お願いだから！」

「ぜーんぶ噓だよー」

　姫沙が涙目で食ってかかると、美月は舌を出す。そのまま姫沙の攻撃をかわしてベッドに飛び乗り、着ているものを脱ぎ捨ててワンピースを試し始めた。

　胸を撫なで下ろす姫沙であるが、しかし、安心してはいられない。

「それで、出かける相手は誰だれなのかしら？　まさかとは思うけど、男の子じゃないわよね？」

　正直、帝なのではないかと疑っているものの、はっきりそう尋ねるのは怖い。二人きりのデートなんて、姫沙ですらまだやったことはないのだ。

　美月は愛らしい唇を人差し指でなぞる。

「んーとね、んーとね、あっ！　全然関係ないんだけど、下着はどれが可愛かわいいと思う？　やっぱり押し倒したくなるよーなのがいいよねっ！」

「めちゃくちゃ関係あるでしょ！　相手は完全に男の子でしょ！　誰なの!?　白状なさい！」

「待って！　あんまりゆさゆさしたら首が取れる！　アタシの首取れちゃうから！」

　姫沙は美月の肩を無我夢中で揺さぶるが、美月は決して吐くことはなかった。







　土曜日の駅前は、待ち合わせの人々で溢れていた。

　地下通路からの出口、フクロウの彫像が据えられた付近には、小洒落こじゃれた服装の男女がそこかしこに立っている。

　焦じれったそうにスマートフォンをいじる者、髪型を気にしている者、服の乱れを直している者など様々だが、共通しているのは心なしかそわそわとした空気だ。

　そして、やたらと男女の待ち合わせが多い。互いの顔を見るなり二人の世界をこしらえ、寄り添って足早に去っていく。

　──嫌な空気だ……。

　帝は居心地の悪い思いをした。

　北御門きたみかどの家訓に従って恋愛からは縁遠い身、こういったピンク色の空間には馴染なじみがない。姫沙と待ち合わせだったら楽しいのに、なんて考えてしまう。

「わー！　帝くんだー！　ホントに来てくれたんだー！」

　華やいだ声が聞こえ、階段の上から美月が駆け下りてきた。

　いや、飛び降りてきた。

　スポーティなＴシャツにヘソ出しスタイル、ショートパンツという元気な出いで立ち。

　派手なブレスレットを幾重いくえにも装備しているが、すれた感じはなく、素直に可愛らしい。

　服から覗く細い肩、すらりとした脚は透明感に満ちている。

　幼いながらもその姿は鮮烈な美しさを放っていて、周囲の人々をざわめかせる。

　飛びつくようにして駆け寄ってくる美月を、帝はどうどうと両手で抑えた。

「そっちから来るとは思わなかったよ。改札の方からかと」

「うん、わくわくして一時間くらい前に到着したんだけどね、暇だからショップ覗いてたら、可愛いアクセがあったから気になっちゃってー。遅くなってごめんねー？」

「いや、問題ない。まだ五分前だ」

　普段の言動からして遅刻上等の適当なタイプだろうと予想していた帝だが、意外とちゃんとしているんだなと感心する。

「で、なにを買うんだ？　家電でも買うのか？」

「……かでん？」

　美月はきょとんとした。

「炊飯すいはん器とか、掃除機とか、重い物を買いたいんだろ？　荷物持ちが要るんだから」

「女子中学生が休日のお昼に炊飯器なんて買わないよ！」

　思わぬ答えに帝は頭をひねる。

「買わないのか……。他ほかに重い物といったら……バーベルとか？」

「バーベルなんてもっと買わないよ！　筋肉ついちゃうじゃん！」

「筋肉は頼りになるぞ。テロリストの高高度核爆発ばくはつで世界中の電子機器が壊滅させられたら、人類の最後の砦とりでになるのは筋肉だ」

「やだよ、そんな最後の砦！」

　完全否定ひていである。

　だとすれば自分はなんのために呼ばれたのだろうか、と帝は苦悩してしまう。荷物持ちとしての存在意義が揺らいでいる。

　美月は偉そうに肩をすくめた。

「まったくもー、帝くんってば、女の子のことなーんにも分かってないんだからー。今日はアタシがいっぱい教えたげる！」

「それはありがたい」

　自分が異性について疎うといのは、帝も自覚している。姫沙の妹を味方にできれば、恋愛ゲームにおいて非常に有利になるだろう。

「じゃーね、じゃーね、まずはねっ、駅前のお店を見て回りたいなっ！」

「了解。人間の骨格が耐えられる重量は五百キログラムまでといわれているから、買い物の量もその程度に抑えておいてくれ」

「そんなに買わないよ！　行こっ、帝くん♪」

　美月は帝の腕にしがみつくと、引っ張るようにして階段を上り始めた。二段くらい飛ばして歩くのが、子供らしくて愛くるしい。

「お、おい……あんまりくっつくな」

「いーじゃん、いーじゃん。アタシは未来の『妹』なんだから！　妹がおにーちゃんと腕組むくらい、フツーでしょ？」

「しかしだな……」

「あれー？　それとも、ひょっとして帝くんったら、アタシのこと妹として見れてない？　意識しちゃってるー？」

　くふふ、と美月は口を手の平で押さえて笑う。おどけた流し目を送ってくる。

　帝は耳が熱くなるのを感じた。

「意識はしていない。俺のゲームの相手は飽あくまで姫沙だからな」

「そっかなー？　ね、帝くん気付いてる？　アタシ、今日はおねーちゃんと同じ香水つけてるんだよ？」

　美月は首をくねらせるようにして帝にすり寄ってきた。白い喉のどがなまめかしく、甘く妖あやしい香りが体温と共に漂ってくる。

「くっ……」

　帝はたじろいだ。

「いい匂いでしょ！　くんくんしてもいーんだよ？」

「するか！」

「おねーちゃんと違って、アタシならくんくんし放題だよ！　ほれほれー、遺伝子も顔も大体一緒なんだから、おねーちゃんじゃなくてアタシでいーじゃん♪」

　子猫のようにじゃれてくる美月だが。

　まずいのだ。

　本当に美月は姫沙によく似ている。今日のように姫沙と同じ香水をつけ、同じような化粧をして、少し大人の雰囲気を漂わせていたら……、帝の本能を強烈に刺激してくる。

　帝は姫沙の性格が好きなのはもちろんだが、外見も完全にストライクなのだ。だから、相手が姫沙ではないと分かっていても、鼓動が速まるのを抑えられない。

「よ、よし！　今日は兄がなんでも買ってやろう！　望みを言え！」

　帝は努めて兄ポジションを崩さないよう言い放った。

「えー？　別に買わなくてだいじょぶだよー。見て回るだけだし」

「……見て回るだけ？」

「うん！　あっ、ほら、あそこのブラウスとか可愛くない!?」

　美月が駆け寄ったショーウィンドウの向こうには、蛍光けいこうグリーンが目に痛いブラウスが陳列されていた。宇宙人の絵柄が大量にプリントされているのが余計に目に痛い。しかもその宇宙人のデザインがやけにリアルだ。

「……可愛くはないな」

「えー？　可愛いよー。めちゃくちゃ可愛いよー！　ほらほら、宇宙人が地球人を食べるイラストもプリントされてるし！」

「人間が喰くわれている時点で可愛くもなんともない！」

「でも食べ方が可愛くない？　ハムスターみたい！」

「ハムスターが人間を食べていても可愛くはない！」

「そっかー、帝くんはハムスターに食べられたくない派かー」

「そこに派閥はばつが……？」

　少女の趣味という不可解なジャンルに帝は混乱する。そしてこの美月が少女のスタンダードなのか、あるいはイレギュラーなのかも判断できない。

　そんな困惑には気付きもせず、美月は満足げに吐息をつく。

「じゃ、次のお店行こっか！」

「買わないのか!?　これだけ可愛いって言っておいて」

　驚く帝に、不思議そうに目を瞬またたく美月。

「買わないよ？　宇宙人が地球人を食べるイラストとか気持ち悪いし……着ている人いたら、さすがに引くかなぁ……」

「あれだけ可愛いと言っておいて！」

　彼女の価値観を理解しようとしていた帝が徒労である。

「アタシがやりたいのは、ウィンドウショッピングだし。見て回るだけって言ったじゃん」

「本当に俺はなぜ呼ばれたんだ……？」

「世界を救うためだよ！」

「そんな大がかりな理由で!?」

　とりあえず街中に世界が滅びそうな兆きざしはなく、カップルや学生のグループが和気わき藹々あいあいと闊歩かっぽしているばかりで平和なものだ。

　美月も鼻歌交じりのご機嫌で、帝の腕を引っ張って商店街を歩いていく。

　あまり抵抗しない方が密着度が上がらない（抵抗すると力の限り美月の胸に腕を押さえ込まれる）と悟った帝は、大人しく美月に同行する。

　相手は中学生とはいえ、姫沙そっくりの少女だ。あまりベタベタされていては、落ち着かない気分になってしまうのである。

　と、美月が大きな建物の前で立ち止まった。

「あー！　新しいゲーム入ってるー。ねーねー、ここで遊んでいこーよ！」

「これは……ゲームセンターという施設か……？　暇を持て余した若者が、一時の娯楽を求めて集つどっているという話だが……」

「帝くんもじゅーぶん若いじゃん！　ゲーセンって来たことないの？」

　うなずく帝。

　内部から聞こえてくる騒音、きらびやかな電飾の数々は、質実剛健を旨とする北御門の屋敷では決してお目にかかれないものだ。

「恐ろしいな……入り口がほぼ開けっぱなしで、警備が薄すぎる。しかもゲーム機同士が密集していて、人が通る隙間すきまがほとんどない。襲撃を仕掛けられたら……終わりだぞ」

「ゲーセンを襲撃する人なんていないよ！　さー入った入った！」

　美月は帝の背中をゲーセンの中に押し込んだ。

　途端、喧噪けんそうが帝の身を包む。

　未知の世界。

　ぎっしりと詰め合わされた娯楽機械のあいだを、数字と効果音と映像が踊っている。

　クレーンのような道具で小さな箱からぬいぐるみを盗もうとしているカップルがいれば、死んだような目で黙々とドラム式洗濯機を殴っている男もいる。

　誰もが欲と昏くらい瞳ひとみの輝きにまみれ、幸福感は微塵みじんもない。

「……犯罪者の巣窟そうくつか!?」

「違うよ！　ゲーセンだよ！」

「そうか……、南条家はこういう施設に民間人を投入することで、精神を蝕むしばみ、外界から隔絶し、やがて廃人と化すよう画策しているわけだな……」

「違うよ！　全然うちのお金は入ってないよ！　普通に遊ぶとこだし！」

「早とちりか……すまない」

「もー！　帝くんってほんっとなんにも知らないんだねー」

　朗ほがらかに笑う美月。

　帝の手を引っ張り、大型の機械のところへと連れていく。画面の手前に銃が二丁備え付けられており、台座の下にはペダルもある。

「試しに、これで遊んでみよっ？」

「これは……、射撃場か？　日本国内で実弾はまずいと思うが……」

　帝は警察への通報を検討した。

「実弾は出ないよ！　ガンシューティング、ゲームだから！」

　美月が帝の手に銃を持たせ、操作方法を教えてくれる。どうやら、画面外に向けてトリガーでリロード、足下のペダルを踏むことで遮蔽しゃへい物を利用できるらしい。

「初めてだし、協力プレイで遊ぼ。連コすればなんとかエンディングまで行けるし！」

「俺は敵を殺せばいいんだな？」

「そうそう！　ばんばーんってやっちゃって！」

「……了解した」

　帝は銃を構えた。







　──結果。

　周りが引くぐらいハイスコアが出た。

　スタッフロールが流れる画面の前で、帝は台座に銃を戻す。

「すごいすごーい！　帝くん、すごいよ！　えーっ、えーっ？　実はやりこんでたの!?　アタシ、コンティニューなしでエンディング見たの初めてなんだけど！」

　両手を挙げて跳ね回る美月。

「いや……、ゲーム自体は初めてだが、武器の扱いは一通り教え込まれたからな。北御門家の後継者は単騎で部隊を壊滅させる戦闘力を求められる」

「求められすぎだよ！」

「そのくらい、責任重大だってことだ。軍事力ごときに屈服させられる統治者じゃ、大切な国は守れない」

　そして、南条の闇やみに呑のみ込こまれる程度の後継者では、北御門家から必要とされない。といっても、姫沙はともかく美月には、闇の欠片かけらも見当たらないのだけれど。

　美月は自分の銃を握り締めて画面に魅入っている。

「ふわーっ、ノーコンティニューでクリアだと、エンディングでヒヨコの可愛い動画集が流れるんだねー。初めて見たー。癒やされるう～」

「まったくゲームの内容と関係ないけどな」

　そしてピヨピヨうるさい。スタッフのおふざけが度を過ぎている。よほどこのエンディングは珍しいのか、周囲の客たちはスマートフォンで写真を撮っていた。

　帝は軽く息をついて肩をすくめる。

「さあ、次はなんに付き合えばいいんだ？」

「えっと……まだ付き合ってもらっていいの？」

「ん？　どういうことだ？」

　美月は大きな目を瞬いて帝を見上げる。

「だって、帝くんが普段やってる遊びと、全然違うでしょ？　学校の友達誘っても、いつも『庶民の遊びなんてくだらない』って言われちゃうし……」

「ああ……」

　帝は合点がいった。

　確かに蒼世そうせい学園の生徒なら、そういう反応をするだろう。彼らはエリート中のエリートであり、自らの家柄に誇りを持っている。雑然とした世界に拒否感を覚えてもおかしくはない。

　帝は小さく笑う。

「少しカルチャーショックはあるけど、嫌いじゃないぞ。市民の気持ちが分かって勉強になるし、楽しければそれでいい」

「だよねっ？　だよねっ！　食わず嫌いは良くないよねっ!?　楽しいことに値段とかレベルとかカンケーないもんねっ！」

　美月は大喜びで身を乗り出してきた。

「偏見は自分の世界を狭せばめるだけだからな。いろいろと試してみるのは悪いことじゃない」

「もーっ！　帝くんってば！　分かってるんだからーっ！」

　全力で飛びついてくる美月。よく分からないが、彼女のツボを押してしまったらしい。

　姫沙にそっくりの顔を擦りつけられ、帝はたじろぐ。

「お、おい……」

「じゃあじゃあっ、次はアレ試そっ！　アレ！　プリでツーショット撮ろっ！」

　美月は帝の手をぐいぐいと引っ張った。

　男性のみの立ち入り禁止と記されたエリアに入り、洒落た女の子たちのたむろする魔境を抜けて、海外モデルの写真が描かれた垂れ幕をくぐる。

　そこは不思議な空間だった。大きな画面が前面にあり、床には立ち位置が示されている。壁も天井てんじょうも真っ白で、とにかく眩まぶしい。

「カメラマンがいないみたいだが……」

「自動だよ！　画面の指示通りにポーズ取ってたら大丈夫だから！」

　美月が手慣れた様子で機械にコインを入れていく。

　騒がしい音と共に、撮影が始まった。

「ほらほら、もっとアタシにくっついて！　枠に収まらないよー」

「あ、ああ……」

　胸にしがみついてくる美月に、帝は硬直しながらもポーズを取る。

　アナウンスによって次から次へと新たな課題を押しつけられ、模試よりも難易度が高い。

「はいっ、次はチュープリ撮ろっ！　キスしてるとこ撮るの！」

「できるか！」

　唇を尖とがらせて迫ってくる美月を押しのけたところで、最後の撮影が終わった。

　すぐに別のブースへ移り、今度は落書き開始。

　写真に落書きをする意味が分からない帝は、とりあえず美月に任せておく。

　数分と経たたぬうちに印刷も完了し、美月は受け取り口から写真を取って目を輝かせた。

「わー、やったー！　帝くんとのツーショットだー！　カップルっぽーい！」

「カップルにしては年の差があるけどな」

　子供のようにはしゃぐ美月を見ていると、帝は自分まで頰ほおが緩ゆるむのを感じる。闇の南条の血を色濃く受け継いだ姫沙とは違い、妹は無害な小動物だ。

「これ、アタシの宝物にする！　学生手帳に挟んで持ち歩く！」

「そこまでしなくていいだろ。大げさだな」

　無邪気な美月に帝が苦笑していると。

「あはっ……」

　その美月が、妖しく笑う。
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「宝物にするよ……。だってこれ……アタシと帝くんがデートした証拠だもんね？」

　浮かんでいる笑みは、悪魔の笑み。

　赤い舌で舐なめる唇から漏もれる吐息は、悪魔の吐息。

「え……」

　ざらりと、帝は砂を嚙かんでしまったような心地になる。

　背筋に、奇妙な悪寒おかんが走る。

「いやいや！　デートではないだろ！　お前は俺の将来の妹で！　今日は姫沙の情報を教えてもらうって条件で荷物持ちに来ただけで！」

「ぶっぶー、残念でしたー♪　男の子と女の子がお休みに待ち合わせしてー、ウインドウショッピングしてー、ゲーセンで遊んだりプリ撮ったりしたらー、それは立派なデートですー。庶民のよくあるデートコースなんだよー？」

　得意げに宣告する美月。

　愛らしい八重歯を覗かせ、悪戯いたずらっぽく見上げてくる。

「そんな……まさか……」

「二人でこーんなイチャイチャしてる写真をおねーちゃんに見せたら、どう思うかなー？　帝くんのこと、大っ嫌いになっちゃうかもしれないよねー？」

　美月は帝の目の前で見せつけるように写真をひらつかせる。

「くっ……」

　帝は拳こぶしを握り締める。

　甘かった。

　甘く見ていた。

　南条の血を。

　どんなに無邪気に見えても、素直で可愛らしい女の子でも、やはり南条は南条。

　人を陥おとしいれ、絡からめ取り、手練手管てれんてくだを尽くして自らの欲望を遂げるのが、連中の十八番おはこなのだ。

　そしてこの少女──南条美月は、姫沙より平和的ではあるが、よりえげつない。姫沙のような照れがなく甘え上手で、自らの特性の活いかし方を熟知している。

「だいじょーぶ、おねーちゃんに嫌われても、帝くんはアタシがもらってあげるから♡」

　つんつん、と美月が帝の顎あごをつついた。

　幼い瞳は、陶酔とうすいの熱を宿して揺れている。

　小さな子供に見えても、これは女だ。

　そして、いつの間にか恋愛ゲームに参戦者が増えていたことに気付かなかったのが、帝の罪。

　別に両想おもいでもない姫沙が写真にショックを受けることはないだろうが、好感度が下がるのは間違いない。帝とのゲームを投げてしまう可能性だってある。

「姫沙には……黙っていてもらえないだろうか……」

　帝は駄目元で頼んでみた。そんな甘い願いが通用するはずもないのが南条だが。

「いいよー！」

　美月はあっさりうなずいた。

「いいのかよ！」

　帝は逆に驚愕きょうがくする。

「うん！　アタシ、帝くんを困らせたくないもん！　帝くんには笑っててほしいし！」

「なんだ……びっくりさせないでくれ。なんのかんの言って良い子じゃないか」

　安堵あんどする帝に、美月がささやく。

「でも、これでもう帝くんは、アタシの言うこと聞くしかないよねえ……？」

「びっくりするほど良い子じゃねえ！」

「まずは、そだなー、軽いお願いから！　えっちしよ！」

「少しも軽くねえ！」

「だいじょーぶ、うちに来てとか頼まないから！　ここでえっちしてくれればいいから！」

「軽い重い以前に犯罪だろ！」

　二人の口論に、辺りの客たちがざわつき始める。

　性的な要求の留とどまるところを知らない美月を連れ、帝はゲームセンターを脱出した。







「私に見せたらどう思うかっていうか……見てるんですけど」

　闇の中で輝く画面を睨にらみ据え、姫沙はつぶやいた。

　長いトレーラーを贅沢ぜいたくに用い、至るところをモニターやデバイスに埋め尽くされた車内。それは、南条家の各種工作に使用される移動型の監視基地だった。

　今回は姫沙と私兵部隊長Σシグマの二人が乗り込み、帝たちの動向を窺うかがっている。

　美月の財布に仕掛けた隠しマイクと発信器で、音声と位置情報を把握。美月の洋服に仕掛けた隠しカメラ、およびクラッキングした路上の監視カメラで映像を捉とらえる。

「第一継承者が第二継承者のデートを覗き見だなんて、南条家も落ちたもんだね……」

　Σシグマがモニターの前で嘆息する。

「ぶつくさ言ってないで、あらゆるカメラで帝たちを追いなさい。死角ができているあいだに破廉恥はれんちなことが起きたら大変だわ」

「へいへい……仕事はきっちりやりますよっと……」

　頭を搔かきながらも、端末のレバーを操作してカメラを切り替えていく。

　ゲームセンターを出て商店街を歩く帝と美月の姿が、コンビニや銀行のカメラに捕捉され、監視基地のモニターに表示される。

　姫沙は顎を突き上げた。

「私は、あえて美月を泳がせているのよ。私の前では隙すきを見せない帝も、美月が相手なら本音や弱みを覗かせるかもしれない。帝についての情報も、観察している方が効果的に蓄積できるわ。それに、私が帝とデートするときに備えて、デートのときの帝の行動パターンを前もって把握しておけるし。つまり、本番の戦いで私が有利になるというわけ。だって、対戦相手の予選を分析しているってことだものね。ほら、帝が庶民的な遊びを気に入るってこととか、ガンシューティングが得意だってこととか、監視しておかなきゃ分からなかったわけでしょう？　これは覗きじゃない、れっきとした戦略なのよ。美月は先手を取ったと思っているでしょうけれど、実際に手の上で転がしているのは私。それが闇の女王としてのプライドであり──」


「えっ……？　ゴメン、聞いてなかった」



「聞きなさいよ！」

　姫沙はデスクに手を叩たたきつけて憤慨した。

　空調は利きいているはずなのに体が熱くなる。デートを覗いているだなんて言われて必死に否定しようとしたのを気付かれたかもしれない。

　そのとき、美月が帝に頭を擦り付けるようにして密着する姿が画面に映った。

「な、なにしてるのよ！　くっつきすぎ！　離れなさい！　離れなさいってば！」

　姫沙はモニタを鷲摑わしづかみにして叫ぶ。

「……ただ心配なだけなんじゃないかねえ」

　Σシグマはため息をついた。







　ぐー、と美月がお腹なかを鳴らした。

「お腹空いちゃったなー。帝くんがアタシのこと引っ張り回すからー」

「断じて俺は引っ張り回していないから、逆だからな」

　念のため断っておく帝。

　姫沙の弱みを摑つかむつもりが、デート中のツーショットという弱みを美月に摑まれてしまい、ひたすら商店街を探索させられたのである。

　あまり無茶な要求にこだわる子でなかったのが幸いしたが、アクセサリーショップや雑貨店など、女性向けの店ばかり巡るのはハードだ。

　とはいえ、まだ姫沙の情報をもらうという約束は生きているはずだから、美月の機嫌を損ねて別れるわけにはいかない。

「というか、お前は腹の虫を隠すつもりもないんだな」

　姫沙なら真まっ赤かになって弁解するだろうに、妹は自由なものだ。

「えー、ぺこぺこなら仕方ないじゃーん。ぐーって鳴ったら歌えばいいの？」

「歌うな。フレンチにするか、和食にするか……。料理の店が見当たらないが」

　帝は商店街を歩きながら辺りを眺める。

　薄汚れて雑然とした建物が多く、どうしても足を踏み入れるのを躊躇ちゅうちょしてしまう。そもそもどれがなんの店なのかよく分からない。

「食べ物屋さんなら、そこにあるじゃん！　マツク入ろ、マツク！」

　美月は帝の腕を引っ張って、赤い看板の建物に突入した。

　中は騒がしく、店員たちが戦場の形相ぎょうそうで駆け回っていた。

　レジの前には長蛇ちょうだの列。カウンターや壁にモニターがあり、メニューが表示されている。

　油の匂いが立ちこめ、家族連れや学生グループで賑にぎわう店内。

　それは、帝が両親や凛花と利用する料理店とはかけ離れた異郷で。

「話には聞いたことがある……この世界には、原形を留めないほど細切れにした肉をパンに挟み、油漬けのポテトと一緒に詰め込ませる飼育場があると……」

「しいくじょーじゃないよ、マツクだよ！　ファーストフードも初めて？」

「北御門家では基本的に玄米菜食だ。たまにはこういう異文化に触れてみるのも悪くない」

「あはは、それでこそ帝くん！　話が早い！　おねーちゃんとか学校の友達を誘っても、絶対来てくれないんだよね」

　美月は嬉うれしそうに列に並び、二番目に安いセットを注文して席を取った。

　安いセットといっても、そのボリュームは恐ろしい。ハンバーガーに、ポテト、飲み物までついて、たったの五百円。帝の知る料理とは金額の桁けたが違う。

「……罠わなだ！　安すぎる！」

「罠じゃないよ！　これが普通の値段なんだよ！」

「あり得ない……。食べれば食べるほど死に近づく物質でも含まれているのか……？」

「うーん、死なないとは思うけどなー。アタシもよく食べてるし！」

「そうか……。郷に入っては郷に従えだ。現地人の慣習に合わせるのも治世者の責任だろう」

　美月が屈託くったくなく笑った。

「そんな難しく考えなくていいよ～。おいしーよ？」

「よし、挑戦してみよう」

　周囲にナイフやフォークはないし、これは直に食べるのだろうと帝は判断した。敢然かんぜんとポテトに手を伸ばすと、美月の手が割り込む。

「待って、帝くん！　マツクのポテトはね、そういう食べ方をするんじゃないんだよ！」

「違うのか？　他のテーブルの客も手づかみで食べてるようだが……」

　帝は店内を見回した。美月は力強く首を振る。

「あれはマナー違反なの！　最近の客は全然マナーを守らないからって、シャカイモンダイにもなってるの」

　マナー違反という言葉に、帝は眉まゆをぴくりと動かした。

　礼節を重んじる北御門の男児、たとえ異郷に身を置こうと非礼を働くわけにはいかない。

「そうか……。正しい食べ方を教えてくれ」

「任せい！」

　美月は元気に胸を叩いた。

　カラフルな容器からポテトを一本つまみ上げると、口にくわえて顔を突き出す。

「ふぁいっ！」

「はい……？」

「ふぁーべーてー！」

　食べてと言っているらしい。

「いや、なんで口移しなんだよ」

　美月は手をばたばたさせる。

「ふぁっふぇ、ふぉれがふぁふぁーふぁふぁら！　ふぁっふふぉふぁふぁーふぁふぁら！」

「ふぁーふぁー言ってるようにしか聞こえん」

　帝は解読を諦あきらめた。

「ふぉー！」

　美月はポテトを呑み込み、憤慨しながら語る。

「男の子と女の子が二人でマツクに来たら、口移しで食べさせるのがマナーなの！　帝くんは今、女の子に大変な恥を搔かせたんだよ！　これはセキニンを取って付き合うべき！」

「いや、それはカップルで来た場合とかだろ……？」

「違うのー！　カップルだろうと友達だろうと男女二人なら口移しなのー！　このままじゃアタシたちはマツクから追い出されちゃうのー！」

　その言説は堂々としたもので、美月の瞳には一点の曇りも見られない。

　正しいことを、自分は主張している。

　そういった自信が、美月の全身から放たれているのだ。

「噓をついている目では……ないな」

「噓じゃないからね！」

「姫沙なら確実に噓なんだが……」

「アタシはおねーちゃんじゃないからね！」

　美月は無垢むくな笑顔で胸を張る。

　その笑顔に帝は確信した。彼女の心には淀よどみも汚れも存在しないと。

「分かった。お前を信じる」

「よし来た！　帝くんかもーん！」

　美月はポテトをくわえて身を乗り出した。

　テーブルに頰杖ほおづえを突き、きらきらと目を輝かせている。

　帝は意を決して美月に顔を寄せていく。

　衣装の傾向が違うので普段は差がはっきりしている姉妹だが、こうやって間近にすると、美月の顔立ちが本当に姫沙に似ているのが見て取れた。

　姫沙と同じ色の髪から匂ってくるのは、姫沙と同じシャンプーの香り。

　姫沙と同じ澄んだ肌から漂ってくるのは、姫沙と同じ甘い香水の匂い。

　美月はほっぺたを桜色に染め、瞳を潤ませながら、艶つややかな唇を近づけてくる。


「ん～～～～っ」



　鼻にかかった悩ましい声。

　テーブルに膝立ちするようにして乗り上げ、可愛らしい腰を椅子いすから突き出している。

　くわえているポテトが短いせいで、口移しとなると唇が触れそうになるのは必然で。

「……やっぱり無理だ！」

「もー！　帝くんのばかーっ！」

　羞恥しゅうちに堪えられなくなった帝が椅子いすに腰を戻すと、美月は帝にむしゃぶりつくようにして飛びかかってきた。







「あっ、あっ、二人ともなにしてるのよっ!?」
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　一方、トレーラー内の監視基地では。

　姫沙が画面にかじりついて焦あせっていた。

　モニタに映っているのは、やたらと仲睦むつまじげな帝と美月の姿。まるで恋人のように美月がポテトを口移しで食べさせようとまでしている。

　なんとか未遂で終わったからよかったようなものの、もし唇が少しでも接触していたら、姫沙はあのファーストフード店が存在するエリアを壊滅させるところだった。

　無論、私兵部隊の爆撃で、である。

　隊長のΣシグマがだるそうに頭を搔く。

「んー、美月様と北御門の坊主ぼうず、もうデキちまったみたいだね」

「ないないない！　ないわ！　あり得ないわ！　世界がひっくり返ってもそんなことは絶対に！　起きるはずがないわ!!」

　姫沙は半泣きで叫ぶ。

　もしかしたらそうなのではないだろうかと疑ってはいるものの、認めるわけにはいかない。許せない。受け止めきれない。

　姫沙はモニタをびしっと指差す。

「とりあえず、店内に存在する全電子機器をクラッキング。『コロスコロスコロスコロス』って文字を画面に流して美月を脅おどして！」

「変に警戒させるだけだと思うがねえ」

「うぐぐ……じゃあっ、店内にデスメタルを流して！　ラブラブな空気になれないくらい大音量で！　命の危険を感じるタイプのがいいわ！」

「それも警戒するだろう。ファミリー向けの店との違和感が激しすぎるよ」

「でもっ、でもっ！」

　なんとかしなければ手遅れになるとの焦燥に、姫沙は手を握り締めて画面を見つめる。

　Σシグマはため息をついた。

「ホントに姫沙様は、あの坊主のことになると人が変わるんだね」

「変わってないわ！　私はいつも通りよ！」

「いつも通りの南条家が、そんな溶けかけのゼリーみたいにぐにゃぐにゃでたまるかい。心配なら、デートをぶち壊しに突入したらいいんじゃないか？」

　姫沙は慌てて首を振る。

「だ、駄目よ！　帝を油断させて言質げんちを取る作戦なんだから！　ここまで血を吐きそうなほど我慢したのが無意味になるでしょ!?」

「吐血とけつしそうなレベルなのかい!?」

「そういうレベルよ！　帝が他の女の子と喋しゃべってるだけで胃が痛くなるわ！」

「そいつは重症だねえ……」

　Σシグマは肩をすくめた。

「帝が男の子と喋っていても、『まさか男の方が好きなんじゃ!?』って心配になるわ！」

「それは重症すぎないかい!?」

「帝がお年寄りの荷物を持ってあげていても、『まさか八十歳以上しかストライクゾーンじゃないんじゃ!?』って夜も眠れなくなるわ！」

「一度病院に行こう！　な!?　南条家のかかりつけは腕利うできき揃ぞろいだから！」

　呆あきれられる姫沙だが、事実なのだから仕方ない。

　どんなに策略に長たけていても、知力と感情は別。本能はなによりも手強てごわい。今回だって、自分で計画した監視作戦なのに、その策に姫沙自身がダメージを受けてしまっているのだ。

　姫沙はつま先を鳴らしながら爪つめを嚙む。

「どうして帝は美月からポテトを口移しでもらおうとしたのかしら……。なにか理由があるはずだけど、さっきから音声データがまったく入ってこないし……」

「どうやら、美月様のスマホに仕掛けた隠しマイクが壊れちまったみたいだね」

「え、それって……」

　目を見開く姫沙。

　Σシグマはおかしそうに口角をつり上げる。

「ああ、美月様が壊したんだろう。監視に気付いてるね、確実に。北御門の坊主と接近する映像だけを姫沙に見せつけて、やきもきさせようって腹だ」

「美月いいいいい……」

　姫沙は画面の美月を睨み据えた。

　美月は天真爛漫てんしんらんまんな笑みを浮かべ、カメラ目線でピースサインを取ってくる。

「おやおや、サービス精神旺盛おうせいだねえ」

「そんなサービスは要らないのよ……！」

「今度はウインクだ。まつげが長いねえ」

「私だって長いわよ！　だいたい同じ顔なんだから！」

　妹は気付いている。どころか、カメラの位置まで把握している。

　すべてを承知した上で、姉をからかって遊んでいる。

　美月ならやりそうなことだ。単純な勝利をよしとせず、享楽きょうらく至上主義で自由気ままに駆け回る、あの天使な悪魔なら。

「隠しマイクを仕掛け直して！　今すぐ！」

「りょーかい。さりげなく部下にやらせるよ」

　Σシグマは親指を立て、無線で連絡を取り始めた。







「わーん、服にケチャップついちゃったよーっ！　ちょっと洗ってくるーっ！」

　美月がハンバーガーを放り出し、化粧室に向かった直後だった。

　帝が一人で残されたテーブルに、マツクの店員が近づいてきた。

「お客様……お客様……」

　死にそうな声でささやきながら、じっとりと歩み寄ってくる。

　髪を伸ばしっぱなしにした若い女性。目の下には酷ひどいクマがあるし、顔面蒼白そうはくで指が小刻みに震えているし、どう見ても集中治療室の住人である。

　こんな店員いただろうかと思いながらも、帝は応こたえる。

「どうした？　なにか問題でも？」

　さっきは『ポテト口移し』というマツクのマナーを守ることができなかったし、そのことを咎とがめられるのかもしれない、なんて警戒したが。

「いいえ、問題ではありません。む、むしろ……プレゼント、です」

「プレゼント……？」

　死に神のような声で申し出られても、帝はひとかけらも嬉しさを覚えなかった。絶望の死をプレゼントされそうだった。

「はい……お客様の注文された、ギガントカオスビッグバーガーですが、キャンペーン期間中だけ、このワッペンをプレゼントしておりまして……ご注文の際にお渡しするのを忘れていました……」

　店員が骨張った指をわななかせながら、ワッペンを差し出してくる。

　くりくりとソフトクリームの上部のような形状をした、茶色のワッペン。

　大きな目玉や口がついてコミカルに擬人化されてはいるが……。

「これは……」

「はい、うんこワッペンです」

「飲食店にはあるまじきプレゼントを!?」

「最近流行のキャラクターなのです」

「流行しててもダメだろ！　食品衛生法に触れないけど触れそうだろ！」

「お子様たちは大喜びです」

「親御さんたちに大顰蹙ひんしゅくだろ！」

「そう遠慮なさらず。ふへへ……欲しいでしょ？」

「欲しくない！」

　店員が押しつけようとしてくるワッペンを、帝は全力で押し返した。

　姫沙の妹と買い物に来ているだけとはいえ、女性のエスコート中にこの類たぐいの物体を体に付着させておくなど、北御門の男児に許されることではない。

　いや、普段の生活でも許されるはずがない。奇抜な服装や派手な服装、北御門の風格を損なうようなファッションは、言語ごんご道断どうだんなのだ。

「そんな……お客様が受け取ってくださらないと……私は殺されてしまいます……」

　よよよ、と店員が床に泣き崩れた。

「ころされ……？　ここはそんなブラックな企業なのか？」

　慌てる帝。

　こちらになんの責もないとしても、女性店員を泣かせている現場を周囲から注目されるのはよろしくない。木影こかげに証拠写真でも撮られたら大問題だ。

「はい……ブラックです……。私がここまで衰弱したのも、無料で笑顔を二十四時間強要され、気力と体力を使い果たしたからなのです……」

「なん……だと……」

　確かにカウンターのメニュー表にはスマイル０円と記載されている。

　当初は気にも留めなかった帝だが、考えれば考えるほどにその悪質さが理解できてくる。

「泣くことも……許されないのか」

「はい。恋人が亡くなった日も、タマネギが目に入った日も……ひたすら笑顔を強いられました……。笑顔を固定するためボツリヌス菌を顔面筋に注射されそうになったことも……」

「……恐ろしい！」

　日本の腐敗、奴隷どれい労働の実態を、帝は改めて痛感した。

　必ずや自らがこの社会を正さねばならない。

　そのために北御門を受け継ぎ、諸悪の根源たる南条家に打ち克かたねばならぬと。

「ワッペンをきちんとお客様に渡さないと、私は家に帰れません……。親方に殴られてしまいます……」

「それは……きついな……」

「どうか……私を助けてください……。お客様のご慈悲を……。冬空の下で死んでしまうのは怖いです……」

　店員は必死の懇願を込めて帝を見上げてきた。

　マッチ売りの少女？　と帝は少し思ったが、加えて今は決して冬などではなかったが、とりあえず疑問は呑み込んでおく。

　困っている人間がいるのなら、手を差し伸べるのが北御門。

　そして、些末さまつなことにはこだわらず力強く受け止めるのが北御門なのである。

「よし、分かった。頂こう」

「ありがとうございます！　早速ポケットにつけてさしあげますね！」

　店員は目を輝かせて押し迫ってきた。

　先程までの衰弱っぷりはどこへやら、こうして見ると血色も良いし顔立ちも整っている。

「いや、服につけるのはさすがに恥ずかしいから……」

「裏ポケットでよろしいですから！　さあ！　北御門様の声を拾いやすい場所につけるだけでよろしいですから！」

「声……？」

「いえいえいえ！　なんでも！　なんでもございません!!」

　店員は無理やり帝のポケットの裏側にワッペンを装着させると、嵐あらしのように走り去っていった。自動ドアの方へ。

「もう……家に帰るのか？」

　なにもかもが奇妙すぎる。

　帝が首を傾げていると、化粧室から美月が戻ってきた。

「帝くん、お待たせーっ！　洗ってきたよーっ！」

　全身から大量の水を滴したたらせながら。

「びしょ濡ぬれじゃないか！」

　帝は跳び上がった。

　美月は髪も服も濡れ鼠ねずみと化し、床に人魚が這はったような跡を残して、笑顔で駆け寄ってくる。

　ケチャップの染しみを洗ったという域ではない。

　もはやシャワーでも浴びてきたのかと疑義が生じる段階だ。

　その衝撃性に、店員の不自然さはいっぺんで帝の頭から吹き飛んでしまう。

「うーん、洗濯とか自分でやったことないからー？　ちょっと失敗しちゃった？　てへ」

「失敗というか……洗濯は服を着たままするもんじゃないからな！」

「えっ、違うの？　服を脱いで裸でやるの!?　寒くない!?」

「そういう意味じゃない！　分かれ！　この似非えせ庶民が！」

　ウィンドウショッピングやらファーストフードやらに詳しいから勘違いしそうになるが、この少女は日本有数の名家の娘なのだ。

　心身の修養のため子息に家事を推奨する北御門家とは違い、洗濯の概念すら理解していなくてもおかしくはない。

「てゆーか、濡れ濡れのアタシ、どうかな？　色っぽい？　むらむらする？」

　美月は自分の席に座ろうとせず、わざわざテーブルを回り込んで近づいてきた。

　小さな尻しりを帝の椅子に乗せ、誘うような上目遣いですり寄ってくる。

　こっちまで濡れてしまう。

　なんて心配より先に、帝の視線は否いやが応でも美月の服に引き寄せられる。

　Ｔシャツの布が素肌に吸いつけられ、艶やかな曲線を露あらわにしている。

　控えめながらも確かな膨らみに布が貼はりつき、その向こうのブラが透けている。

　フリルのついた水色のブラ。くっきりと浮き出た可愛らしいリボン。

「おやおや～？　帝くんてば、アタシの魅力に目が釘付くぎづけですな～？」

　美月は口元を手の平で押さえ、挑発するように言ってくる。

「いや……釘付けではない」

「あはは、噓ばっかり！　完全にオトコの顔してたもん！」

「していない！」

「まあ、オトコの顔ってどんなのか分かんないんだけどね！」

「分からないのかよ！」

　帝は努めて美月から視線を外す。速まりそうになる鼓動を静める。

　ゲームの相手ですらない美月に惑わされるわけにはいかない。今回は飽くまで姫沙の情報を得るために同行しているに過ぎないのだ。

　だが。

「ちなみに、このブラは今日のおねーちゃんとお揃いだよ？」

「なに!?」

　耳元でささやかれると、思わず美月の胸元むなもとを見やってしまう。

　そこに待っていたのは、悪戯っぽく舌を出した美月の顔。

「噓だよー！　きゃー、帝くんがアタシの下着ガン見してるー♪」

「お前なあ……」

　無邪気に笑う美月に、帝は激しい脱力感を覚えた。姫沙と違って悪意がないのが、余計に始末が悪い。どんなに怒りたくても怒れないのだ。

「ほら、少しじっとしていろ」

　帝はポケットからハンカチを出して、美月の髪から滴る水を拭いてやる。

　危険な胸元は避けつつ、服の水分もできる限り取っていく。

　手を振り回して憤慨する美月。

「もー！　その反応は違うでしょ！」

「違わない」

「違うよ！　もっとドギマギしなきゃダメだよ！　なんで子供扱いするの!?」

「子供だからな。あんまり店の中で暴あばれるな」

「うー！」

　美月はほっぺたを膨らませながらも、大人しく目を閉じて帝に顔を拭いてもらう。

　その指先が額に触れると、ぴくりと肩を跳ねさせる。

「んっ……でも、こういうのも、気持ちいいかも……」

　体を乾かしてもらう子犬のような姿に、帝はほのぼのするのを感じた。

　多少の悪知恵が働いても、やはり所詮しょせんは中学生。背伸びした色気が引っ込めば、年相応の愛らしさの方が目立つ。

　一通り水気を奪われ、静かになった美月は自分の席に戻った。テーブルに覆おおい被かぶさるようにしてジュースのストローをくわえ、ぶくぶくと泡を立てている。

「おい、行儀が悪いぞ」

「……知らないし」

　敗北を味わっているようなすねた表情だが、その頰は赤く染まっている。

　やがて、美月は唇からストローを離し、帝を見据えた。

「帝くんって、おねーちゃん以外には強いんだね。やるじゃん」

「やるとはどういう意味か分からんが……ありがとう」

「でも、実はドキドキしちゃってたりするんでしょ？　必死によくぼーを抑えようと頑張ってたりするんでしょ？」

「いや余裕だ」

　若干噓だった。

　姫沙にそっくりな美月の攻めに対して平常心を保つのは、謹厳きんげん実直じっちょくを旨とする北御門の男児にとっても一苦労だった。

　美月が艶やかな唇を尖らせる。

「なんでアタシじゃダメなの？　おねーちゃん、ワガママだし、意地悪だし、欲張りだし、恋人としてオススメできるタイプじゃないけどなー」

「まあ、普通はそうだろうな。客観的に見て、あいつは鬼だ」

「でしょでしょ!?　血も涙もない閻魔えんま大王でしょ!?」

「うむ」

　うなずいたとき、帝の背筋に奇妙な寒気が走った。

　聞き慣れた怒声が聞こえた気がするが、特に異変はないので気のせいかと思い直す。

「じゃあ、なんで帝くんはおねーちゃんと恋愛ゲームしてるの？　閻魔大王をどれーにしたって、やっぱ閻魔大王のままだと思うよ？」

「まあ……そうだな。あの性格は昔からだが、姫沙にも良いところはある」

「えー？　たとえばー？」

　美月は疑わしげに訊きいてきた。

　帝は小さく笑う。

「気が強そうに見えて、意外とヘタレなところとかな」

「あー、うん。そういうとこはあるよね。アタシは格好いいおねーちゃんが好きだけど、ヘタレなときのおねーちゃんより」

「そこがいいんじゃないか。たまに見せる怯おびえた目とか、慌てている感じとか……可愛い」

「帝くんって……もしかしてＳ？」

　美月はテーブルから体を引いた。

　年下の女の子から向けられる純粋な嫌悪感。

　誰にも恥じることのない生き方をしてきた帝にとっては、なかなか新鮮な体験である。

「Ｓではない！　ただほら、ちょっといじりたくなるというか、もっと慌てさせたくなるというか、分かるだろ？」

「あはは、分かるけど。おねーちゃんをからかってマジギレさせて東京湾に沈められかけるのとか、楽しいよねっ」

「そんな歪ゆがんだ娯楽は俺には分からないが……」

　今度は帝がテーブルから体を引いた。

「えー、分かんないの？　あっ、今からおねーちゃんに殺されるんだ、そのくらい怒ってるんだーやっほーい、ってならない？」

「ならない！　お前はどこの異星人だ！」

　帝は真っ白に思えていた美月が少し怖くなった。やはり南条は南条である。

　逆に美月はテーブルに身を乗り出し、目を輝かせて尋ねてくる。

「他には他にはっ？　帝くんはおねーちゃんのどんなところがいいの？」

「匂い……かな」

「帝くんやらしい！　えっちー！」

「い、いやらしくはないだろ!?　腐臭がする相手を好きになれるか!?　遺伝的にも、人間は体臭で異性との相性あいしょうを判断すると言われている！　つまり体臭に関する印象というのは、かなり重要な役割を持っているわけで！」

「じゃ、アタシの匂いはどう？」


「………………っ」



　帝は返事に詰まった。

　正直、かなり心地の良い匂いなのだ。

　姫沙の妹なのだから、当然のことではあるのだが。

「あー、アタシの匂いも好きなんだー。そうだよねー、おねーちゃんと遺伝子近いもんねー。じゃあ、アタシとも相性いいよねっ？」

　美月は我が意を得たりとばかりに、テーブルに腕を乗せてにじり寄ってくる。

　にまにまと笑いながら帝に鼻先を寄せてささやく。

「ねっ？　帝くんの遺伝子と、アタシの遺伝子、くっつけちゃう？」

「やめなさい」

「やめないよ？　帝くんが焦ってるの見るの楽しいし！」

「愉快犯か！」

「よく分かんないけど、そうだよ！」

「分からんなら認めるな！」

「ねー、もういーじゃん。アタシの匂い好きならアタシでいーじゃん！　うりうりー」

　髪の毛を擦り付けてくる美月から、帝は体をのけぞらせて返す。

「匂いだけじゃない！　姫沙の可愛いところは他にもある！　すぐ泣いてしまうところも可愛いし、調子に乗ると失敗するのも可愛いし、絶対に負けを認めようとせず意地を張るのも可愛い！　とにかくいろいろと可愛いんだよ！」

「ふうん……そうなんだ」

　美月は自分の椅子に引っ込んだ。

　帝は胸を押さえて息を整える。姫沙の妹だからむげには扱えないのだけれど、この少女の相手をするのは結構な重労働だ。肉体でも頭脳でもなく心が消耗する。

　美月はテーブルを見つめてつぶやく。

「帝くんって、ホントバカみたいに真まっ直すぐなんだね。走り出したら止まれないっていうか、楽な横道が見えないっていうか」

「悪かったな、バカの一つ覚えで」

　頰を搔く帝。

「でも……そういうとこ、イイかも」

　美月は頰をうっすらと染め、小さくささやいた。







　マツクの店を出ると、美月は思いっきり伸びをした。

「ふあー、食べた食べた、ポテト食べたー！　いーっぱい喋ったー！」

「ものすごく満足そうだな……」

　商店街の真ん中で叫ぶ美月に、通行人たちは変な顔をしている。

　が、もちろん美月は気にする様子もない。

「そりゃ満足だよ！　アタシ、マツクでお喋りするの大好きだもん。しかも帝くんとたっぷりお喋りできるなんて、めちゃくちゃ嬉しいもん！」

「そ、そうか……それは良かった」

　素直に喜ばれると、帝も照れくさくなってしまう。

　いろいろと気が抜けない相手ではあるが、美月と一緒にいるのは不愉快ではない。それはやはり、相性が悪くないということなのかもしれない。

「ただ、帝くんが口移しでポテトを食べてくれないから、恥かいちゃったけどね……。ひどいマナー違反しちゃったし、もう二度とあのお店は行けないかも……」

　美月は悲しそうに目を伏せた。

「すまん……反省している。お詫わびに、お前が行きたいところならどこでも付き合うから」

「やった！　じゃあ宇宙行きたい！」

「日本国内で頼む！」

「えと……ろふ、とう……？」

「グレーなところを攻めるな！　危険だ危険！　あんまり遠いと学業に差し支えるし、この街の近くでな！」

「この近くなら、どこでもいいの？」

　小首を傾げる美月。

「二十キロ圏内にしてくれ」

「二十キロ以内なら、どこでもいいんだよね？　ぜったい？」

　つぶらな瞳を瞬かせ、胸元で手を握り締めて訊いてくる。

　その姿は年相応にあどけなく、まるで休日の朝にお出かけをねだる子供のようだ。

「ああ、絶対だ」

　帝は笑った。

　スイーツだらけの飲食店や、ピンクに溢れた女性向けのブティックに引きずり込まれるかもしれないが、そのくらい受け入れる覚悟はある。

「じゃあ、じゃあっ、次はあそこ行きたい！」

　美月が小躍りして指差した先には。

『ホテル・インモラル』と看板の掲げられた、装飾過多な建物がそびえ立っていた。

　中世ヨーロッパの城を彷彿ほうふつとさせるデザイン。

　休憩と宿泊の料金が記された看板。

　ＶＯＤ見放題、ウェルカムドリンク無料とアピールされた旗。

　市井しせいに疎うとい帝でも、このくらいは男友達から聞いて知っている。

「そっかぁ……城か……お城に行きたいのかぁ……女の子だもんなぁ……」

「えっ、城じゃないよ？　ラブホテルに行きたいんだよ？」

「あえてボカしたのにはっきり言うなよ！」

「男の子と女の子がえっちするとこだよ？」

「知ってるから！　はっきり言いすぎだ！」

　帝は全身が高熱に見舞われるのを感じた。

　これでも女性からホテルに誘われるのは、人生初である。

　恋愛禁止の北御門家、許嫁と結ばれるまでは固く童貞どうていを守るのが伝統なのだ。

「さっ、行こっ、帝くん！　どこでも行くって約束だよね？」

「約束はしていない！　さすがにあそこは無理だ！」

「無理じゃない！　帝くんならやれるよ！　男らしく頑張って！　アタシも初めてだけど頑張るから！」

「お前はなにを励ましてるんだ！」

「ほらっ、アタシってば、さっき濡れちゃったし！　このままじゃ風邪かぜ引きそうなんだよね！　だから暖かいとこ行きたいの！」

　美月は帝の腕をぐいぐいと引っ張る。

「だったら家に帰ればいいのでは……？」

「ダメだよ！　まだデートは始まったばかりだし！　寒すぎて家まで間に合わないし！　はっく！　はっく！　はくちゅーんっ！」

「くしゃみがわざとらしすぎる！」

　足を踏ん張る帝に、身をくねらせながらすり寄ってくる美月。

　どこから出ているのか分からないくらい甘えた声で、艶やかにささやく。

「ほーらぁ……一緒に暖まろうよ～。なんにもしないからぁ……」

「そういうのは男女が逆じゃないか!?」

「おねーちゃんの情報あげるって話だったでしょ？　おねーちゃんの弱いとこ、実戦で教えてあげるから！　アタシと同じとこが弱かったりするから！」

「実戦とはいったい!?」

　全力でむしゃぶりついてくる美月を突き飛ばすわけにもいかず、帝は両手を挙げてホールドアップの体勢である。

「うふふ～。帝くんの匂い、アタシもだーいすき。すんすんすん……」

「匂いを嗅かぐな！　そこに顔をうずめるな！」

　美月は周囲の視線など構わず、帝の腰にしがみついている。

　そのとき、けたたましいブレーキ音と共に、二人の近くに車が急停止した。

　ボディを真っ黒に塗られた長いトレーラー。

　覆面の連中が飛び出し、帝と美月を車内に引きずり込む。

　帝は暴漢たちを殴り飛ばそうとするが、顔に袋を被かぶせられて敵を視認できない。

　トレーラーが即座に発車。ここまでカンマ一秒の出来事である。

　──あまりにも手慣れている！　素人しろうとの仕事じゃない！

　相手の出方を窺うため、帝は不用意な反撃を控えることにした。しかし決して位置を見失わないよう、ブレーキの回数やカーブの角度から、脳内にマップを描き続ける。

　一緒に座席へ押し込められた美月が、ぎゅっと帝の手を握ってきた。

　自由気ままな美月でも、やはり中学二年生の少女。正体不明の襲撃者に誘拐されたら、平常心でいられるわけがない。きっと恐ろしくて仕方ないのだろう。

　少しでも勇気づけられればと思い、帝は美月の手を力強く握り返す。美月は帝の腰にしがみつき、胸に深く顔を埋めてきた。

「帝くん……怖いよぅ……」

「……大丈夫だ。俺がいる」

　震える美月を、帝は腕の中に抱き締めて守る。姫沙と同じ匂い、姫沙と同じ体温の少女を、絶対に守り抜かねばならぬと心に銘じる。

　やがて、トレーラーが停車した。

　帝は背中に銃口らしきものを突きつけられて歩かされる。

　重々しい扉の音、ひんやりとした空気。

　──え？　ここはまさか……？　いや、まさかな……？

　脳内マップで現在地の建物は特定できるのだが、とても納得できない。とはいえ、自らの判断と計算に確信のある帝としては、混乱しながら歩くしかない。

　金属音が軋きしり、再び背後で扉が閉じる。

　顔から袋が取り外され、広がった光景は。

　ずらりと並んだ傍聴ぼうちょう席。相対して置かれた被告人席と検察席。偉そうに置かれた裁判官席。

　どう見ても裁判所である。

　そして、裁判官席に凜々りりしく立っているのは……。

「さあ、恋愛裁判を始めるわ!!」

「お前かよ!!」

「やっぱりおねーちゃんだー♪」

　南条姫沙だった。

　帝は隣の美月を見やる。

「黒幕が分かってたのか!?」

「そりゃ分かるよー。おねーちゃんに拉致らちられるときって、だいたいいつもあんな感じだしー。スタッフの人たち、ちゃんと手加減して袋の口締めてくれるしー」

　けらけらと笑う美月。

「いつもってなんだ。スタッフってなんだ……。怖がってたんじゃなかったのか！」

「あっ、そうそう！　そうだよ！　きゃー帝くーん！　美月こわーい！」

　美月は帝の腕にしがみついてくる。

　姫沙が机に手の平を叩きつけた。

「いい加減に離れなさい！　本来ならこんな強硬手段に出るつもりはなかったのだけど……あなたたちがとんでもない場所に入ろうとしていたから、緊急召喚するしかなかったのよ！」

「えー。とんでもないところってー？　アタシと帝くんは、どこに入ろうとしてたのー？」

「そ、それは……分かるでしょ！」

「アタシ、バカだから分かんなーい。もう忘れちゃったしー。どこだっけー？」

　美月は唇に人差し指を当て、無邪気に目を瞬またたいて姉を見上げる。

「だからっ、ラ、ラ、ラ……」

　真っ赤になって口ごもる姫沙。

「ラ……？　ほら、おねーちゃん、後少しっ！　アタシたちが行こうとしてた、すごくえっちな場所はどーこ？　ヒントは『ラブホ』で始まる場所だよっ！」

「ほぼ言ってるだろ！　もうやめてやれ」

　帝は美月の頭を小突く。恥ずかしがる姫沙の姿も嫌いではないが、聞かされている自分の方まで恥ずかしくなってしまう。

「わーい！　帝くんに怒られたー！」

　美月はぴょんぴょん跳んで喜んでいる。実の姉の実行部隊によって拉致されて裁判所に叩き込まれたというのに、呑気のんきなものである。

　姫沙が咳払せきばらいする。

「とにかく！　帝と美月のデー……お出かけの一部始終は、しっかり映像と音声を記録させてもらったわ！」

「なんだと……」

　帝は肝きもが冷えるのを感じた。

　だとしたら、美月にゲームセンターで性交を迫られたり、ファーストフード店でポテトの口移しを要求されたりした場面も見られていたのだ。

　ポテトの口移しはファーストフード店のマナーらしいから仕方ないとはいえ、庶民の生活をよく知らない姫沙なら『帝と美月がデキている』と誤解する危険性が高い。

　──それはまずい。

　帝は焦った。恋愛ゲームのクリア条件は姫沙を惚ほれ込ませることである以上、姫沙の好感度を下げるような行為は大変よろしくないのだ。

「裁判って……俺と美月ちゃんの関係を裁くのか？」

「美月って呼び捨てでいいんだよっ、おにーちゃんっ♪」

　さっきまで人をラブホテルに引きずり込もうとしていた少女が、兄呼ばわりしてくる。

　混沌こんとんである。

　裁判所に姫沙と帝と美月の三人だけで立っている時点で混沌の極致である。

　姫沙は腕組みして言い放つ。

「帝が美月となんの関係もないのは分かってるわ！　そんなの今はどうでもいいのよ！」

「どうでもいいのかよ！　じゃあなんのためだ！　なぜ俺たちを呼んだ！」

　さらに状況が理解できなくなる帝。

　隣ではついに美月が床に寝そべってスマートフォンでゲームを始めている。世が世なら法廷侮辱ぶじょく罪で強制退廷である。

「私があなたたちのお出かけを放置していたのは、帝の言質げんちを取るためだったの。普段は私への好意を認めない帝でも、美月が相手ならぽろっと漏らしてしまう可能性がある……」

「まさか……」

　身構える帝に、姫沙が悪魔の笑みを魅せる。

「ええ、そうよ。あなたが私に好意を持っている証拠は、しっかりと摑んだわ！　これより、その証拠を元に恋愛裁判を行います！」

「くっ……だから裁判所を……？」

「貸し切りにさせてもらったわ。裁判所の職員と、少し交渉して、ね……？」

「南条家め……！」

　恐るべき影響力。

　どんな方法を使ったのか不明だが、闇だけではなく光の住人まで意のままに動かしてしまっている。司法や国家権力の手さえ及およばない暗黒の女帝が、南条という一族なのだ。

　帝はせめてもの抵抗を試みる。

「弁護人を要求する！」

「却下きゃっか！　これは帝と私のゲームよ！」

「ちゃんと客観的な第三者を裁判官に！」

「却下！　北御門家と南条家の情報が漏れると困るわ！」

「せめて証人くらいは第三者を！」

「却下！　私が裁判長兼、検察官兼、証人よ！」

「とんだ偽装裁判だ！」

「心配しないで。裁判長による判決は公明正大、清廉潔白に下されます」

「心配にしかならん！」

　公明正大な姫沙など、天地がひっくり返っても想像できない。

　どこから持ってきたのか、姫沙が裁判長の木槌ガベルを打ち鳴らす。日本の裁判所では木槌ガベルを使うことなんてないのに、もはやそれだけでうさんくささが倍増である。

「まず……最初の証拠はこれよ」

　姫沙がレコーダーのボタンを押すと、机に置かれたスピーカーから帝の声が流れ始める。

『まあ……そうだな。あの性格は昔からだが、姫沙にも良いところはある』

　それか！　と帝は一瞬で警戒レベルを最高値まで引き上げた。

　想起されるのは、ファーストフード店での美月との会話。

　全容をしっかり覚えているわけではないが、なぜ美月より姫沙の方がいいのか、熱く語ってしまっていた気がする。

　圧倒的な不利。

　裁判官席から傲然ごうぜんと見下ろしてくる姫沙が、地獄の閻魔えんま大王のように見えてくる。

「これはもう……完全に愛の告白よね！」

「いや違うだろ！」

　そこだけは譲れなかった。

「だって私に『良いところがある』って言ってるでしょ？　つまり、『悪いところはない』と言っているのと同義！　結論として、完璧かんぺき無比な私を愛してるってことよね！」

「その論理には無理があるぞ南条！」

　思わず以前の呼び方に戻っている帝だった。

　しかしながら、今の攻撃が前哨戦ぜんしょうせんに過ぎないことは帝も重々承知している。闘士がリングに上がる前に体を温めておくのと同様、姫沙は自らの爪を研といでいるのだ。

「じゃあ……こっちはどうかしら？」

　姫沙が美しい唇をつり上げて、レコーダーを再生する。

『他には他にはっ？　帝くんはおねーちゃんのどんなところがいいの？』

『匂い……かな』

　美月の質問に対する、帝の赤裸々な回答。

　通常なら決して吐露することのない本音が、無垢むくな美月に対しては曝さらけ出されてしまっていた。姫沙の思惑通りである。

「くっ……」

　帝は拳を握り締めた。

　姫沙はくすくすと不敵な笑みを漏らす。

「さてさて、どういうことかしら？　帝は私の匂いが好き？　これって、私への好意の表現そのものと捉えてしまってもよいと思うのだけれど」

「……匂いが好きだからといって、異性として好きだというわけではないだろう」

　苦し紛れの抗弁。しかし。

「帝はこの後、匂いの好みが異性との相性に大事だと熱弁していたわ。この文脈でその論説を続ける意味は？　私の匂いが好きだから相性がいいと訴えているようにしか聞こえないわ」

「相性が良くても……好きとは限らない……」

「嫌いな相手のことを、自分から相性が良いと宣言するかしら？　好意を持っているからこそ宣言するのでは？」


「ぐ…………」



　追い詰められていく。

　裁判官席の上で、姫沙の存在がどんどん大きくなっていく。

　勝利を確信した眼が、その悪魔のような瞳が、帝を決して逃がすまいと捉えている。

　それも当然だろう。まずもって帝は実際に姫沙への恋心を、しかも理性を失いそうになるほどの好意を持っているのだし、その前提があっての発言だったからだ。

　ここで挽回ばんかいしなければ、帝の敗北は必至。

　北御門家の屋台骨は、一族の歴史始まって以来と言えるほどに揺らいでいる。

　帝は懸命に思考を働かせ、逃げ道を探す。

　どんなリスクを冒しても、負けることだけは許されない。

　そして見つけ出した一条の光、姫沙の主張を崩す唯一の手段は。

「違う……俺はただの匂いフェチだ！」

　自ら恥となる性癖を宣言することのみだった。

「匂い……フェチ……？」

　予想外の方向から反撃を受けたせいか、姫沙の舌が鈍る。

「ああそうだ！　俺は女性の匂いに関してこだわりがある。だから匂いについて熱く語った。異性との相性のことを引き合いに出したのは、その論拠としてに過ぎない！　すべては匂いに魅せられ、匂いに生きた男の、単なるうんちく話だったのだ！」

「だとしても、私の匂いが好きだと言ったのは変わらないわよね」

「くそう！」

　帝は机をしたたかに殴った。

　逃げられない。このまま南条姫沙の術策に呑み込まれ、ただ彼女の意思を遂行するだけの奴隷と化してしまうのか。そんな焦燥が全身を苛さいなむ。

　姫沙は餌食えじきを前にした蛇へびのような表情で、じいっと帝を見つめている。

「さあ……帝。こっちに来なさい。抵抗しても無駄よ……？」

　甘く、昏いささやき。妖しいまでに艶美えんびな指先が、帝を優しく手招きしている。

　──なにか、なにか他に反撃の方法はないのか!?

　顎が砕けんばかりに、帝が奥歯を嚙み締めたときだった。

　ゲームをしていた美月が、大きく伸びをしながら立ち上がった。

　そして、真まっ直すぐに手を伸ばす。

「はいはーいっ！　アタシが帝くんの弁護を引き受けまーす！」

　姫沙が美月を睨む。

「……急になに？　弁護人なんて認めないと言ったはずだけど」

「それじゃー弁護を始めるよ！」

「話を聞きなさいよ!?」

「この中学生……強い……!?」

　帝は目を見開いた。

　南条姫沙が勝手に決めたルールなど、美月には通用しない。

　南条美月は、勝手に自由に行動する。

　そこにいるのは、二匹の蛇。たとえ幼くとも、美月の牙きばは姫沙の牙に劣っていない。

「アタシ、思うんだけどさー。匂いが好きだからって、別に恋してるわけじゃないよね？」

「どうしてそう思うのかしら」

「だってアタシ、いつも食べてるカラアゲ君のこと好きだよ？」

「カラアゲは異性じゃないでしょ！」

「君ってついてるし、男だよ？」

「君ってついてても男じゃないわよ！」

「カラアゲちゃんだったら女だよ？」

「知らないわよ！　私は食べ物の話をしているんじゃなくて、男女の話をしているのよ！」

「わー、男女の話とか、おねーちゃんやらしー」

「いやらしくないわよーっ！」

　ぜえはあと息を切らす姫沙。

「アタシは男女の話じゃなくて食べ物の話をしてるんだよ！　帝くんはおねーちゃんの匂いが好きだって言ったのは確かだよ？　でも、帝くんはおねーちゃんのジューシィな匂いが、食べ物として好きだったの！」

「怖いわよ！　え、なんなの？　帝が人食いだとでも言いたいの？」

「そうだよ！」

　美月が勢いよく姫沙を指差す。

「帝くんはこう言いたかったの。自分はおねーちゃんの匂いが食べ物として好き、食欲がすっごく湧いてくる。特に異性の肉をフライにして食べるのが大好きなんだ、と！」

「だから怖すぎるわよ！　そんなわけないでしょ！」

　姫沙は若干青ざめていた。

「帝くん、どうかな？　今のアタシの言ったことは合ってるかな？」

　美月が帝の方を見やる。

　異常な論理である。

　しかしながら、魔のプリンセスによって各所の穴を塞ふさがれた現状、他に抜け道はない。

　帝は重々しくうなずいた。

「間違いない。俺は姫沙の匂いに食欲が湧いてくるタイプなんだ」

「噓よ！　帝は人間は食べないタイプよ！」

「すまない。実は今までに何度も姫沙をランチにしようと検討していた」


「くうっ……！」



　飽くまで主張すれば、そこを瓦解がかいさせる手段はない。

　それほどまでに強力な、論理を越えた超論理。

　前提を破壊し、人間としての本質を崩壊させることで、良識的な論議を不可能にする。

「えへへ～。帝くん、アタシを弁護人に雇って正解だったでしょー？」

「雇ってはいないがな！」

「雇われたよ！　報酬はデート五千回だよ！」

「老後までかかる！」

「きゃー！　帝くんが老後のめんどー見てくれるー♪」

　屈託なく笑う美月を、帝は今までとは違った目で注視した。

　──こいつ、デキる!!

　予想外の優秀さ。

　無茶苦茶であるがゆえに、姫沙の理詰めの工作への妨害となり得る。

「じゃ、じゃあっ、次はこっちよ！　これなら言い逃れできないでしょう!?」

　姫沙が荒々しい手つきでレコーダーのスイッチを押す。

　流れ出すのは、常軌を逸して熱のこもった帝の声。

『匂いだけじゃない！　姫沙の可愛いところは他にもある！　すぐ泣いてしまうところも可愛いし、調子に乗ると失敗するのも可愛いし、絶対に負けを認めようとせず意地を張るのも可愛い！　とにかくいろいろと可愛いんだよ！』

　聞いた途端、帝は死を覚悟した。

　あまりにも表現が露骨すぎる。これでは言い逃れする手段がない。

　姫沙は耳を赤くしてレコーダーの再生を止める。

「ほ、ほら……。帝、言ったでしょ。私のこと、か、可愛いって……」

「言って……いるが……」

　それは決して否定できない。

「こ、ここまで可愛いって褒めちぎるなんて、普通はないわよね……？　私のこと、本当に本当に可愛いって思ってくれてるって、ことよね……？」

　指をつんつん突き合わせながらの、恥ずかしそうな質問。

　──裁判長が乙女おとめだ！

　証拠の確度、論理の強度、裁判長の致命的な可愛さが、帝の思考と感情を直撃する。思わず壁際まで肉体的に吹き飛ばされそうになるのを、足を踏ん張り、拳を固めて耐える。

「はいはいっ！　裁判長が色仕掛けは良くないと思いますっ！」

　すぐさま挙手して異議を唱える美月。

　姫沙は怒鳴って言い返したりなどしない。

　ただ、頰を真っ赤に染めながら、小さな、小さな声でささやく。

「い、色仕掛けじゃないわ……。確かめてるだけよ……。本心だったらいいな、なんて……」

「くっ……ああっ……」

「帝くん!?　帝くん!?　しっかりして！　なんで胸を搔きむしりながら血を吐くの!?　今の一瞬で帝くんになにがあったのー!?」

　姫沙の魅力にもがき苦しむ帝を、美月が必死に介抱する。

　帝は机に手を突き、かろうじて体を支える。

「美月……すまない……俺は死ぬ」

「死なないで！　まだいけるから！　おねーちゃんに勝つ方法はあるから！」

「だが……姫沙が可愛すぎるんだ……ホントに可愛い……ああ可愛い……」

「ホントにしっかりして！　惑わされないで！　おねーちゃんはああ見えて、指先一つで人をコンクリ詰めにできる人だから！」

　美月は帝の指を逆さまに曲げることで激痛を生じさせ、帝の意識を現世に繫ぎ止めた。

　帝は努めて姫沙の方を見ないようにしながら、呼吸を整える。

「はあ……はあ……あ、ありがとう……なんとか戻ってこられた……」

「良かったよ……もう少しで帝くんが壊れるとこだったよ……」

　裁判長は論説より素顔の方が百倍強力だった。

　美月は腰に手を当て、姫沙を真正面から見据える。

「ねー、聞いていい？　帝くんの喋ったどの言葉で、おねーちゃんは自分が可愛いって言われてると勘違いしたの？」

「勘違いじゃないわよ！　私はちゃんと可愛いって言われたわ！」

「正確にはなんて言われたの？　裁判長からはっきり言ってもらえないと分からないよ」

「だ、だから、『すぐ泣いてしまうところも可愛い』とか……」

　姫沙が消え入るような声で口ごもる。

「えー？　ごめん、聞こえなかった！」

　耳に手を当てて空とぼける美月。

「『すぐ泣いてしまうところも可愛い』って言われたのよ！」

「それだけ？　一つだけじゃ、証拠が足りないと思うけど！　他になんて言われたの～？」

「や、やめてよ！　あんまり何度も繰り返させないで！」

　姫沙の顔がどんどん赤くなっていく。

　視線は泳ぎまくっているし、表情に余裕がない。さっきまでの尊大な閻魔ぶりが噓のようだ。

　──これは……そういう作戦か！

　帝は美月の意図を察した。

　論理的にではなく、心理的に追い詰める戦法。自分が攻撃しているときは戦闘力が高いのに、防御力が紙にも等しい姫沙の弱点を突いた手法だ。

　さすがは実の妹。伊達だてに姫沙と姉妹喧嘩げんかの日々を送っているわけではない。

「だったら、俺が繰り返してやろう」

　帝は一歩、裁判官席に向かって踏み出した。

「え……」

　警戒の色を浮かべる姫沙。

「『匂いだけじゃない！　姫沙の可愛いところは他にもある！』」

「ひゃっ!?」

　帝の言葉に、姫沙が情けない悲鳴を漏らした。

　これならいけるとの予感を覚え、帝はさらに一歩踏み出す。

「『すぐ泣いてしまうところも可愛い』」

「かかかか可愛くないわ！　そんな泣いたりなんかしないしっ！」

　涙目で慌てる姫沙。

「『調子に乗ると失敗するのも可愛い』」

「私に失敗なんてあり得ないわ！　絶対！　ないから！」

　じりじりと迫っていく帝に、真っ赤になって後じさる姫沙。

　羞恥心しゅうちしんが彼女の理性と知性を奪っている。

　帝はお互いの体が触れそうになる至近まで近づき、耳元でささやく。

「『絶対に負けを認めようとせず意地を張るのも可愛い。とにかくいろいろと可愛いんだよ』」


「…………っ…………っ…………っっ！」



　姫沙はきゅうっと唇を嚙み締めた。その瞳は揺れ、躰からだは小さく震えている。

　帝は笑った。

「さあ、裁判長閣下かっか？　もう一度繰り返そうか？　いや、俺の言葉をしっかり把握してもらうまで、無限に繰り返させてもらうぞ？」

「わ、分かった！　分かったから！　全部分かったわよーっ！」

　姫沙は力尽きたように机にへたり込んだ。

　顔はこれ以上ないほど紅潮していて、頭から蒸気が噴き出しそうな勢い。

　美月が楽しそうに駆け寄ってくる。

「あれれ～、おねーちゃん、どうしたの？　裁判は続けないの？　アタシはまだまだ元気だよっ！　おねーちゃんの可愛さについて、帝くんに一晩中語ってもらおうよ！」

「さすがにそれは俺の体力がもたないぞ!?」

　帝の精神力も高速で削られていく戦いである。姫沙の羞恥心を煽あおるためには致し方ないのだが、その魅力を褒め続けるのは自分にもダメージが来る。

　帝は姫沙に注目して返答を待った。

「さ、裁判は……また今度で、いいわよ……」

　姫沙は帝の目を見るのも恥ずかしいらしく、すぐに視線をそらす。

　美月が両手を合わせて小躍りする。

「そうだよねっ！　裁判も面白おもしろいけど、どうせなら三人で遊んだ方が楽しいよねっ！」

「三人で……？」

　天真爛漫な笑顔を広げる美月。

「うん！　おねーちゃんってば、アタシだけが帝くんと遊んでるのが気に入らなかったんでしょ？　だから、監視カメラなんて仕掛けてたんでしょ？　ホントは一緒に遊びたかっただけなんでしょ？」

「まさか姫沙がそんな……」

　理由で動くわけがない、と帝は告げようとするが。

「……一緒に遊びたかったわ」

　姫沙はすねたように口を尖らせる。

　──えええ!?　可愛いだけかよ!?

　帝へのダメージ、本日最高値である。

「アタシが帝くんになにをするか心配だったんでしょ？」

「……うん」

「でもどうせならいろいろ録音もしとこうって思ったんでしょ？」

「……うん」

「ラブホテルに行きそうなのが怖くて拉致ったんでしょ？」

「……うん」

　こくこくとうなずく姫沙。

「そのくらいで拉致るな！　バカかお前は！」

「ああっ、バカって言ったわね!?　誰よりも秀逸な頭脳を持つ私を、国民を策謀で操あやつる南条家の後継者であるこの私を、バカって言ったわね!?」

「言った！　お前はバカだ！　大バカだ！」
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「バカって言う方がバカなのよ！　バカバカバカ！」

　姫沙が帝の胸をゲンコツで叩いてくる。

　いじましく涙を滲にじませ、首まで紅潮させての愛らしい抵抗。

「ぐっ……はっ……」

　再び吐血しそうになる帝に、美月が慌てて割り込む。

「よーしっ、じゃー、三人で街にお出かけしよー！　車を呼んでほしいなー？」

「そこで待ってなさい。すぐに準備するわ……」

　姫沙はふらふらとよろめきながら法廷を出て行く。

　裁判所で帝たちを出迎えたときは自信満々だったのに、往時の姿は見る影もない。あまりにも足下がおぼつかないせいで、廊下で待機していた部下に心配される始末だ。

「やっぱり……可愛いな」

　後ろを歩く帝は、思わず心の声を漏らす。どんなに追い詰められても、どんなに対立しても、姫沙に対する愛着は尽きるどころか高まってしまうのが困りものだ。

「むー。帝くん、分かってるー？　今日のピンチから助かったのは、カンペキにアタシのお陰なんだからねー？」

　不服そうに指摘する美月。

　確かに彼女の援護がなければ、今回ばかりは危ういところだった。なぜ救いの手を差し伸べてくれたのかは不明だが、恩義には報いるのが北御門家の流儀。

「ああ、この礼は必ず。菓子折でも用意するよ」

「菓子折とかじゃなくてー、もー」

　美月はほっぺたを膨らませた。

「お菓子は嫌いか？　だったら、なにか服でも……」

「そういうのでもなくてー。アタシが欲しいのはモノじゃないの！」

　帝に腕を絡ませるや、姉の背中を軽く睨む。

「……おねーちゃんには、絶対独り占めさせないんだから」

　美月は帝の腕を抱き締め、小さくささやいた。
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　姫沙きさ、帝みかど、美月みづきは、三人揃って街を回る。

『せっかくだから、みんなで庶民の遊びしようよ！』

　なんて美月の強い主張と、帝の賛同もあり、日本を牛耳ぎゅうじる両家の子女でカラオケルームとやらに乗り込んだのだが。

「帝……寝ちゃったわ……」

　姫沙は呆れながら、隣のソファの帝を見やった。

　三人で賑やかにタッチパッドで料理の注文を済ませ、商品が届いたと思ったら、一曲も歌わず爆睡である。美月いわくカラオケとは主に歌を楽しむ場所らしいのに、これでは意味がない。

　美月が首を振る。

「きっとクタクタだったんだよー。おねーちゃんが裁判で疲れさせるからー」

「美月があちこち引っ張り回したからよね!?」

「おねーちゃんは好きなの歌ってていいよー。耳元でデスメタルとか歌ったら、帝くんも跳び起きるんじゃないかな？」

「最悪な目覚めになりそうね……」

　姫沙としては帝が疲労ひろう困憊こんぱいしているなら眠らせておきたいし、こうやって隣で寝顔を眺めているのも嫌いじゃない。

「とりあえず、このままじゃきつそうだから、楽にしといてあげた方がいいよね！」

　美月が帝のそばによじ登り、シャツの襟元を緩めてやる。帝の寝顔が、少しだけ安らいだ感じがした。美月はさらに帝のボタンを、一つ、また一つと外していく。

「ストップ！　なにしてるの!?」

「え？　全裸の方が楽かなって思って」

「どう楽なのよ！　楽かもしれないけど、外で裸とか駄目でしょ！」

「もー、おねーちゃんってば、頭固いなー。原始時代はみんな裸だったんだから大丈夫だよ」

「なにが大丈夫なのよ！　今は原始時代じゃないのよ！」

「何時代だっけ……森永時代？」

「そんな時代はないわ！」

　既にシャツのボタンは一番下まで外されてしまっていた。

　姫沙は美月を追い払い、ボタンをはめ直していく。

　が、もし帝が今起きたら自分が犯人扱いされるかもしれないという恐れ、服を半ば脱いだ帝が目の前にいるという緊張に、なかなか思うようにボタンをつけられない。

「ね。おねーちゃんは、帝くんの裸、見てみたくないの？」

「え」

　美月からささやかれ、姫沙は手を止めた。

　横に座り、にまーっと笑う美月。

「実はアタシ……、今週の保健体育の宿題、『身近な男の人の体で二次性徴を調べてきなさい』ってやつだったんだよね！」

「絶対ウソでしょ！」

「ウソじゃないよー！　にじせーちょー、ってゆーのが帝くんに来てるか、確かめようよ！　もしかしたら来てないかもだし！」

「え……、来てるでしょう？　声変わりだってしているみたいだし……」

「赤ちゃんのときから今の声かもしれないじゃん」

「それは怖いわよ！」

　姫沙は帝の寝姿を観察する。喉仏のどぼとけは存在するし、体つきもがっしりしているから、大人の男に成長しているはずなのだが……確証がない。

「もしにじせーちょーが来てなかったら、帝くんを攻略する方法も変わってくるでしょ？　色仕掛けより食べ物とかで釣らなきゃいけなくなるし、調べてみた方がいいよ！」

「で、でも……帝が起きちゃったら……」

「起きないよ！　だいじょーぶ！」

　根拠のない自信たっぷりに美月が言い放つ。

　いそいそと帝のシャツを脱がせ、その内側のシャツも剝はいでいく。

　露あらわになる胸板、女の子とはまったく異なる体つきに、姫沙は心臓が止まりそうな思いがする。しかも、美月は帝の足元に座り込み、ズボンまで脱がせようとしている。

「ダメ、美月……そのくらいに……」

「えー？　でも、おねーちゃんも興味あるんじゃーん♪」

「きょ、興味とかっ……」

　姫沙は目を覆った指のあいだから、帝をばっちり覗のぞいていた。

　美月はからかうように笑う。

「おねーちゃんって、いざとなるとヘタレだよねー。それじゃ凛花ちゃんに勝てないよ？」

　そしてアタシにも勝てないよ、と美月の眼差まなざしが挑戦している。

「バ、バカにするのもいい加減になさい！　私はヘタレなんかじゃないわ！　私は南条なんじょう姫沙、闇の女帝の後継者！　世界のすべてを手中に収める女よ！」

　姫沙は美月と並んで床に座り、新世界へと船出しようとする。

　帝のズボン……そのチャックに指をかけることによって。




　帝が目を開けると、足元に姫沙と美月の南条姉妹が座っていた。

　わくわくと顔を輝かせて見守っている美月。

　姫沙は慎重に慎重に、息を殺して帝のズボンのチャックを下ろしている。

　謎すぎる。帝は自分が夢を見ているのかと思った。だが、どうやら夢ではない。南条家の姉と妹は、興味津々きょうみしんしんで帝の腰の方へ身を乗り出してきている。

「お前らなにしてる!?」


「きゃ──────!?」



　叫ぶ帝に、悲鳴を上げて飛び退く姫沙。

「ち、ちちち違うの！　これは違うの！　誤解よ！」

「なにがどう誤解なんだ……というか、どういう状況なんだ……」

　気付けば、帝の上半身は完全に裸である。シャツも下着もなくなっている。眠っているあいだに追い剝ぎに遭ったのは、帝も生まれて初めてだ。

　姫沙は顔を真まっ赤かにして手を振る。

「見てない！　見てないから！　まだ見てないから！」

「だからなにを見ようとしたんだ！」

「見ようとしてないって言ってるでしょ！　あんまりしつこいと殺すわよ！」

「ええええ……」
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　眠っているあいだに服を奪われ、理由を聞いたら殺意の表明。帝にはわけが分からない。せめて自分の置かれた境遇を理解したい。


「うぅぅぅ……だから、駄目って言ったのに……」



　姫沙は顔をソファにうずめ、なにやら羞恥しゅうちに震えている。

「えへへー、アタシの大事な初デートを邪魔した仕返しだよー♪」

　そんな姉を眺め、美月は帝のシャツを抱き締めて笑っていた。
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　四時限目終了のチャイムが鳴る。

　ようやく束の間の休息を楽しめるとの期待に、生徒たちの緊張が一気に解ける。

　北御門きたみかど家専属の板前がこしらえた弁当を帝みかどが取り出していると、姫沙きさが声をかけてくる。

「ねえ、帝？　今日のお昼は一緒に……」

「帝様！　ご一緒にお昼を頂きませんか？　お弁当を作ってきたんですの」

　立ち上がった凛花りんかと姫沙のあいだで、激しい火花が散った。

　今日も今日とて、戦争勃発ぼっぱつである。

　姫沙は腰に手を当てて凛花を睨にらみ据える。

「あら……静川しずかわさんったら、なにを考えていらっしゃるのかしら……？　転校してきたばかりの生徒による手作り弁当の持ち込みは校則で禁止よ？」

「そ、その難癖なんくせには無茶がありすぎます！」

　和柄の可愛かわいらしい弁当包みを抱えて抵抗する凛花。

　面倒なことになりそうだと予感した帝が呼びかける。

「おい……」

「帝は手を出さないで。すぐに倒すわ」

「帝様、申し訳ありませんが待っていてくださいまし。すぐに倒しますから」

「倒すってなんだ、倒すって」

　帝の想おもい人と許嫁いいなずけは、二人とも物騒すぎた。

　姫沙と凛花が対決している様子は、まるでとぐろを巻く大蛇と退魔の巫女みこ。

　凛花が蒼世そうせい学園に転入してきてからというもの、恋愛ゲームはさらに混沌こんとんの度を増し、帝の平和な日々は夢の彼方に霧散してしまっていた。

　まさに乱世。仁義なき戦いの教室である。

「まったく、呆あきれるわね。ちょっと図々しすぎるんじゃないかしら。静川さんはどんな大義名分があって、帝と一緒に昼食を取ろうとしているの？」

「許嫁が未来の夫と昼食を取るぐらい、普通だと思いますわ」

「くっ……」

　手を握り締める姫沙。

「そういう南条なんじょうさんは、どんな大義名分をお持ちですの？」

「わ、私はっ、クラスメイトだからよ！」

「クラスメイト……？」

　凛花がきょとんとする。

「そうよ！　クラスメイトは仲良くごはんを食べるものでしょ！　私は生まれてから一度もそんなことしたことないけど！」

「確かにクラスメイトなら普通だな……」

　そして悲しい事実を自白されてしまった気がする帝である。姫沙が他ほかの生徒たちから孤立しているのは、見ていれば分かることなのだけれど。

「ですが、それならわたくしもクラスメイトなのですから、五分五分……許嫁という立場も考えれば明らかにわたくしに分があるのでは？」

　静かに攻める凛花を、姫沙がびしっと指差す。

「私の方がクラスメイトだった時間が長いのよ！　この新参者っ！」

「新参者!?　わたくしはずっと昔から帝様のことを……！」

　舌戦がヒートアップしそうになったとき。

　教室の戸が勢いよく開き、中等部の制服に身を包んだ少女が元気に飛び込んできた。

「帝くーん！　お腹なか空すいたー！　帝くんのお弁当全部食べさせてーっ！」

　自由放逸ほういつなことを申しながら駆け寄ってくるのは、南条姫沙の妹、南条美月みづき。

　お茶のペットボトル等さえ持参していないところから推測するに、本当にすべてを帝に供給してもらおうとの腹だろう。

　凛花が柳眉りゅうびを寄せる。

「あの……南条さん」

「なにかしら？」

「なーに？」

　姉妹しまいが揃そろって凛花を見た。

「妹さんの方ですわ！」

　凛花が慌てて言い添えると、美月は屈託くったくなく笑う。

「もー、名字なんて他人行儀だなー！　美月でいいよ、友達なんだし！」

「いつの間に友達になったのよ？」

「な、なった覚えはないのですけれど……」

「一度挨拶あいさつすれば友達だよ！」

「だったらクラスメイト全員が友達になっちゃうじゃない！」

「世界中の人が友達だよ！」

「頭でも……打ったの……？」

　圧倒的な正のオーラにたじろぐ魔王姫沙。

「そうなんですのね……わたくしは……世界中の人とお友達……」

　凛花まで美月の思想に呑のまれかけてしまっている。

　が、すぐさま上品に首を振り。

「あ、あのっ、ここは高等部の教室なのですし、中等部の美月さんが入り浸びたるのはどうかと思いますわ。最近、毎日のように来ていらっしゃいますし……さすがに問題かと」

「確かにそうね！　場合によっては先生に言いつけるのもやぶさかではないわ！」

「小学生か！」

　手段を選ばないのは姫沙の十八番おはこだが、その手段の選ばなさはどうかと感じる帝だった。

　そして美月は他者の抗議など一切いっさい意に介さず、ご機嫌で帝の手を引っ張っていく。

「職員室で先生にねだってねー、屋上の鍵かぎをもらってきたんだー！　こういうお天気の日は、外で帝くんのお弁当を食べようよ！　ピクニックみたいでアタシが楽しいよ！」

「お前は本当に自分の都合でしか動かないんだな！」

「でも帝くんもやってみたいでしょ？　嫌よ嫌よも好きのうちでしょ？」

「そんなことはない」

　肩をすくめつつも、実は屋上での弁当に少し心を弾ませている帝である。

　北御門家ではピクニックといった庶民の習わしは存在せず、外での食事など完全なレアケース。美月に連れられて庶民のデートを経験してからというもの、帝はそういった文化に興味が芽生え始めていた。

「待ちなさい！　帝が行くなら私も行くわ！　獲物を逃がすわけにはいかないからね！」

「わ、わたくしも参りますわ！　どこまでも夫の後に付き従うのが妻の務めですもの！」

　急いで追いかける、姫沙と凛花。

「はっ!?　時代が動く予感!?」

　木影こかげがカメラを抱えて席から跳び上がった。







　青空にたゆたう、白い薄雲。

　空から降ふり注そそぐ、穏やかな陽射ひざし。

　花の香りを含んだ風が、木立を揺らしながら静かに吹いてくる。

　のどかな光景である。まさに屋上における疑似ピクニックには最適な環境。

　しかし……、辺りに漂う殺気は、のどかどころではない。

　早々と帝の弁当を確保した美月、そこへ向けられる姫沙の憤怒ふんぬ、そこへ向けられる凛花の警戒……交錯する意思と、一触即発の空気。

「え、えっと……姫沙、ちゃん……？　お昼ごはん、食べないんですか……？」

　木影が恐る恐る声をかけると。

「もちろん食べるわ。お昼ごはんというものは、喰くうか喰われるかだから、ね……？」

　もはや魔族の眼で姫沙が木影を見てくる。

　にっこりと、闇やみに満ちた笑みを浮かべながらである。

「あわ……あわわわわ……」

　木影はカメラを握り締めて、半ば腰を抜かしている。

「さーて、今日のごはんはなにかな～？」

　緊迫した空気に頓着とんちゃくすることなく、美月は楽しそうに帝の弁当箱を開く。

　中に収められているのは、レンコンの金平きんぴら、黒豆の甘煮、筍たけのこの酢漬けなど、板前の腕を凝らした日本食の数々。

　美月は両手を合わせて目を輝かせる。

「わー！　地味ー！　おじさんくさーい！」

「文句あるなら食べるな」

「食べるよー、美味おいしそうだもん。むしろ帝くんが食べさせて！」

「断る。自分で食え」

「異性と一緒の食事では食べさせ合うのがマナー……」

「後で調べたらお前の大噓うそだと判明したんだが、どうしてくれるのかな」

　デートの翌日にクラスの男子に尋ねてみて赤恥を搔かいた帝である。

「なんだー、もうバレたんだー。じゃあお詫わびに弁当はアタシが自分で全部食べるね」

「俺おれの弁当を奪っておいて、お詫びにもなんにもなっていないがな！」

「わー！　地味な味ー！　美味しー！」

　まともに人の話を聞いていない子ランキングで一位になれそうな美月。

　とはいえ、本当に美味しそうにぱくついているし、弾はじけるような笑顔でほっぺたにご飯粒をつけているし、あまりにも無邪気で帝も怒るに怒れない。

　凛花が帝に膝ひざを寄せてきた。

「不躾ぶしつけとは存じますが、わたくしのお弁当を召し上がってくださいませんか？　帝様のために、心を込めてご用意いたしましたの」

「ああ……助かる。購買でパンでも買ってくるべきかとも思ったんだが、買い方がよく分からないしな……」

　炭水化物の塊であるパンのみの昼食など、帝は経験したことがない。日本の未来を担う北御門の男児にとって、栄養に配慮しない食事は罪悪なのだ。

「ありがとうございます！」

　凛花が膝に小ぶりの重箱を載せ、いそいそと蓋ふたを開く。

　朱塗りの内枠に映える、色鮮やかな和食。

　機能に徹した帝の弁当とは違い、薄桃色の花びらや、野菜を薄く切ってこしらえた飾り、鳳凰ほうおうを思わせる造形の蒲鉾かまぼこなどを駆使し、見目麗うるわしく仕上げてある。

　それはもはや芸術品。

　学校の屋上で気軽に食すにはふさわしくない、渾身こんしんの逸品だった。

「これを……凛花が作ったのか……？　気合いが入りすぎじゃないか……？」

　申し訳ないと思いつつも、帝は少し引く。

「帝様のことを想いながら作っていたら、ついつい……」

　凛花は面映おもはゆそうに目を伏せる。

　女子高生の領域を超越した手料理に、姫沙は青ざめている。

「そ、そそそそそそのくらいで私に勝てると思っているのかしら!?　まだまだよ！　そんな弁当は小さな子供でも作れるわ！」

「いや無理だろう……」

　もし作れたら料理界のモーツァルトと呼ばれる。

「できるわ！　そして私はもっと上を行くのよ！　私のお弁当も食べなさい！」

　姫沙が帝に弁当箱を叩たたきつけてきた。

　慌てているのか焦あせっているのか、みぞおちにクリーンヒットしそうになる弁当箱だが、帝はすぐさま手の甲でガードして難を逃れる。

「あれは……東アジアの遊牧民族に伝わるという暗殺術!?」

　木影が昼食を取るのも忘れてカメラのシャッターを切っている。

　姫沙の弁当箱は、帝や凛花のものとは違って洋風のデザインだった。丸みを帯びた、ピンク色の可愛らしい弁当箱。女の子が喜びそうだ。

　姫沙が蓋を開くと、中にミートボールや小さなライスボール、ナゲットやウサギ型のリンゴが入っているのが見えた。

　ハムスターのように料理を頰張ほおばった美月が指差して笑う。

「あはは、おねーちゃんのお弁当、すっごい普通～っ！」

「普通ってなによ！　こういうのが女子力高いって、雑誌に載ってたのよ！」

「ああ、あの『今年のモテ弁当はコレ！　意中の彼を胃袋で潰つぶせ！』って特集？」

「情報源をバラさないで!!」

　耳を赤くする姫沙を、帝はしげしげと眺めた。

「お前って、弁当だけは普通に可愛いよな」

「弁当だけはってなに!?　私は他のところも可愛いでしょ!?　世界一可愛いでしょ!?」

「南条さん……自分で言ってしまうなんて……」

　なぜか凛花の方が恥ずかしそうに身を縮めた。

「事実だから仕方ないわ！　そしてどうせ女はみんな自分が一番可愛いって思ってるのよ！　女ってのはそういう生き物よ！」

「夢がなくなるようなことを言わないでくれるか！」

　恋愛経験がほぼ皆無の帝、まだ女の子は天使の類たぐいだと信じていたい年頃としごろだ。が、最も身近な異性が闇の南条である以上、夢見てばかりもいられない。

「いいから食べなさい！」

　姫沙がフォークでミートボールを突き刺し、帝の口に突っ込んでくる。

　とっさに歯で防御することも考えた帝だが、それでは余計に被害が大きくなる（この勢いではフォークが歯を砕く）と判断してミートボールを受け入れる。

　北御門家の習わし通り、きっちり三十回嚙かんでミートボールを味わう。

　やわらかい弾力感、あふれ出す肉汁、刺激的な香辛料。

「ど、どうかしら……」

　さっきまで威勢の良かった姫沙は、緊張気味に見守っている。

「旨うまいな」

「でしょう！　私はなにをやっても天才だからね！　帝が私の料理の虜とりこになってしまったのも当然よね！　さあ、私を崇あがめ奉たてまつりなさい！」

「お前はミートボール一つでどれだけ調子に乗るんだ……」

　けれど、帝は無邪気に喜んでいる姫沙を可愛いと感じてしまう。彼女が笑ってくれるならもっと褒めちぎりたいところではあるが、北御門の面子メンツと帝の照れが許さない。

「み、帝様！　わたくしのお弁当も食べてくださいまし！」

　凛花が蕪かぶの酢漬けを箸はしでつまんで帝に差し出してきた。単なる蕪の酢漬けではない。緻密ちみつな包丁さばきにより、美しい菊の花を象かたどった、食べるアート。

「やめなさい、帝！　食べたら死ぬわ！」

「なんで死ぬんだよ！」

「帝を殺して私を死ぬ！　とか言い出しそうだわ！」

「そんなことしませんわ！」

「どっちかというと、おねーちゃんがしそうだよね」

「帝様……」

　凛花は箸先を小さく震わせ、瞳ひとみをじっと見開いて帝を見つめている。表れているのは、期待と不安、そして覚悟。

　動機がなんであれ、自分のために作られたものを残すのは北御門の流儀に反する。

「頂こう」

　帝はうなずき、凛花の箸先から蕪の酢漬けをくわえとった。

　香り高い山椒さんしょうの風味、適度な甘さを帯びた酢の滋味じみ、新鮮な蕪の感触。歯を動かすほどに歯茎に快楽が生まれ、見事な味のハーモニーが脳髄を侵す。

「旨いな」

「お気に召していただけて、良かったです……」

　ほうっと、凛花が吐息をつく。その頰ほおは淡く染まっている。

「うぐぐ……」

　姫沙は弁当箱の縁を砕けそうなほど握り締めて帝を睨んでいる。

「そしてなんでお前は凄すごい殺気を放っているんだ……」

　観測中の木影が恐怖で逃げ出すレベルだった。後にはあんパンと牛乳の張り込みセットのみが放り出されている。

「立派な裏切り行為だからよ！　私のお弁当を食べた口で静川さんのお弁当を食べるなんて、ふしだらな男だわ！　そう、これは五股ぐらいかけるタイプよ！」

「わ、わたくしは信じていますわ、帝様！　たとえ他に四人の女性がいようと、既に隠し子が三十人いようと、必ずや最後はわたくしのところへ帰ってきてくださると……！」

「なんの話だ！」

　姫沙からは最大出力の敵意を向けられ、凛花からは信頼のこもった眼差まなざし（しかし半泣き）を向けられ、状況は混迷を極きわめている。

「これはもう白黒はっきりつけるしかないわよね！　私のお弁当と静川さんのお弁当、どっちが美味しかったの!?」

「そ、それはわたくしも是非お聞きしたいですわ！」

「さあ、どっち!?」

「どちらですの!?」

　左右から詰め寄られる。

　怒りを帯びた美少女二人の顔が、至近距離から帝に迫っている。心惑わすような姫沙の甘い香りと、やはり心惑わす凛花の清楚せいそな香り。二人とも度を失っているせいか、制服のブラウスが帝に触れていることにも気付いていないらしい。

　社交界の双璧そうへきをなす可憐かれんな花二つ。

　帝は体温の急上昇を感じ、懸命に脳内で平家物語を暗唱して平常心を保った。北御門家の強靱きょうじんな精神力あればこそ耐えられるが、これが平凡な男子なら血を吐いているところである。

　帝はあらゆるバイアスを排し、努めて客観的に評価を下す。

「そうだな、どっちも旨かったぞ」

　激怒する姫沙。

「来たわ！　選べない男！　考え得る限り最悪の答えだわ！　どうせ結婚しても『どっちの女も美味しいから両方食べる』とか言い出すんでしょ！」

「お前はさっきからいったいなにを言っているんだ!?」

　涙ぐむ凛花。

「わ、わたくしをちゃんと毎日食べていただけるなら、それはそれで……」

「凛花!?　しっかりしろ！　もうちょっと日本語を考え直せ！」

　帝の返答は火に油を注いでしまっただけらしい。

　姫沙と凛花が、すっくと立ち上がった。激しい闘志が飛び散る。

　腕組みする姫沙。

「静川さん……？　こうなったら戦争よ。どっちが帝に美味しいと言わせられるか、きっちりケジメをつけましょう……？　負けた方が指を詰める方向性で」

　背筋を張り伸ばす凛花。

「指は困りますけど……そうですわね。このまま曖昧あいまいにしておくのも、先々が心配ですわね。その勝負、受けてたちますわ！」

「おおー。じゃー、アタシもやるー。面白おもしろそうだしー」

　睨み合あう二人のあいだで、美月が呑気のんきに立候補した。







　放課後になり、帝が廊下を帰っていると、姫沙が隣に並んだ。

「……帝のバカ。私の弁当の方が美味しいって言えば、変な勝負なんてしなくて済んだのに」

　ぷーっとほっぺたを膨らませ、やたらと可愛い。

　どうやら怒っているらしいが、こういう怒り方ならもっと怒らせてみたい帝である。

「いや……噓をつくわけにはいかないだろう。お前の料理と凛花の料理、方向性はまったく違うが、どっちも旨かったぞ」
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　人の能力を正当に評価して活用するのが北御門のやり方。どんな事情があろうと、贔屓ひいきや遠慮は許されない。

　が、姫沙はさらにほっぺたを膨らませる。

「私は料理苦手なのよ！　なのにどうして勝負をさせるのよ！」

「料理苦手ならなんで勝負を申し込んだ!?　バカなのかお前は!?」

「静川さんをズタボロに打ち負かすためよ！」

「ズタボロにされるのはお前だよな!?」

　が、ズタボロにされて泣く姫沙も見てみたい、きっと可愛いのだろうと思ってしまう辺りが、既に回復不能なくらい帝の脳は腐っている。

「というか、前にもらった弁当も旨かったし、料理が苦手ってわけでもないんじゃないか？」

　帝はオムレツやニンジンのグラッセが詰まった愛らしい弁当を思い出す。考えただけで再び食欲がこみ上げてくる。

「あのときは……レシピを勉強して、がんばったし……、三日前から何度も作り直したから……。あれが私の精一杯なのよっ」

　姫沙はつんつんと指を突き合わせて口を尖とがらせる。

　──抱き締めさせろ!!

　帝は姫沙の華奢きゃしゃな肩を抱き寄せたくなる衝動と闘った。

　恋愛ゲームで勝つことが目的だとしても、自分のために姫沙が頑張ってくれたのはありがたすぎる。必ずや毎日朝食をこしらえてくれる存在に籠絡せねばと思わされる。

　しかし、考えてみれば姫沙が料理を得意としないのも道理だ。

　南条家は日本でも五指に入る富豪、その後継者である姫沙は生粋きっすいの令嬢。家事や雑用といったことには、幼少期から関わっていないのが自然なのだ。

　もちろん静川家も強力な財閥なのだが、凛花は花嫁学校と揶揄やゆされる白瀬しらせ女子学院の生徒だった。あの学校では昔ながらの女のたしなみをすべて叩き込んでくれるから、姫沙とはスタート地点が違う。

「とにかく！」

　姫沙が腰に手を当て、帝の鼻先に指を突きつける。

「こうなったからには、帝にもしっかり勝負に備えていてもらうわよ！　今日から一週間、勝負の日まで食事は禁止！　最大限の空腹で臨むこと！」

「死ぬだろ！」

「半死半生だから、なにを食べても美味しく感じるんじゃない。そして私の料理を大量に先に食べさせることで静川さんの料理を相対的にまずく感じさせる……完璧かんぺきな計略よ！」

「その計略は今まさに瓦解がかいしたけどな！　とりあえず凛花の料理を先に食べることにする！」

　帝が宣言すると、姫沙はわなわなと震える。


「な、なんて卑怯ひきょうな真似まねを……ッ！」



「いやお前がしようとしてたんだけどな！」

　南条姫沙という女は賢いのか賢くないのかよく分からない。

　成績は常にトップだし、闇の南条家始まって以来の天才と呼ばれているのだが、帝の知る姫沙は結構慌て者──率直に言ってアホなのである。

「まあ、一週間後を楽しみにしてなさい。そのとき、あなたは私への隷属れいぞくを決意し、静川さんは絶望を抱いて学園を去ることになる……これは確定事項よ！」

「すごい自信だ……」

　高笑いと共に帰っていく姫沙の背中を、帝は信じられない思いで眺めた。







　奥深い山間の渓谷けいこく。

　美しい鳥の鳴き声が木々を震わせ、清水のせせらぎが世界を満たしている。

　深呼吸をすると肺の隅々までもが浄化されそうなほど、澄み切った空気。

　日本に残された数少ない秘境と呼ばれるその場所に、一つの庵いおりがあった。

　庵で凛花と向き合っているのは、料理の道を究めし匠たくみ。白瀬女子学院で五代前に料理教師を務めた女性であり、現役時代に数々の料理コンクールを制覇。老いた今でも、職員や卒業生から絶大な尊敬を集めている。

「……静川の娘。美味とは、なんと心得る」

　匠が、静かに問いかけた。

「召し上がってくださった方が幸せになる味、だと思いますわ」

　凛花は畳に正座で応こたえる。

　匠はゆっくりと首を振る。

「否いな。美味とは単なる感覚にあらじ。それは、魂の浄化。いかなる邪悪な淀よどみであろうと、渾身の技巧と情熱により打ち祓はらうのが、美味の極致なり」

「邪悪を祓う……」

　凛花の脳裏のうりに浮かぶのは、姫沙の美しくも妖あやしげな立ち姿、愛する許嫁に忍び寄る魔の手だった。どんな手練てれん手管てくだを用いて帝の心を盗んだのか分からないが、邪悪から帝を救わなければいけないということだけは分かる。

「して、そなたは他の女から想い人を取り返すために、教えを請こいに参ったと聞いたが」

「……はい。どうしても、帝様が欲しいのです」

「敵は白瀬の娘か」

「いいえ。白瀬女子学院の生徒ではございません」

　凛花が答えると、匠の頰がこわばった。

「であれば、決して敗北は許されぬ。白瀬の娘は、日本最強の大和撫子やまとなでしこ。政財界のいかなる強力な男児であろうと、その魅力で手中に収めてきた」

「わたくしも、絶対に負けたくありませんの。先生……お願いいたします」

　凛花は畳に指を揃えて深々とお辞儀する。

　匠は鷲鼻わしばなに皺しわを寄せて笑った。

「ふむ。覚悟は充分のようだ。では、まずは利きき水から始めるとしよう」

「利き水……？」

「料理の追求において、最も重要なものはなんだ？」

「真心ですわ」

　凛花は迷わず言い切った。

「その意気や良し！　が、今は技術面の話をしている」

「味覚でしょうか」

　匠が重々しくうなずく。

「そうだ。音楽家は鋭敏な聴覚を、作家は独特の語感を、料理家は繊細な味覚を武器とする」

「自分の作ったものの良さを判断できないと、良いものは作れないということですのね」

　凛花は姫沙の味覚がどれほどなのかと危惧きぐする。帝を巡る争いでやりとりした感じ、かなり敏感で繊細な少女のような気がするのだ。

「生来きっすいの天才的な味覚を持つ者もいるが、天才は往々にして慢心し、鍛え抜かれた味覚は天才をも超越する。故にこその、利き水だ」

　匠が手を叩くと、ふすまの奥から女中が現れ、黒塗りの膳を運んできた。

　膳の上には、透明の液体が満たされた湯飲みが幾つも載っている。

「これは……」

「日本の各地から集めた名水だ。そなたには、これから三日間、水だけを飲んで生きてもらう。それぞれの水の味を区別し、産地を突き止め、どんな料理に最適かを判断できるようになるまでな。料理を教えるのは、その後だ」

「全力で精進しょうじんいたします……！」

　許嫁を守るため、凛花は水を飲んだ。







「なあ……、ちょっと死にかけてないか？」

　教室で、帝は右隣の席の凛花に尋ねた。

「わたくしは生きていますわ。帝様と立派な祝言しゅうげんを挙げるまでは死ねませんわ」

　なんて気丈に答えつつ、凛花の声は今にも消え入りそうなほど小さい。

　血の気の薄れた顔。元から細い少女なのに、さらに瘦やせ細っている。といっても美しさが損なわれることはなく、物柔らかだった風体に鬼気迫る凄みが出てきていた。

　まさに、幽玄の美女。平安京の薄霧を彷徨さまよっていてもおかしくない風体だ。

「でも、なんか体調が悪そうに見えるぞ……」

「わたくしのことを、そこまでしっかり見ていてくださったのですね……感激ですわ……。わたくし、もうこの世に未練はございませんわ……」

「だからいろいろと死にそうだろ！　病気なら早めに医者に診てもらった方がいい」

　凛花が弱々しく微笑ほほえむ。

「病気ではございませんわ。ただ、もう五日ほど、なにも食べておりませんの」

「死ぬよな!?」

　帝が驚くと、左隣の席から姫沙も口を挟んでくる。

「そうよ！　食事を取らないなんて非常識だわ！　毎日しっかり三食を守らないと、大変なことになるわよ！」

「どの口がそれを言うか！」

　一週間の食事を禁止されそうになっていた帝は姫沙に反駁はんばくする。

　が、姫沙は気にもしない。

「静川さんが私みたいに美しくなりたい、あんな太った自分が嫌だった、というのは分かる。気持ちは分かるわ。でもね、無茶なダイエットは体に毒なのよ」

「凛花は別に太ってなかったけどな！」

　少女のプライドを傷つけることがないよう、帝はとりあえずフォローしておく。

　凛花は穏やかに首を振った。

「ダイエットでもございません。実は最近、とある秘境で料理の修業をしておりまして」

「秘境!?　修業!?」

　現代日本とは思えない単語の羅列に帝は思わず聞き返した。

「はい、秘境での修業ですわ。それで、水だけを飲んで暮らしているのですが……」

「ちょっと待て。どうして修業で水だけを飲んで暮らす？」

「日本中の水を飲むのが修業だからですわ」

「帝、気をつけて！　この女、ウワバミよ！　日本中の河川を空っぽにする気よ！」

　姫沙は震え上がった。

「いや、さすがに河川を空っぽにするのは目的じゃないだろう……ないよな？」

「帝様のためなら喜んで日本中の川もダムも飲み干しますわ！」

「なんで水不足の発生が俺のためになる!?」

　帝には理解できなかった。

　そして、やはりこの少女……見た目に似合わず、濃い。

　清楚で粛々しゅくしゅくとした大和撫子ではあるが、決して前に出ない控えめさを備えた慎つつましい少女ではあるが、それらの要素が度を超している。

「ですが、わたくし、あまり覚えがよろしくないせいで、なかなか水を飲む修業を終わらせてもらえず……恥ずかしながらお腹が空いてしまって……」

　貧血でも起こしたのか、凛花が手の平で額を押さえ、椅子いすから滑り落ちそうになる。

　帝はとっさに凛花の体を抱き止めた。

　姫沙が髪の毛を逆立てる。

「公衆の面前でなにをしているのよ!?　危ないから今すぐそれを窓から放りなさい！」

「無茶を言うな、無茶を。そっちの方が百倍危ないからな！」

「み、帝様……」

　帝の腕の中で、凛花は苦しそうな息を漏もらしている。その体にはまったく力が入っておらず、手を離せば倒れてしまいそうだ。

　一族からのお仕着せとはいえ、許嫁の不調を放置するわけにはいかない。それに、帝に美味しい弁当を作るため無理をしているらしい凛花に対し、なんの礼もしないのは帝の信条が許さなかった。

「ちょっと、凛花を保健室に連れて行ってくる」

「それなら私も一緒に行くわ！　帝が取って食われそうだし！」

「食われるか！　南条家じゃあるまいし」


「でもっ……！」



　歯がゆそうに拳こぶしを固める姫沙だが、チャイムが鳴って担任が教室に入ってきたせいで、外へ出られない。仕方なく自分の席に体を収める。

　結局、帝だけが凛花を支えて廊下を歩くことになった。

「申し訳ございません……。帝様にご迷惑をおかけしてしまって……」

　保健室に向かいながら、凛花はか細い声でささやく。

「まあ、いいさ。凛花にはいろいろと借りもあるからな」

　帝と姫沙の関係を黙ってもらっていること、許嫁という立場でありながら想いに応えられないこと。負い目のある凛花に、帝は恋愛以外の部分で少しでも借りを返したかった。

　凛花が目を細め、じっと帝を見つめる。

「不思議ですね……こうしていると……帝様のことがとっても……」

「え」

　清らかな顔立ちが、熱に浮かされたような火照ほてりと共に迫ってくる。

「美味しそうに……見えてきてしまいますわ……」

「凛花!?」

　はむ、と凛花が帝の耳たぶにかじりつく。

　やわらかい、唇の感触。微かすかに熱い湿り気。

　少女からの艶なまめかしい接触に、帝の鼓動が速くなる。

　帝は凛花を引き剝はがすが、彼女は変わらずとろけた瞳で帝を見つめている。

「はあ……本当に美味しそうですわ……なぜか帝様が食べ物に見えてしまいますわ……」

「単純に腹減りすぎだよな!?」

「自分の部屋でいつもしているように、帝様をぺろぺろしたいですわ……」

「してないよな!?　俺は凛花の部屋に行ったことないしな!?」

　普段の大人しい凛花からは一変、凛花はふらつきながらも帝に絡からみついてくる。よほど空腹に我を忘れ、意識が混濁してしまっているのだろう。

「はあ……はあ……帝様……。ちょっとだけ、ちょっとだけでよろしいですから、味見させてくださいまし……」

「しっかりしろ！　静川家の娘がカニヴァリズムに目覚めるな！」

「許嫁ですから、これくらい構いませんわよね……」

「許嫁だろうと夫婦だろうと相手を食うのはカマキリだ！」

　帝は凛花に試食されないよう全力で警戒しながら保健室へ急いだ。







「ぶっちゃけ、おねーちゃんに勝ち目なくない？」

　南条家の厨房ちゅうぼうでカップラーメンをすすりながら、美月が言い放った。

　こめかみに青筋を立てる姫沙。

「美月……遠慮という言葉を知っているかしら？」

「んー、知らない！」

「そうね……知らないわよね……」

　日本の闇社会で南条家当主の次に恐れられている姫沙に対して、なんの躊躇ちゅうちょもない無礼の数々。美月に一般的な感覚やデリカシーが存在しないのは明白である。

「だってさー、おねーちゃんって前に帝くんを落とすためのお弁当作ったのが、初めての料理だったでしょ？　それまでカップ麵めんも作ったことなかったよね」

　痛いところを突かれて姫沙は怯ひるんだ。

「作る必要がなかったから……。って、それを言うなら美月だって同じでしょう！」

「アタシはカップ麵いろいろ作れるよ！　えっとねー、ボン兵衛も作れるしー、ポップヌードルも作れるしー、ポヤングも作れちゃうんだー、すごいっしょ？」

「カップ麵しか作れないじゃない！　全部お湯を注ぐだけでしょ!?」

　美月は顎あごを突き上げて人差し指を振る。

「それが違うんだなー。どれもお湯を入れてから待つ時間が違うし、かやくとか調味油を入れる順番が違うの！　ぎじゅちゅ？　が要るんだよ？」

「技術が言えてないわよ！　どうして偉そうなのよ！」

　姫沙はテーブルを両手で叩く。ぜーはーと肩で息をしながらの抗議である。

「ん～っ、おいしーっ！」

　しかし、美月は構わずカップラーメンに舌鼓したつづみを打って身悶えしている。

　あいかわらずの庶民的な味覚。

　そもそも由緒正しい南条家の厨房にカップ麵など存在しないはずなのに、自分のお小遣こづかいで勝手に買ってきては食料庫に詰め込んでいるのだ。

「でもまあ……そうね。静川さんと真正面からぶつかって勝てないことぐらいは、私も分かっているのよ」

　個々の戦闘力ではなく術策、戦術ではなく戦略で国を盗むのが生業なりわいの南条家、的確に彼我ひがの戦力差を判断できないようでは務まらない。

「じゃあ、どうするの？　凛花ちゃんを殺すの？」

「殺したら明らかに私が怪しいでしょ!?　真っ先に容疑者になるでしょ!?　さすがにその程度じゃ実力行使はしないわ。その代わり……」

　姫沙は小型のジュラルミンケースから、厳重に梱包こんぽうされたボトルを取り出した。そこには、赤く光る妖しい液体が満たされ、ねっとりと揺れている。

「凛花ちゃん……変わり果てた姿に……」

「殺してないわよ！　これは、我が家の配下の企業から取り寄せた薬品よ。生理活性アミンの一種で、人間の脳内分泌物質に干渉し、性愛衝動を増幅する……」

「日本語で言ってくれないと分かんないよー」

「要するに、媚薬びやくね」

「おー」

　ぱちぱち、と美月が手を叩く。

「……今ので分かったのかしら？　媚薬よ、媚薬」

「うん、分かったよ！　ビヤクだよね？　点鼻薬みたいなやつだよね？」

「絶対分かってないわよね!?　つまりこれは、飲んだだけでいやらしい気分になってしまう薬品なのよ」

「なるほど。えっちしたくなっちゃうんだね」

「そ、そうよ」

　間違ってはいないのだが、そこまではっきり言われると恥ずかしい姫沙。

　一応は美月も勝負の参加者だが、どうせ面白そうだから参加しただけで、本気で勝ちに行くつもりはないだろう。だとすれば協力してもらった方が有利だと考え、姫沙は説明する。

「この媚薬を帝の弁当に仕込んでおくのよ。食べた帝にちょっと上目遣うわめづかいでもしてみせれば、媚薬に侵された帝は私の魅力に参って、私の弁当が美味しいと言ってくれるという計算よ！」

「先に凛花ちゃんの魅力に参っちゃったらどうするの？」

　美月が当然の疑問を発した。既にカップラーメンは佳境かきょうの二杯目に入っていた。

　姫沙は鼻先で小さく笑う。

「既にそれは検討済みよ。媚薬の効果を高めるよう、その日は性愛衝動を高める効果のある香水をつけていくわ。そして、さりげなくブラウスのボタンも外しておく。そこまですれば、さすがの帝も私しか視界に入らないでしょう」

「ふむふむ。まー、凛花ちゃんは清純派って感じだし、色仕掛けなら多分おねーちゃんの方が強いよね」

「それは褒められているのかしら……」

「けなしてるよ！」

「けなしてるの!?」

　世界広しといえど、姫沙を真正面から罵倒ばとうできるのは美月ぐらいのものである。

　姫沙は口元に指を添えて思案する。

「だけど問題は、この媚薬が本当に効果があるのかどうかなのよね……。本番で効かなかったら私の敗北は確実だし、前もって確かめておきたいところなんだけど。まだ実験段階の薬品だから、うかつに人間で試すのも……」

「はー、点鼻薬っておいしーね！」

「……美月!?」

　気付いたときには、妹が素敵な笑顔で媚薬のボトルを飲み干していた。

「ちょ、ちょっと、大丈夫なの!?　そんな一気に飲んで!?」

　普段は腹立たしくなることが多いとはいえ、さすがに相手は実の妹だ。体に妙な変調でも来さないかと姫沙は心配する。

「大丈夫だよー、美味しかったし。ちょうどデザートが欲しかったんだよねえ……はふん」

　美月の瞳が、とろんとしてくる。

　頰が紅色に染まり、艶やかな唇から熱い吐息が漏れる。

「はあ……はあ……なんだか、イイ気持ち……」

「そ、そう。それは良かったわね。とりあえず、今日は自分の部屋に帰って寝た方がいいんじゃないかしら……？」

　姫沙は嫌な予感に後じさった。

　すると、美月がブラウスのボタンを外してにじり寄ってくる。

「じゃあ……一緒に寝てくれる……？　今日は……なんか寂さみしいんだよね……」

「おおおお断りするわ！　もう子供じゃないんだから、姉妹で一緒に寝るとか変でしょ!?」

　厨房の壁際まで追い詰められる姫沙。

　美月は悩ましく喘あえぎながら体を寄せてくる。

「大丈夫だよ……えっちなことしかしないから……帝くうん……」


「全然大丈夫じゃないわよ！　というか私が帝に見えてるの!?　しっかりしなさい！　のしかかってくるなーっ！　初めてが妹だなんていや──────────っ！」



　姫沙の渾身のパンチが、美月を厨房に沈ませた。







　そして、手作り弁当の女王決定戦、当日。

　蒼世学園の屋上は恐ろしいまでの緊張感に包まれていた。どこから持ってきたのか、長いテーブルがコの字に組まれ、その上にネームプレートまで置かれている。

「ふふふ……良い勝負日和ね」

「青く晴れ渡った空が素敵ですわ……」

「がんばろー！」

　三方の椅子に腰掛けているのは、姫沙、凛花、美月の各選手。そして、テーブルと選手たちによって包囲されているのが帝である。

　逃げ場がない。少女たちの殺気のこもった視線が、帝を中心に切り結んでいる。

　姫沙が腕組みして凛花を見据えた。

「静川さん？　この料理勝負で負けたら蒼世学園から大人しく出て行くって約束、忘れていないわよね……？」

「そんな約束していませんわ!?」

「もう忘れたのね？　やれやれ、呆あきれたわ」

「忘れる以前に約束していませんわ！」

「はいはい、記憶喪失そうしつの人は誰だれだってそう言うのよ」

「こ、今度から、常にレコーダーを持ち歩くことにしますわ……」

　悔しさに唇を嚙み締める凛花。

　木影が震えながら細いマイクを帝に差し出してくる。

「み、帝くん……今のお気持ちはいかがですか……？」

「今すぐ帰りたい」

　正直な感想だった。

　姫沙が木影を睨みつける。

「そこ！　せっかく立会人として呼んだんだから、私が勝利する瞬間をしっかりとカメラに収めるのよ！　撮り逃したりなんかしたら……燃やすわ」

「わたしの家をですか!?　それともわたしをですか!?」

「世界を、よ」

「魔王か！」

「帰っていいですか!?　世界最後の日は家族で過ごしたいんです！」

　木影は半泣きだった。

　普段は執拗しつようなまでの取材攻撃をしてくる木影も、今日ばかりは威勢がない。なにせ、姫沙も凛花もげっそりやつれて目を血走らせているし、漂う本気度が明らかにおかしいのだ。

　この戦いで誰が勝利しても面倒なことになるだろうというのは分かりきっていた。もし引き分けに終わったとしても、それはそれで死ぬほど揉もめそうだ。

「それじゃあ、まずは私のお弁当から食べてもらうわね。これで帝もイチコロよ！」

　姫沙がいそいそと弁当箱の蓋を開けようとした。

　が、帝は手を差し出して止める。

「先に凛花の弁当を試させてもらおう」

「どうしてよ!?　贔屓ひいきなの!?　愛してるの!?」

　激怒に頰を燃やす姫沙。

「まあ……それならそうとおっしゃってくだされば、このような勝負の必要もございませんでしたのに……」

　嬉うれしそうに頰を染める凛花。

「贔屓でも愛でもない。空腹状態で腹一杯食わせて敵を不利にする、とか姫沙が言ってたから、それを防ぐため凛花のを先に食べるって話だったろ」

「わ、わたくしのなにを召し上がってくださるのでしょう……恥ずかしいですわ……」

「帝くんのえっちー！　はんざいしゃー！」

「弁当だ！　他になにを食べる!?」

　帝は体が熱くなるのを感じながら、凛花のテーブルに近づいた。

　テーブルの上には、桜の彫り込みがされた秀麗な重箱が置かれている。その前には、見事な漆塗りの箸置はしおき。透かし模様の入った箸は、恐らく象牙ぞうげ製だろう。

　気合いの入れ方が、弁当ではない。料亭である。

　さぞや趣向を凝らした至高の芸術品が収められているのだろう、と帝は期待半分、畏怖いふ半分といった心持ちで重箱の蓋を開ける。

　そこに姿を現したのは、重箱いっぱいに敷き詰められた……。

「白米!?　白米だけ!?」

　日本国旗を象徴する梅干しすら存在しない。

　まったくの、純白である。それはあたかも、穢けがれのない凛花の心を表しているかのようで。

　帝は驚きを込めて許嫁を見やるが、凛花は穏やかに微笑んでいる。

　なるほどそうか、一段目が白米で二段目がオカズなのだろう、と帝は重箱の段を持ち上げる。

　そこに輝きを放ちながら出現したのは、重箱いっぱいに敷き詰められた……。


「白米だーーーーーーーーーーーーーーーー!!」



　帝は今世紀始まって以来の衝撃を受けた。

　凛花は手を合わせて優しく笑う。

「はい、白米弁当ですわ」

「名前もついてた！　というか弁当じゃなくてこれは単なる白米だ！」

「わー、おいしそー！」

「そして美月はホントになんでもいいんだな！」

　帝は生まれてから一度も白米を白米だけで食したことがない。炭水化物のみでは存在意義がないのだ。優れた栄養素が優れた未来を形作る、それが北御門の信条なのだ。

　凛花はハンカチで目元をそっと拭ぬぐい、ハンカチを握り締めて声を震わせる。

「わたくし……、ついに成し遂げましたの。血の滲にじむような厳しい修行の末、ついにご飯を炊たけるようになりましたの！」

「ご飯を炊くのってそんなに大変だったか……？」

　帝の時代認識が誤っていない限り、炊飯すいはん器に入れてスイッチ一つで成し遂げられたはずだ。

　姫沙が鼻で笑った。

「ふふん、どうやら勝負あったみたいね。なにがなんだか分からないけど、戦う前からすべてを放り出しているようでは、お話にならないわ。ただの白ご飯だなんてね」

「あら……。わたくしは、決して勝負を放り出したわけではございませんわ」

「なんですって……？」

　帝の東西に構えた少女が、闇の姫沙と清浄の凛花が、お互いを真まっ直すぐに見据える。

　凛花が水仙すいせんのごとく可憐な肩をそびやかした。

「よくご覧なさいませ。この弁当のどこが、ただの白ご飯ですの？」

「え……？　どういうこと……」

　柳眉を寄せる姫沙。

　そこへ、派手なフラッシュが瞬またたき、シャッター音が鳴り響いた。

「これが……白瀬女子学院に百五十年前から伝わると言われる伝説の『白米弁当』！　生きてお目にかかれるときが来るなんて感動です！」

　木影は白米を、接写に次ぐ接写、ローアングルでも激写して興奮している。

「……白米弁当って、なにかそういうメニューがあるのかしら？」

　姫沙が警戒度を上げた。

　一方、凛花は凄みを感じさせるほどの澄み切った瞳で語る。

「古来、日本人の肉体を形作り、魂となってきたのは、米ですの。何千年食べても、毎日食べても、決して飽あきることがない……そこには、日本人の遺伝子が流れているからですわ」

「米は日本人だったの!?」

　美月が目を丸くした。

　説明が難しいので誰も突っ込もうとはしない。可哀想かわいそうな美月はひたすらきょとんとしている。

「白瀬女子学院に伝わる『白米弁当』に収められているのは、『百味の白飯』。一粒一粒に、心を込めて別々の味付けをしております。どうぞ、一粒一粒召し上がってください」

　凛花は慈愛の女神のような笑顔を浮かべ、両手で象牙の箸を差し出してきた。

「……うむ」

　帝は重々しくうなずくと、受け取った箸で米粒をつまみ、口に運んでいく。

　唐辛子の鮮烈な刺激が、脳髄を打った。

　次いで、醬油しょうゆの滋味が歯茎の奥に染しみ込んでいく。

「それは、『鳳凰ほうおうの米粒』ですわ。大宇宙を羽ばたく偉大な鳳凰のように、たくましい活力を召し上がった方に注ぎ込みます」

「これが……鳳凰の米粒……」

　帝は希少な美味を大切に嚙み締める。

　次に食べたのは、海鮮類の薫り高い米粒だった。

　口に入れただけで脳裏で波飛沫しぶきが泡立ち、心の断崖絶壁に磯風いそかぜが打ちつける。大海原おおうなばらに魂をさらわれ、渦巻く潮に翻弄ほんろうされる。

「くっ……こ、これはっ……」

　帝はよろめきそうになり、思わずテーブルに手を突いて体を支えた。

　凛花は静かに瞑目めいもくして語る。

「『玄武げんぶの米粒』ですわ。四象の太陰たいいん、四神の霊獣。不老不死を司つかさどる玄武がごとく、海は生命の源として安らかに人を包み込んでくれます。この米粒には、そんな海の滋養のすべてを、極小まで煮詰めて凝縮しておりますの」

「あっ、玄武は知ってる！　亀の神様だよ！　桃太郎が乗ってるやつだよ！」

　美月が嬉しそうに声を上げる。

　亀に乗っているのは浦島だろうと帝は思うが、説明が大変そうなので突っ込まない。

　続いて味わったのは、青龍せいりゅうの米粒、朱雀すざくの米粒、白虎びゃっこの米粒、麒麟きりんの米粒、獅子ししの米粒、土竜もぐらの米粒、大熊猫ぱんだの米粒、子守熊こあらの米粒。

　いずれも壮絶な美味揃いであり、なぜか子守熊こあらの米粒はチョコ味だった。

「コアラのマ……」

「『子守熊こあらの米粒』ですわ！」

　帝の誤解を凛花が急いで訂正する。

　美味の洪水。一粒食べても満腹にならず、それどころか食欲が強烈に刺激されるせいで、常に最大の空腹をもって米粒を味わうことができる。

　シンプルながらも複雑で、計算され尽くした究極の料理──それが『白米弁当』だった。

　凛花が楚々そそとたたずみ、体の前に手を揃えて神妙に待つ。

「……帝様、お願いいたします。感想をお聞きかせいただけますでしょうか」

「そうだな……」

　ものすごく食べづらい！　というのが最大の感想。

　ちゃんと腹一杯食べさせろ！

　せめて握りにしろ！

　と叫びたくなるもどかしさ。

　しかしながら、正直に言ってしまったら凛花を傷つけそうで、帝はためらう。

　なにせ凛花ときたら『まずかったら舌を嚙んで死にます！』と考えているような思い詰めた表情で手を握り締めているのだ。

「旨いぞ！」

　帝は親指を立てた。とりあえずそれは噓ではない。

　凛花が花咲くような笑顔を広げる。

「ありがとうございます！　寿命を縮めて頑張った甲斐かいがありましたわ！」

「いや、縮めるな縮めるな。もう二度と無理はしなくていいからな」

　弁当一つで断食だんじきやら修業やらをされて倒れられてしまっては、帝の心臓がいくつあっても足りはしない。許嫁である以前に凛花はクラスメイト、そして、古くから家同士の付き合いが深い幼馴染おさななじみでもあるのだ。

「なんと優しいお言葉……。帝様はやはり、理想の夫ですわ……」

　凛花はうっとりと帝を見つめながら椅子に腰を下ろした。

　美月が拳を握り締める。

「おーっと、これは大変だ！　既に凛花ちゃん選手が百点先取！　これはおねーちゃん選手が追いつくのは厳しいかーっ!?」

「美月はなにをしに来たのよ！　実況!?　あなたも一応参戦してるのよね!?」

「アタシは楽しみに来てるんだよ！　楽しければそれでおっけーなんだよ！」

「あなたはいつもそうよね……ええ、分かっていたわ……」

　疲れたようにつぶやく姫沙。

　すぐに姿勢を正し、顎を突き上げて凛花を見下ろす。

「でも、この勝負……私が勝ったわね！」

「早くありません!?　まだ南条さんの弁当は開いてさえいませんわ！」

「開かなくても分かる……あなたのターンで帝をリングに沈められなかった時点で、あなたの敗北は確定なのよ！」

「くっ……どうしてわたくしは帝様をリングに沈められなかったんですの!?」

　堂々と言い放つ姫沙に、たじろぐ凛花。

「ちょっと待て。これはそういう勝負じゃないよな？　対戦相手が俺みたいになってるけど、俺はレフェリーだよな？　あと沈めるってなんだ」

「言葉の……ややよ！」

「綾あやだろ？　今少し慌てただろ？　なんか企たくらんでるだろ？」

「ひどい言いがかりね。私がなにか企んだことなんてあったかしら？」

「あったことしかないな……」

　まあ、それは最初から帝も覚悟はしているのだ。姫沙が素直に普通の料理勝負を仕掛けてくるわけがない。必ずや、計略で帝か凛花を陥おとしいれようとしてくるはずだ。

　どんな陰謀が渦巻いているのか……と帝は警戒しながら、姫沙の開く弁当を見守る。

　見た目は普通の洋風弁当だった。

　それを帝の方へ差し出し、姫沙が高らかに宣言する。

「この弁当の名は……『媚薬弁当』！　たっぷりと媚薬を詰め込んだオススメの一品よ！」

「反則！　強制退場！　凛花の優勝とする！」

「やりましたわ……！　これからは……わたくしが帝様の専属料理人に……！」

　許嫁だったはずの凛花が感激の涙を落とす。

「アタシは!?　どうしてアタシは不戦敗なの!?」

　自分を指差して戸惑う美月。

「おめでとうございます、凛花さん！」

　決着の瞬間を熱心に撮影する木影。

　沸き立つ周囲から置き去りにされ、姫沙がテーブルを叩いた。

「なんで反則負けになるのよ!?　まだ食べてさえいないでしょ!?」

「食えるか！　毒を盛った弁当を出した時点で失格だ！」

「毒じゃないわ！　違法でもないわ！　臨床試験が済んでいない実験段階の薬品だもの！」

「俺を利用して人体実験を……!?」

　帝は心底恐怖した。姫沙から勧められた飲食物は二度と口にしてはならぬと決意した。

「だから、特に害はないのよ。もう美月で試したし」

「妹を人体実験の生いけ贄にえに!?」

　帝は南条家の闇に慄然りつぜんとした。必ずや南条家を潰して姫沙を光の側に取り込まねばならぬと改めて思った。

　美月が明るく手を振る。

「違うよー。面白そうだったから自分で媚薬一気飲みしただけだよー」

「いつか面白さのために死にそうな奴だな……」

　姉の無罪は立証されたが、南条家の闇は深まるばかりである。

　姫沙は片手を腰に当てて説明する。

「この媚薬はね、南条家の傘下の企業で開発しているの。単純接触が多い異性への欲望が誘発され、直ちに生殖活動に移りたくなる薬品よ」

「つまり、帝くんが飲んだらアタシとえっちしたくなるってことだよね。きゃーん♪」

　美月は自分の両腕を抱き締めて身をよじった。

「違うわよ！　私とその……したくなるのよ！」

「なんで？　どしておねーちゃんとえっちしたくなるの？　帝くんにしょっちゅうぺとぺとしてるのは、アタシの方だよ？」

「単純接触というのは、そういう意味じゃないわ。要するに、接する回数の多さが大事なの。帝にとって一番身近な異性は、私でしょう」

　ふふん、と少し偉そうな姫沙。

　美月が口を尖らせる。

「えー、それなら、帝くんのおかーさんじゃないのー？」

「気持ち悪いことを言わないで！　さすがに異性と見なしてないでしょ！」

　姫沙は怖気おぞけを震った。

「なんて……恐ろしい薬ですの……。帝様の身に危険が……」

「まあ、食べないけどな」

　帝が宣告すると、姫沙は愕然がくぜんと目を見開く。

「ど、どうして!?　どうして私が心を込めて作った弁当を食べてくれないの!?　悪魔なの!?」

「媚薬が入っているからだ！　見えてる地雷を誰が踏むか！」

「少しでいいから！　一口試してくれるだけでいいから！　一度食べたら病みつきよ！」

「そんなものに病みつきになりたくはない！」

　テーブルを回り込んで迫ってくる姫沙に、押しつけられる弁当から懸命に顔を離す帝。やたらと美味しそうな匂においが漂ってきているのが、白米弁当で刺激された空すきっ腹ぱらにつらい。

　帝が断固として回避していると、姫沙が不敵に笑った。

「……いいのかしら？　飽くまで食べないと言うのなら、あなたは北御門家の人間にふさわしくない下劣な男ということになるのだけど」

「なに……？」

　帝は眉間みけんに皺を寄せた。北御門の家には誇りを抱いている身、その後継者に適さないと非難されて黙っているわけにはいかない。

「知ってるのよ、北御門家の掟おきての一つ。『出されたモノは残さず食べる』というのがあるのよね？　パーティのときも、あなたの家族は絶対に出されたモノを残さなかったわ」

「それはそうだが……。薬を盛られていたらもはや食べ物では……」

　言いかける帝に、姫沙が畳みかける。

「私は誓うわ！　この弁当箱の中に、媚薬入りの品は一つしかないと！　そして、帝に媚薬を食べさせるリスクにメリットを与えるため、媚薬ロシアンルーレットを提案します！」

「媚薬ロシアンルーレット……？」

　帝は身構える。勝負の気配である。

　姫沙は背中の後ろに腕を組み、帝の周囲を歩き回りながら告げる。

「このロシアンルーレットはね、弁当の料理を私と帝で交互に食べていくの。食べてみて無事だったら、次に相手が食べるものを指定できる」

　帝は顎をひねった。

「なるほど……媚薬の入っている可能性の高いものを避けて自分のリスクを減らしながら、いかに相手にリスクを押しつけるか、という勝負だな」

　姫沙は帝のすぐそばで楽しそうに笑う。

「そう。そして、攻略のやり方次第では、最後の一つに媚薬入りを残して、相手に強制的に食べさせることもできるわ」

「でも、姫沙が圧倒的に有利じゃないか？　自分で媚薬を仕込んだんだから」

「いいえ、媚薬を仕込んだのは美月よ。ね？」

　姫沙の問いに、美月が元気に手を挙げる。

「そーだよー！　アタシが媚薬を入れたのはねえ……」

「言わなくていいわ！　台無しじゃない！」

　慌ててさえぎる姫沙。

「じゃあ……五分五分の勝負には……なるのか」

「ええ。特別サービスで、帝の先攻にしても構わないわ。料理の数は偶数だから、最後の一つは必ず私の番になるわよ」

　帝は即座に弁当箱に目を走らせ、姫沙の言葉が正しいことを確認した。

「そのような勝負は危険すぎますわ！　おやめになった方が！」

「止めないでくれ。男にはやらなきゃいけないときがあるんだ」


「帝様…………」



　唇を真一文字に結ぶ帝を、凛花が戦地に向かう夫を見送るように見つめる。

　確かにリスクはあるが、メリットも大きい。帝にとって姫沙との単純接触が多いのと同様、姫沙にとって単純接触が多い相手も帝である。すなわち、媚薬入りの料理を姫沙に食べさせれば、迅速に彼女を陥落させることも可能になる。

　帝は箸を握り締めた。

「では……始めようか。お前は今日で俺の奴隷だ」

　姫沙は弁当箱を握り締める。

「ふふ……言ってくれるじゃない。奴隷になるのはあなたよ」

　互いを間近で睨み合う二人。

　肌を焼くほどのプレッシャー。

　仁義なき戦いの火蓋ひぶたが切られた。

　美月が思い出したように声を上げる。

「あ！　おねーちゃんには味を教えたのに帝くんに教えないのはフェアじゃないからヒント！　その媚薬はねー、結構苦いよ？」


「………………！」



　新たな情報に、帝は目を皿のようにして弁当箱を走査する。

　スクランブルエッグやマカロニサラダ、おにぎりといった料理には、媚薬を混ぜるのが難しいだろう。苦味のある食材が使われていないから、媚薬の味を隠せない。つまり、安全性が高いということだ。

　帝はおにぎりを選んで口に運んだ。凛花の米粒料理で欲求不満が溜たまっていたから、この辺りで存分に米を食べておきたいという気持ちもあった。

「帝様、大丈夫ですか……？」

「なーにが入ってるかな～？」

　心配そうに見守ると凛花と、わくわくして眺める美月。

　苦味は……ない。脈拍が速まったり、体温が上昇したりといった変調もない。

「……媚薬入りじゃないみたいだな」

　帝が告げると、凛花が安堵あんどの息を漏らし、姫沙が舌打ちする。

　まずは正解だったらしいが、油断は禁物だ。

　緊張のせい、そしておにぎりが意外としょっぱかったのもあり、帝は喉のどの渇きを覚える。

「はい、お茶」

「助かる」

　姫沙が水筒から注いでくれた緑茶を、帝は一気に飲み干した。味わい深い茶葉の渋みが、味蕾みらいの隅々まで広がって味覚をリセットしてくれる。

「次は……俺がお前の食べる料理を選ぶターンだな」

「え、ええ……」

　姫沙が身構えた。

　このターンで帝が媚薬入りを指定すれば、姫沙の敗北となる。推理と決断によって今後の運命が決まる、重要なフェイズなのだ。

　──苦い媚薬を隠しやすい料理は……。

　帝は弁当箱を凝視する。

　ペンネのアラビアータ、エビチリ、セロリのサラダ辺りのメニューは、味と風味が強いから媚薬を仕込むのに適しているだろう。確率として三分の一である。

　より精度を上げるため、帝は探りを入れてみる。

「姫沙は……セロリは好きか？」

「あんまり好きじゃないわね。苦いもの」

　姫沙がわずかに頰を引きつらせた。

　この反応は当たりだ、と帝は内心でつぶやく。わざわざ嫌いな食材を弁当に使うなんて、普通はやらない。たとえ自分が食べない可能性があるとしてもだ。

　だとしたら、なんのために苦いセロリを使ったのか。

「よし。セロリのサラダを食べろ」

「苦手だって言ってるモノを!?　ドＳなの!?」

「ドＳではない。ただの勝負だ」

　姫沙は渋々といったふうに自分の箸でセロリのサラダを口に運ぶ。


「うぅ……苦い………………」



　涙目でセロリを食べる姫沙の姿は、いつになく幼くて愛らしい。帝はついつい、もっと姫沙の苦手なものを強要したいとの倒錯した感情を抱いてしまう。

　セロリのサラダをなんとか食べ終えると、姫沙は口元を押さえて吐息をついた。意地があるのか、お茶で飲み下そうとしなかったのは彼女らしい。

　帝は姫沙の様子に変化がないか見守るが、特になにも起きない。頰が紅潮したり呼吸が荒くなったりといった媚薬の影響は見えなかった。

　姫沙はハンカチで口元を拭い。

「……次は私の番よ！　一撃で帝を沈めてみせるわ！」

　びしっと帝を指差した。

「お前はどの料理を指定する？」

「エビチリよ！」

　迷いがない。よほどの自信があるのだろうと、帝は警戒する。

　姫沙から別の箸をもらい、エビチリを口に放り込むと、なるべく唾液を出さないようにして慎重に味を確かめる。

　妙な苦味はない。刺激的な香辛料と、野菜の甘味、そしてぷりぷりとしたエビの食感が、見事なまでの和音を奏かなでて口の中を楽しませてくれる。

　帝は姫沙から距離を置いて、自らの心身の変調をモニタリングした。

　エビチリを食べる前と食べた後で、特に気分が変わった感触はない。セーフだ。

　香辛料で痺しびれた舌を癒やすため、帝は姫沙の差し出してくれたコップを煽あおる。舌の感度が下がれば、それすなわち媚薬の脅威を察することが難しくなるからだ。

「さて……次で、終わりだな」

「お、終わりじゃないわ！　まだ勝負は始まったばかりよ！」

　帝が一歩近づくと、姫沙が一歩後じさる。

「お前も分かっているはずだ。媚薬の味を隠しやすい料理で、残っているのはペンネのアラビアータだけ。既にチェックメイトなんだ。あとはお前にペンネを食べさせればいい」

「た、食べないわ！　なんと言われても食べないからっ！」

　姫沙は唇をきつく結んで、ぷるぷると首を振る。

　その瞳は大きく見開かれ、帝の姿を映して潤んでいる。

　明らかに、怯おびえていた。

　──もっと、姫沙が余裕をなくすところを見たい……。

　帝は体の奥底からこみ上げる衝動を自覚した。

　なぜか今日は、姫沙がいつもより何倍も可愛く見えてしまう。さらに追い詰め、辱はずかしめたい。姫沙を慌てさせ、恥ずかしがらせ、悶もだえさせたい。

　そんな劣情に駆り立てられる。

「ちょっと来いよ」

「きゃっ!?」

　帝は姫沙を自分の方へ引っ張り寄せ、膝に乗せた。やわらかな太ももの感触、ふわりと漂う濃密な香水の匂い、少女の匂いが、余計に帝の欲動を燃え立たせる。

「も、もう……帝ってば……大胆すぎよ……」

　姫沙は口元に指を添え、目を伏せた。頰は真まっ赤かに染まっている。

「帝様!?　いったいなにを!?」

　びっくりする凛花。

「これはシャッターチャンスああああああ!?」

　木影は嬉々ききとしてカメラを構えるが、姫沙が手を一振りするだけでレンズが破裂する。姫沙がなにかを投擲とうてきしたようにも見えたが、その正体は明らかではない。

「姫沙が自分で食べないと言うのなら、俺が食べさせる。文句は言わせない」

「ま、待って……ちょっとだけ、心の準備を……」

「いいから口を開けろよ」

「あっ……」

　帝が姫沙の唇に人差し指を当てると、姫沙は躰からだを震わせる。

　羞恥しゅうちに染まった表情、恨うらめしそうに見てくる瞳が、帝はたまらなく愛おしい。心臓が激しく打ち、全身の血液が熱くなる。


「あれぇ……？　おかしいなー。まだ食べてないはずなんだけどなぁ……」



　怪訝けげんそうな美月の声が聞こえてくる。

　その言葉が、帝に少しだけ我を取り戻させてくれる。

　──おかしい。今の俺は、なにかがおかしい。

　混濁した意識の中で、必死に思考力を働かせた。

　普段の帝なら、こんな強引なことはしないはずなのだ。その上、奇妙な体温上昇、姫沙への強烈な欲情。異常事態なのは確かだ。

　それはまるで、とっくに媚薬を食べてしまったかのような……。

　そこまで考え、帝は恐ろしいことに気付いた。

　姫沙が誓ったのは、『弁当箱の中に、媚薬入りの品は一つしかない』ということだと。

　つまり、弁当箱の外の飲食物に関しては言及していない。

　そして、帝はさっきから味の濃いものばかりを食べさせられている。結果として、姫沙の持ってきたお茶で舌を洗浄するしかなくなっているわけで。

　──そういうことか！

　帝はすべてに合点がいった。

　姫沙は、媚薬が料理にだけ含まれていると誤解させ、実はお茶で少しずつ摂取させていたのだ。しかも、その効果に気付かれないよう、媚薬料理を当てるゲームで意識をそらしながら。

　勝負は勝負ですらなく、帝を騙だますための計略だったのだ。

　だが、帝とて北御門の後継者。転んでもただで起きたりしない。

「……そんなに嫌がるなら、ペンネを食べさせるのはやめておこう。その代わり、お茶を三杯ほど飲んでもらおうか？」

「えっ」

　姫沙がぎくりとした。この反応は間違いない。

「お前もさっきから味が濃いモノばかり食べて喉が渇いているだろう」

　帝は鼻で笑った。既に冷静さが戻っていた。

「だ、大丈夫よ！　私は平気だから！　お茶とか飲みたい気分じゃないから！」

　必死に首を振る姫沙。焦る姿も愛くるしい。

「じゃあ……口移しで飲ませるしかないな」

「ひゃっ!?　だめだめだめだめっ！　だめだってば！　そんなのまだ早いってば！」

「静かにしてろ」

　帝はコップに媚薬入りのお茶をたっぷりと注いで、姫沙の顎をつまむ。自分でも駄目だと分かっているが、止められない。やはり冷静さは戻っていなかった。

「帝様、いけませんわ！　乙女にそんな無理強いは！」

「ひゃー！　帝くんがすごいことなってるー！」

「わわわわわわ……カメラ……カメラの予備は……」

　凛花や美月、木影の声も、帝の耳にはほとんど入ってこない。

　帝はコップを握り締めて姫沙を抱き寄せ。

「ファーストキスはもうちょっとロマンチックじゃないとダメええええっ！」

　全力で姫沙に突き飛ばされた。

　帝が椅子から転げ落ち、コップが空を飛ぶ。

　校庭から落下音、そして悲鳴が響く。

「今の……やっちゃった？」

　つぶやく美月。

「どなたか……下にいらしたみたいですね……」

　顔を曇らせる凛花。

　帝たちが恐る恐る、屋上の縁から見下ろすと。

「春子はるこおおおお！　春子おおおおお！　大好きじゃあああああ！」

　びしょ濡ぬれになった学園長が、太い松の幹にしがみついて叫んでいた。樹皮に頰を擦りつけ、惜しみないキスの嵐あらしを浴びせ、人も羨うらやむ仲睦むつまじさである。

「怪我けがはされていないみたいですけど、別の意味で大変なことになっていますわ！」

「わー、学園長、幸せになれたみたいで良かったー！」

「良かったの……かしら……？」

　とりあえず騒ぎにならないうちにと、帝たちは速やかに屋上を退散した。







　そして、翌日の昼休み。

「結局、昨日の弁当勝負は誰が勝ったのかしら!?　もちろん私よね!?」

　帝が教科書を机にしまっていると、姫沙が高らかに勝利宣言を放ってきた。

「……いや？　それだけはない」

　帝は確信を込めて返す。

「なんでよ!?　美味しかったでしょう!?　美味しさのあまり私のことが好きで仕方なくなっていたでしょう!?」

「味は良かったけど……媚薬が入っているかもしれないスリルでおちおち楽しめませんでした。マイナス二百点」

　丁寧語で淡々と評価する帝。

「くっ……こんなことって……！」

　姫沙が歯嚙みする。

「じゃ、じゃあ、ひょっとして、優勝はわたくしでしょうか……？」

　凛花が気後きおくれがちに尋ねた。

　一生懸命頑張ってくれた相手に対し、帝もねぎらいの言葉くらいはかけたいのだが。

「美味しかったんだけど、ちょっと物足りなかったかな……量が」

「申し訳ございません！　今度はもっと米粒の種類を増やしますわ！」

「量を増やせって言ってんだろ！　むしろ種類は減らせ！」

「きゃっ!?　帝様に怒鳴られてしまいました……あ、でも……怒鳴られるのも結構素敵かもしれません……」

　凛花は頰をうっすらと染めて、ふるるっと身を震わせる。

　姫沙が帝を睨んだ。

「だったら、誰よ！　誰が優勝なのよ!?　まさか引き分けだなんて言わないわよね!?」

「……うーん、もう美月でいいと思うんだよな」

「やったー！」

　四時限目のチャイムが鳴ると同時に教室へ飛び込んできた美月がガッツポーズを取る。中等部から高等部に来るまでは若干時間がかかるから、そのタイミングで現れるのはおかしいのだが、もはや突っ込むだけ損というものだろう。

「美月が!?　どうして!?　この子、なんか雑なサンドイッチを作ってきただけだったでしょ!?　パンの耳さえ切ってなかったし！」

　姫沙が声を荒げる。

「めんどくさかったからね！」

　美月は誇らしげにＶサインを作った。

「ほら！　料理人として最低でしょう！」

「料理に媚薬盛るのも料理人としてどうかと思うけどな！」

「加工食品にも防腐剤とか入っているわ！　同じよ！」

「同じじゃない！」

「薬膳やくぜんって言葉があるでしょう!?　薬と同じ効果を食事に持たせることで、体の回復力を高める治療法よ！　あれは帝の体を思いやった料理だったのよ！」

「媚薬で治る病気はない！」

　断じてそこだけは譲れない帝。

「まあ……無難だったんだよな。美月のサンドイッチは、変な薬品は盛られてなかったし、お腹いっぱいになれたし。昨日の午後、俺が飢えなくて済んだのは美月の弁当のお陰だった」

　感謝の滲み出た評価である。

　料理勝負があるとのことで、帝は珍しく弁当を持参していなかったのだ。正直に言って期待していたのだが、期待は見事なまでに裏切られた。

「ねえねえっ、これって繰り上げ優勝だよねっ!?　アタシ、消去法でしょうがなく優勝したんだよねっ？」

　美月が帝の腕に飛びついて訊きいてくる。

　帝はうなずいた。

「悪いがそういうことになる」

「妥協の勝利だー！　アタシってば帝くんに妥協された女だよー、やっほーい！」

　美月は跳ね回って喜ぶ。

「あなたはそれで嬉しいの……？」

　姫沙はわけが分からないといった顔をしている。

「仕方ありませんわ。今回はわたくしも、大切なことを見失っていた気がします。技巧に囚とらわれず、召し上がってくださる方のことを第一に考える……それが重要なんですのね」

　凛花は勝手に納得してくれる。

　が、姫沙は納得するどころではない。元来、負けず嫌いの根性曲がりなのである。

　げんこつを握り締め、うーっと帝を睨みつける。

「こ、今度こそ！　今度こそ帝に、一番美味しいと言わせてみせるんだから！　絶対に媚薬が見つからないようにするんだから！　覚悟しなさい！」

「まずは媚薬を入れるのをやめような！」

　姫沙の手料理をまたもらえるのはありがたいが、再びあの戦場が訪れるのかと思うと、素直に喜べない帝だった。
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　これでは駄目だと、北御門きたみかど帝みかどは考えていた。

「おはようございます。今日はお迎えに来てしまいました。たまには他ほかのカップルのように、ご一緒に登校させて頂きたいと思いまして」

　月曜日の朝。

　厳かな空気漂う北御門家の玄関に、凛花りんかが楚々そそとして現れた。

　輝かんばかりの透き通った肌、折り目正しい制服、乱れ一つない黒髪。どこをとっても完璧かんぺきな大和撫子やまとなでしこが、全身から愛情を溢あふれさせて微笑ほほえんでいる。

「いや……登校は別々の方が……」

　クラスで無駄な騒ぎにならなくて済む、と帝は断ろうとする。同級生たちに格好の噂うわさの材料を与えてしまうことも避けたいが、なにより姫沙きさの好感度を下げる危険性がある。

　だが、そんな帝の背後に、朝食を終えたばかりの両親が立った。

「まあ……、素晴らしいではありませんか。未来の夫をわざわざ迎えに来るとは、それでこそ北御門家の嫁です。群がる悪い虫への牽制けんせいにもなるでしょう」

　口元に手の平を添えて笑みをこぼす母親。

「随分と仲睦むつまじくなったようで、なによりだ。許嫁いいなずけとはいえ、愛は育んでいくことができる。育みすぎたら婚儀を早めることも検討して構わん」

　腕組みして言い放つ北御門家当主。

　母親がうなずく。

「そうですね。後継者を用意するのは早いに越したことはありません。学校にはうまく話を通しますから、二人で心ゆくまで楽しみなさい。避妊は許しませんよ」

　凛花が深々と礼をする。

「はい……ありがたいお言葉、感謝いたします。必ず元気なお子様を産みますわ！」

「みんな露骨すぎないか!?」

　両親と許嫁からの壮絶な圧力を帝は感じた。

　北御門の男児たるもの、決して外圧に屈するわけにはいかないが、事を荒立てるのも良策ではない。この状況で凛花を追い返せば、両親は理由を詮索せんさくしてくるだろうし、姫沙との恋愛ゲームが露見する恐れもある。

　そして一番の問題は……。

「帝様……。ご迷惑、でしたか……？」

　不安げに瞳ひとみを揺らして見上げてくる凛花を、むげに傷つけたくないということであって。

「……迷惑ではない。ちょっと驚いただけだ」

　帝は内心でため息をつき、静川しずかわ家の白いリムジンに乗り込んだ。静かなエンジン音と共に、リムジンがゆっくりと走り出す。

　帝と凛花が収まった空間は、運転手のいる前部座席からは完全に遮蔽しゃへいされていた。ほぼ二人きりの密室である。なるべく凛花と二人にならないように心がけている帝だが、送迎の車内でだけはそうもいかない。

　凛花が帝にそっと体を寄せてくる。頰ほおを染めながら、恥ずかしそうにささやく。

「わたくしたち、期待されてしまっていますわね。帝様とわたくしのあいだには、どんな赤ちゃんが生まれるのでしょうか……？」

「さ、さあ……想像もできないな……」

　想像してしまっている帝である。

　赤ん坊というより、その事前段階を。

　これでも健全な思春期の男子、朝からあのような話をされ、世にも美しい少女が隣にいては、意識せずにやり過ごすなど不可能。

　しかも、凛花は帝にぴっとりと脚を密着させて座っている。やわらかな弾力性と健康美に満ちた彼女の体つきが、否いやが応おうでも伝わってくる。

　凛花が帝の袖そでをつまんでつぶやく。

「わたくしは……毎晩想像してしまっていますわ。帝様とのコト」

「毎晩!?」

　大胆な自白に、帝は全身の血液が沸騰ふっとうするのを感じる。この清楚せいそな少女の妄想の中で自分がなにをしでかしているのかと考えると、理性が崩れ落ちそうになるのを抑えられない。

　長い長い、甘い地獄の中でなんとか耐え抜き、リムジンが蒼世そうせい学園のロータリーに到着するや、帝はすぐさま車内から離脱した。これ以上、可憐かれんな許嫁から熱烈な愛情攻撃を受けていては、さすがに不埒ふらちな間違いでも起こしそうだった。

　しかし、危険地帯から避難したと安堵あんどするも束の間、すぐに次の襲撃者が現れる。


「帝くうーーーーーーんっ！　おっはよー！　今日もかっこいーよーっ！」



　美月みづきが学生鞄かばんを放り出しながら、全力ダッシュで帝に飛びついてきたのだ。

　驚くべき跳躍ちょうやく力で帝の顔に抱きつき、細い脚を帝の胸に絡からみつける。結果として、美月の胸が帝の口と鼻に押しつけられるわけであって。

「もがもがもが!?」

　意外と包容力のある膨らみ、そして甘酸っぱい香りが、帝の意識を容赦なく浸食する。

「どしたのー？　すっごく苦しそうだよ？」

「窒息ちっそくしかけていらっしゃるんですわ！　早く離れてくださいまし！」

　ぐいぐいと美月を引ひっ張ぱる凛花。

　しかし、美月は断固として帝から離れようとしない。

「ダメだよー、サービスなんだから。帝くん、どう？　これが十四歳のときのおねーちゃんのおっぱいだよー。ブラも同じのつけてるんだよー？」

　美月から悪戯いたずらっぽくささやかれ、帝はめまいを禁じ得ない。姫沙に抱きつかれたらこんな感じなのだろうかと、ついつい考えてしまい、さらなる高熱に見舞われるのだった。







「……これでは駄目だと思うんだ」

　北御門家当主の書斎。

　帝は厳しい面持ちの父親を前に、意を決して相談を持ちかけた。

　部屋は純和風の畳張りで、壁には白龍はくりゅうの掛け軸が飾られている。無駄と雑音を一切いっさい排した書斎には、強制的に居住まいを正させるような気迫が満ちていた。

「駄目とは、どういうことだ」

　当主は眉まゆ一つ動かさずに訊きく。

　帝は深呼吸してから、当主を見据えて告げる。

「最近、心が弱くなっている気がする。周りの言動に影響されて、思考や感情の変動が激しい。自分というものが揺らいでいる感覚があるんだ」

　当主は険しい表情で顎あごをひねった。

「ふむ……なるほど。性欲が強くて困る、と」

「なぜそんなにピンポイントで悩みを当てる!?」

　できる限り内容をぼかしたつもりであるところの帝は驚愕きょうがくした。

「年頃としごろからして、男児なら必ずぶつかる壁だ。かくいう私も少年期には大変苦労した。当時の私の性的な話をするならば……」

「しなくていい！　しなくていいぞ、父さん！」

　当主がおもむろに首を振る。

「いや待て、そう急せくな。とりあえず当時の許嫁……帝の母親を、『私の性の救いの女神』と呼ぶところから始めよう」

「始めるな！　そういう個人情報は墓まで持っていってくれ！　受け止めきれないから！」

　妙にうずうずしている父親から、帝は死力を尽くして己おのれの精神を守った。両親のうら若い時代の事情などを綿密に聞かされたら、今後の家族関係が気まずくなりそうだった。

　当主はため息をつく。

「仕方あるまい。では、様々な誘惑に惑わされぬよう心を強くする方法だが……簡単だ。静川の令嬢に解消してもらえ」

「なにを!?」

「許嫁ゆえ、問題ない。我々も全力でフォローする」

「そういうのじゃなくて……そういう状況にならないように、心を強くしたいわけで……」

　現状の耐久度では、恋愛ゲームにおける不利は必至。少女たちの攻撃に対する防御力を上げなければ未来はない。そんな予感が帝にはあった。単純に欲求不満で学業が手につかないとか、夜も眠れないとかいうことではないのである。

「であれば、出家しゅっけだな」

「出家!?」

「うむ。北御門家が懇意にしている寺院があってな。そこは政財界の子息を受け入れ、精神修養の場を提供している。厳しい試練に耐え抜けば、必ずや不動の精神を得られるだろう」

「効果的かもしれないが……そこまでするのはどうかな……」

　帝は心の耐久性を上げたいだけであって、僧侶そうりょになりたいわけではないのだ。姫沙を陥落かんらくさせた後は、人並みの青春を楽しみたいと思っていたりするのだ。出家してしまってはいろいろと不都合が生じそうで困る。

「飽あくまで可能性として提案しただけだ。判断するのは、お前の責任だ」

「……分かった。とりあえず、やめておく」

　帝は当主に礼を述べて、書斎を後にした。







　蒼世学園の教室で帝が思案に暮れていると、姫沙が不思議そうに尋ねてきた。

「帝、最近どうしたの？　なんかぼーっとしているみたいだけど。知能指数でも下がった？」

「下がってはいない。ちょっと考え事をしていてな」

　出家の件について、いまだにメリットとデメリットの差引さしひき計算が済んでいない帝である。心を強くする方法が他にないかとも考えているものの、さりとて代案も見つからない。

　姫沙が優しく微笑んだ。

「一人で悩みすぎるのはよくないわ。私も手伝う。どうやったら人類を効率的に滅ぼせるかについて、二人でじっくり考えてみましょう」

「そんな悩みを抱えたことはいまだかつてない！」

「だったらなによ！　隠してないで言いなさいよ！　帝のくせに生意気よ！」

　ばんばんと帝の机を叩たたく姫沙。

「じゃあ……その、な。姫沙は……出家って、どう思う？」

「デートもできないし美味おいしいモノも食べられなくなるし人生の墓場だと思うわ」

「貴重なご意見ありがとう」

　一刀両断である。寺院の方々が耳にしたら激怒しそうな偏見である。

「しかし……デートはできなくなるんだよな……それは痛いな……」

　帝がつぶやいていると、姫沙がくすりと笑う。

「そうよね。帝は私とデートをしたくてしたくてたまらないんだものね」

「……そんなことはないが」

　大ありだった。ゲームの勝敗とは関係なく姫沙とデートができるなら、北御門家の財産の半分でも投げ出してしまいそうなレベルだった。

　姫沙は頰を紅潮させる。

「そこは肯定しなさいよ！　私が自意識過剰みたいじゃない！」

「自意識過剰だ」

　帝は肩をすくめる。

「過剰じゃないわよ！　本当は、私と一緒に素敵な海沿いの並木道を散歩したいんでしょう？　恋人の鐘を鳴らして、喫茶店きっさてんでパフェの食べさせ合いっことかしたいんでしょう？」

「やけに発想が可愛かわいいな……」

「か、かかか可愛くないわよ！　そこは可愛くないわよ！　私を馬鹿ばかにしているの!?」

　姫沙は机に手を突き、帝に額をぶつけるようにして睨にらんでくる。

　至近距離で震えているまつげが、悔しそうに嚙かみ締しめている唇が、帝の心をかき乱す。

　今すぐ姫沙の手を引っ張ってデートに突つっ走ぱしりたくなる。日本の趨勢すうせいを決める恋愛ゲームを放り出して、思いのままに姫沙の華奢きゃしゃな体を抱き締めたくなる。

　──これでは、駄目だ。

　北御門帝は出家を決意した。







　かくして、俗世から閉ざされた寺院の本堂で、僧侶との問答もんどうが始まった。

　高たか天井てんじょうの板張り、巨大な彫像の鎮座せし大広間。

　静謐せいひつと冷気に清められた空間で、超然とした僧侶が帝に問う。

「あなたは、なぜここにいらっしゃったのですか？」

「あらゆる欲望、煩悩ぼんのうを断つためだ」

　帝が毅然きぜんと答えると、僧侶は小さく首を振る。

「煩悩を断ちたいという願い自体が、やはり欲望であり煩悩なのです。なにかを望んでいる限り、あなたは煩悩から逃れられません」

「では……どうすれば……？」

「受け入れるのです……世界を」

「世界を……受け入れる……？」

　帝は当惑した。すごそうな気配はするものの理解はできなかった。

「世界を受け入れたとき、あなたは世界と一体になります。一体になった世界には、アルゴが存在します。アルゴが生まれた先に、エウナタイとの調和があるのです」

「さっぱりなんのことやら分からねえ！」

　しかし偉大な僧侶の言うことだから間違いはないだろう、と懸命に堪こらえる。

「最初は戸惑いばかりでしょうが、いつかあなたにも真理が見えてきます。まずは修行の一環として、ＡＶのモザイクが法律の基準に合っているか確認する仕事をしていただきましょう」

「それは本当に修行なのか!?」

　僧侶が優しくうなずく。

「修行です。絶え間ない欲望と喪失の狭間はざまで、あなたは真理を発見することでしょう。やがて性の無意味さを悟り、自おのずから聖人と化すのです。信じなさい。救済はそこにあります」

「……信じよう。いずれにせよ俺おれには、もはや退路がない」

　恋愛ゲームにおける究極の防御力を勝ち取るため、帝は修羅しゅらの道に足を踏み入れた。







　一週間後の昼休み。

「ね、ねえ、帝くん？　アタシ……邪魔じゃない？」

　教室で帝の椅子いすに無理やり腰を乗せた美月が、恐る恐るといったふうに尋ねた。

　帝は穏やかに答える。

「邪魔ではないさ。美月が俺の椅子を半分使いたいのなら、そうすればいい。俺にはなんの支障もない」

「へ、へー、そうなんだ。くっついてドキドキとか、慌てたりとか、しないんだ？」

「なぜ慌てる必要がある？　だが……そうだな、美月が転げ落ちて怪我けがでもしたら、俺は慌ててしまうかもしれない。しっかりと固定していなければならないな」

「ひゃっ!?　帝くん!?」

　美月は帝に抱きすくめられて肩を跳ねさせる。じたばたと、細い脚が暴れる。

　一方、帝の心はこれまでになく平和だった。

　以前なら美月の悩ましい匂においに心拍数が上がっていたものだが、今はそのようなこともない。ただ、小さな女の子が自分を慕ってくれているのなら優しく接してやらなければならない、との慈愛に満ちている。

「さ、さすがに恥ずかしいかも……少し、胸に当たってるし……」

「気にしないでくれ。胸は単なる脂肪だ」

「一応気にするよ！　ただの脂肪じゃないし女の子に失礼だよ！」

「傷つけてしまったのなら謝罪と訂正をする。胸は単なる脂肪じゃない……タンパク質と水分も豊富に含まれている臓器だ」

「そうじゃないよ！　今日の帝くん、ちょっと怖い！　なんか変！」

　美月が帝の腕の中から抜け出した。怯おびえる子リスのように距離を作って身構える。

　凛花が気後きおくれがちに帝に近づいてきた。

「あ、あの……帝様？　放課後、もしお時間がおありでしたら、わたくしのお部屋にいらっしゃいませんか？　帝様にお見せしたいものがあるのですが……」

　もじもじと、身をよじりながらの上目遣うわめづかい。控えめではあるが、明らかに誘っている。濡ぬれた瞳と唇が、帝のすべてを欲している。

　一週間前の帝なら体温の急上昇に苛さいなまれたはずだが。

「悪いが、今日は写経しゃきょうをしないといけなくてな。また今度、改めて招待してくれ」

「写経!?　仏典ですの!?」

「いや、世界の真理について、エウナタイとの合一から得られた知見を書き留めたものだ。かつて宇宙意思の代行者を務めた賢者の手記ともされている。人間とは、社会とは、生命とは……あらゆる存在の到達点を理解することができる聖典だ」

「そ、そうですの……。しゃ、写経でお忙しいのでしたら、仕方ございませんわ……」

　凛花は震えながら自分の席に戻る。そのまま、痛ましいものでも見るかのように帝を眺めている。時折、うっすらと双眸そうぼうに涙を浮かべる。

「帝！　これ食べなさい！　拒否権はないわ！」

　姫沙が帝の口にフォークで無理やりハンバーグを突っ込んできた。

　まだ食前の祈禱きとうを捧ささげていなかったので、帝はひとまず合掌し、それからありがたくハンバーグを頂く。きっちり三十回嚙み締めた後、静かにうなずく。

「美味だ。俺のために頑張ってくれたんだな。姫沙にはいつも感謝している」

　姫沙は愕然がくぜんとした。

「どうして!?　どうして帝は平然としているの!?　今日の弁当には、媚薬びやくを最大濃度で大量に入れたのに！　一口食べただけで私に襲いかかってくるレベルのはずなのに！」

　帝は机に頰杖ほおづえを突いて笑う。

「ふふ、あんまりおいたをしたら駄目だぞ。まあ、そういうところも魅力的なんだがな」

「どうして怒りもしないの!?　気持ち悪いわ！　これは帝の姿をした宇宙人だわ！」

　姫沙は恐怖をみなぎらせて飛び退のいた。

　怯える野良猫のらねこのように、毛を逆立てて身構える。

「えっ、宇宙人!?　ついに帝くんが宇宙人に寄生されたんですか!?　写真を撮らないと！」

　木影こかげが耳ざとく聞きつけて駆け寄ってくる。輝くカメラのレンズを帝に向ける。

　帝は椅子の上で足を組んでポーズを取った。

「上手に撮ってくれよ？　北御門家の子息ともあろう者が、みっともない姿を民衆に晒さらすわけにはいかないからな」

「普段ならわたしのカメラを接着剤で封じに来るのに撮影許可!?　今日の帝くんは本当に変ですね！　撮らせてもらいますけど！」

　木影は嬉々ききとしてカメラのシャッターを切りまくる。

　静かに微笑み続ける帝を、他の少女たちは啞然あぜんとして眺めた。







　空き教室に、姫沙、凛花、美月の三人が集まっている。

　帝を抜いた女だけの密会ではあるが、彼女たちのあいだにいつもの火花は散っていない。むしろそこにあるのは、理不尽な天災を理解しよう、対処しようとする、人類の持つ生命力といくばくかの協調性だった。

「みんなに来てもらった理由は……分かっているわね」

　姫沙が顔を見回すと、美月と凛花はうなずく。

「ついにおねーちゃんがアタシと凛花ちゃんを東京湾に沈めるんだよね。まずはファミレスにアタシたちを連れて行って一服いっぷく盛る予定なんだよね」

「えっ、そうなんですの!?　わたくしはてっきり、帝様のことを話し合うつもりかと……」

　目を丸くする凛花に、美月が難しい顔で教える。

「凛花ちゃん、油断しちゃダメだよ。おねーちゃんはやると言ったらやる女だから。大切なのは、私兵部隊の中に自分の味方を作っておくことだよ」

「今日はやらないわよ！　静川さんの言う通り、帝のことを話し合いたくて呼んだの！　だいたい、あなたたち二人が同時に消えたら、疑われるのは明らかに私でしょう!?」

　胸を撫なで下ろす美月。

「そっかー。じゃあ、消えるとしたら一人ずつだね！」

「そうよ！」

「そうなんですの!?」

　凛花は姫沙から何歩か後じさる。そもそも恋愛ゲームの敵である三人が顔を揃そろえているのだから、誰だれもが少なからずお互いに警戒は示している。

　姫沙は咳払せきばらいして仕切り直した。

「とにかく、問題は最近の帝よ。絶対……おかしいわよね？」

「おかしいよ！　最近の帝くんってば、アタシがどんだけくっついても慌ててくれないし！　前はアタシがおねーちゃんの下着と香水つけてるだけでドギマギしてくれたのに！」

「いつの間に私の下着と香水を使っていたのかしら!?」

「いつも使ってたよ！　利用できるものはなんでも利用するのが南条流だよ！」

　アイアンクローを喰くらわせようとする姫沙から、美月は敏捷びんしょうにすり抜ける。

　凛花も唇に指を添えて思い出す。

「最近の帝様……二人でのディナーのときも必ず食前に二十分の祈禱きとうをなさるんですの……。いつも二人で行くお店でも、すっかり給仕の方から怖がられてしまって……」

「いつも二人でディナーに行っていたの!?」

　許嫁という存在への羨望せんぼうで重犯罪を検討する姫沙である。もういっそ自分が静川凛花に改名して成り代わりたいほどだった。

　姫沙は片腕に頰杖を突いて心配する。

「帝、どうしちゃったのかしら……？　あんな穏やかで寛大な帝、帝じゃないわ。帝はもっと……私のやることなすこと全力で否定してきて、何様かと思うくらい偉そうで融通ゆうずうの利きかない生真面目きまじめ野郎のはずよ！」

　凛花は姫沙の顔をまじまじと見る。

「それだけ悪口をおっしゃっていても、帝様のことお好きなんですよね……」

「ひゃっ!?　な、なななななにを言っているのかしら!?　私が帝のことを好きだなんて、そそそそそんなことあるはずないじゃないっ！　とんだ言いがかりだわっ！」

　姫沙は燃える頰を両手で抱えて必死に首を振る。

　呆あきれたように白目を剝むく美月。

「おねーちゃん……顔が真まっ赤かだよ……」

「真っ赤じゃないわ！　私は恥ずかしがってなどいないもの！　そのくらいの鎌かまかけで動揺してしまうほど未熟じゃないもの！」

「南条さんって邪悪なのに可愛いからずるいですわよね……」

　凛花が悔しそうにため息をつく。

「わたくしも不思議に思って、帝様のお父様に尋ねてみたのですけれど、どうやら帝様は最近、出家なさったようです」

「出家!?　お坊さんにでもなったの!?」

「えー!?　帝くんが坊主ぼうず頭なんて似合わないよー！　ショックだよー！　って、じゃああの髪はもうカツラ……？　もうアタシ、猫に嚙まれて死ぬしかないよ！」

「死ななくていいわよ！　カツラでも帝は帝でしょう！」

　たとえ帝が丸坊主だろうと逆整形しようと構わない姫沙だが、出家は困る。帝を籠絡ろうらくしたら二人でやろうと思っていたことがすべて台無しになってしまうのだ。

「出家といっても、僧侶を目指すわけではなく、精神修養が目的らしいんですの。休日は泊まり込んで、二週間の修行であらゆる煩悩から解き放たれると有名な寺院だとか」

「それで……帝があんな見ていられない状態に？　煩悩から解き放たれるのは困るわね」

「だよね！　アタシが帝くんとえっちなことできなくなっちゃうよー！」

「いずれにせよ美月に帝とそういうことをさせるつもりはないのだけど……」

　このままでは恋愛ゲームが姫沙の圧倒的不利に進んでしまう。帝に攻撃が効かないのに姫沙へのダメージは変わらないというのであれば、それはとんだワンサイドゲームだ。

「帝様が夫婦の営みに興味を示さなくなってしまわれるなんて、わたくし堪えられませんわ……きっと強引に奪ってしまいますわ……」

「奪うってなにをよ!?」

「きゃー！　凛花ちゃんのえっちー！」

「それで、どうなさいますの？」

　凛花が神妙な面持ちで姫沙を見る。

「ここは、一時的に共闘しましょう。どんなうさんくさい寺院か知らないけど、帝を私の手からかっさらうなんて許せないわ。策謀の限りで誘惑して、帝を俗世に連れ戻すのよ！」

　姫沙は腕組みして言い放った。







　静謐な寺院の本堂に、帝や僧侶と向かい合って少女たちが座っている。

　姫沙と美月と凛花の三人は、それぞれの愛らしい私服に身を包み、やけに目をギラギラとさせて帝を凝視ぎょうししていた。このところ帝と僧侶しかいなかった本堂に、華やかな活気が流れ込んでいる。

「みなさんも、修行をご希望ということですが？」

　外見から性別も年齢もうかがい知れない僧侶が、少女たちに問いかけた。

　凛花が折り目正しい正座でうなずく。

「はい。わたくしは北御門帝様の許嫁で、静川凛花と申します。夫が自らの魂を磨き上げているのを見て、わたくしもご一緒したいと思いましたの。是非ご指導をお願いいたします」

「良い心がけだ。心を磨くことで、お前たちもエウナタイとの合一に近づけるだろう。俺からもよろしくお願いいたします」

　帝は僧侶を見上げて頼み込んだ。

「静川様のご息女なら、お断りする理由はありません。しかし……そちらのお二方からは、この世の者とは思えない邪気を感じるのですが……」

　僧侶は姫沙と美月の方に視線をやる。

　姫沙はにっこりと笑う。

「いつもみんなからそう言われるのが悩みなのよ。私は人に親切にするのが大好きな善人なのに、生まれつき怖がられやすくて。なんに取り憑つかれているのか知らないけど、修行したら少しはその邪気とかいうのが祓はらえるかもしれないと思って来たの」

「ぜん……にん……!?　おねーちゃんが善人!?　絶対ちがぎゃー！」

　疑問を呈ていした美月が脇腹わきばらに貫手ぬきて突づきを喰らって床で悶絶もんぜつした。横で妹が転げ回っているのに、姫沙は顔色一つ変えずにこにこと笑っている。

　僧侶が固唾かたずを呑のんだ。

「……ま、まあ、ど、どんな想像を絶する邪悪であろうと、我が寺院で修行すれば浄化されるはず。悪あしき魂から世界を救うのも我らが使命でしょう……」

　高位聖職者から全力で悪しき魂扱いされている女子高生だった。もはや僧侶から向けられる目が人間ではなく妖怪変化ようかいへんげに対するものだった。さすがは南条の娘である。

　しかし、厳しい修行で悟りの境地に近づいた帝にとっては、南条姫沙すらも救済の対象。必ずや己おのれと同じ至福に導いてやらねばならぬとの責任感を抱く。

「みんな、今日から一緒に頑張ろうな。俺もできる限りのサポートはする」

「はい……手取り足取り、わたくしに教えてくださいまし……」

「うふふ、楽しみだよ……」

「覚悟なさい……帝……」

　穏やかに微笑する帝に、少女たちは血走った瞳でささやいた。







　座禅。

　それは、あらゆる雑念を排除して座すことによって精神の統一を図り、心身の調和と悟りへの到達を促す修行である。

　シンプルながらも高度なメンタルコントロールが必要とされ、煩悩退散への効果も高い。世俗にまみれた凡人でも、三時間も続けると清らかな心を得ることができる。

　ただし……、膝ひざの上に傾国の美少女が座っていなければ、の話だが。

「ねえ～、帝くぅん。なんでさっきから黙ってるの～？　美月とぉ～、おしゃべりしようよ～、ねっ？　ねえってばぁ」

　美月が帝の膝にまたがり、甘え声でねだりながら、ひたすら鼻先を帝に擦りつけてくる。これが三時間である。一般的に言って地獄である。

「お前は修行に来たんじゃないのか……？」

　さすがの帝も座禅に集中することができず、痺しびれを切らして尋ねた。

　美月はあっけらかんと笑う。

「帝くんと遊びに来たんだよー♪　アタシ、めんどいこともキツイことも苦手だもん！」

「じゃあ帰れ！　ここは修行の場だ！」

「じゃあ修行する！　まずはどこから脱いだらいいのかな!?」

「なぜ脱ぐ!?　どういう修行をするつもりだ!?」

「うんとね、座禅する帝くんの隣でずっと裸で寒さに耐える修行！　五分で風邪かぜ引くよ！」

「引くなよ！　そして絵面がシュールすぎる！」

　さっそくブラウスを脱ごうとし始める美月を、帝は即座に止めた。

　普通なら単なる冗談か脅しに過ぎないだろうが、あいにくこの少女は普通ではない。良識などほったらかしにして、脱ぐ。いかなる困難も乗り越えて、必ずや脱ぐ。

　そうなってしまえば、帝も無傷では済まないだろう。具体的には、僧侶から破門された上で通報されて逮捕される。北御門家の終焉しゅうえんだ。

「てゆーか、帝くんだって、ホントはアタシと遊びたいんでしょー？」

　美月は口元に手を添えて、からかうように言った。

「いやまったく」

「照れなくていーよ！　知ってるんだから。アタシとのデート、帝くんもすっごく楽しんでたって。新鮮なことばっかりで目がキラキラしてたもんねー」

　帝は小さく吐息を漏もらした。

「確かにそういう時代もあったかもしれない。だが、俺は昔の俺とは違う。もはや享楽きょうらくや快楽といった低次元のイドからは解放された、偉大なる宇宙意思コスモの一部なんだ」

「怖っ！　怖いよ帝くん！　完全に危ない宗教にハマッちゃった人だよ！」

　美月は目を白黒させる。

　帝は泰然たいぜんと首を振った。

「危なくはない。俺の心は今までになく安らかだ。もはや食パンと美少女が同じものに見えてきてしまうぐらいだ」

「今の帝くんは食パンにえっちなことがしたくなるのーっ!?」

「逆だ逆！　どんな肉体の美しさも、俺には少しも影響を与えないということだ！」

　胸を張って宣言する帝。

　この境地に達するまで、幾度となく滝に打たれ、幾度となく燃える熾火おきびを踏んだ。壮絶な修行を乗り越えてようやく拓ひらいた悟りであるからこその、自負。己に向き合い、己の弱さを超越したからこそ、現在の自分はあるのだと考える。

　……しかし。

「へー。でも、ほんとーにそうなのかな～？　まだまだぼんのーいっぱい残ってると思うんだけどな～？」

「どういう……ことだ……」

「だって、アタシが乗っかってるせいで、帝くんってば元気になってきちゃってるよ？」


「……………………っ！」



　美月は自分の尻しりが当たっている箇所を見下ろし、くすくすと笑った。

「それは、単なる生理現象であって！　俺の意思や哲学とは関係がない！」

　帝は断固として主張した。

「そっかな～？　じゃー、アタシがなにしても大丈夫なんだよね？」

　美月は焦じらすように、わざと帝の膝の上で尻を滑らせてくる。すりすりと、やわらかくて小さな尻が帝の五感を刺激してくる。

「やめ……」

「ほらほらー、三歳も年下の中学生に悪戯されて困ってるじゃーん。あははー。でもアタシ、えっちな帝くんが好きだよ～？」

「俺は……もう煩悩は捨てた……」

　帝は思考を懸命に制御して、美月の悩ましい体温と感触から意識をそらす。


「ふふ……帝くん……あーそびましょっ……」



　美月が帝の耳に唇を触れさせるようにしながら、妖あやしくささやいた。







「やっと……逃げられた……」

　座禅の行を終えて本堂を引き上げた帝は、寺院の湯船で大きく息をついた。

　あれから美月はなんと言われても帝の上から立ち退こうとせず、本堂が閉まる時間まで居座り続けたのである。

　飽くまで彼女に悪意はない。無邪気で可愛らしいから腹は立たないのだが、それゆえに破壊力も強烈。修行を始めてまだ一週間の帝は、心身への侵食を感じざるを得ない。

　とはいえ、考えてみれば妙だ、と帝は気付いた。

　なぜ、少女たちは唐突に寺院へ現れたのか。その目的は、本当に修行による精神修養なのか。

　少なくとも、姫沙がそういった殊勝な心がけを持つことがあり得るのか。織田信長よりも唯我独尊な彼女のこと、むしろ寺社焼やき討うち程度は躊躇ちゅうちょしないのではないか。

　考えれば考えるほど疑惑が深まってくるが、今は魂の修復が最優先だ。

　帝は湯船にしっかりと肩を沈め、熱い湯の回復力に身を委ゆだねた。

　今夜は帝一人の貸し切り状態だが、シーズン時には大勢の修行客を受け入れていることもあり、寺院の大浴場は広々としている。湯船は年代物の檜ひのきを贅沢ぜいたくに用いており、高い天井に至るまで雅みやびな湯煙が立ち上っていた。

「ふう……。これはいつか、修行以外でも来たいところだな……」

　帝がのんびりと体を休めていると、背後で引き戸の開く音が聞こえた。続いて、何者かが大浴場に入ってくる足音。

　誰だろうと思い、帝は入り口の方を振り向く。

「なにしてる!?　こっちは男湯だぞ!?」

　そこに立っていたのは、あられもない姿の凛花だった。

　普段は露出の少ない服をしっかりと着込んでいて、制服も決して着崩さないのに、今はその美しい肌を惜しげもなく晒さらしている。

　すらりと伸びた細い脚、女神を思わせるようなたおやかな腰。バスタオルを躰からだに巻き付けてはいるが、それは本当に申し訳程度で、胸の豊かな双丘そうきゅうを隠しきれていない。

　清らかな容姿の彼女が、そうやって裸体を見せている様子は、逆に背徳的な色香を醸かもし出だしていて。

　帝は反射的に、ごくりと唾つばを飲んでしまう。

「み、帝様のお背中を、流しに参りましたの。きっとお疲れでしょうから」

　凛花はフェイスタオルを握り締め、頰を真っ赤に染めて告げた。

　緊張しているのか、その声は明らかにうわずっている。

　太ももをもじもじと擦り合わせる仕草が初々ういういしくて愛らしいが、弾みでバスタオルが落ちてしまいそうで帝は肝きもを冷やす。

「いや……大丈夫だ。体を自力で洗えないほど疲れきってはいない」

　断る声もうわずってしまうのを、どうしても抑えられない。それくらい凛花の裸身は鮮烈で、否応なく目を奪われてしまうほどの美に満ちていたからだ。

「遠慮なさらないでくださいませ。わたくしは帝様の許嫁、このような務めを果たすのは当然のことですわ」

「遠慮はしていない。お前も少しは自分を大切にしろ」

　歩み寄ってくる凛花から、帝は努めて視線を外す。恐るべき破壊力を持ったその姿を、あまり直視していると心臓が無事では済みそうにない。

　凛花は口惜しそうに眉尻まゆじりを下げる。

「大切にしているから、こうして帝様のところへうかがっているのですわ。わたくしの覚悟、帝様は理解してくださっているのですか？」

「理解は……している、が」

　そのとき、脱衣場の方から物音がした。

　驚いて振り返る凛花。帝も身をこわばらせて警戒する。

「北御門のぼっちゃん、お湯の加減はいかがですか～？　なにか足りないモノでもあったら、おっしゃってくださいね～」

　ダミ声で呼びかけてきたのは、寺院で風呂ふろ焚たきや庭掃除の仕事をしている老爺ろうや。

「あ、ああ。ちょうどいい湯加減だ。特に足りないモノはないから心配しないでくれ」

「さいですか。んじゃ、ワタシはここで床掃除しとりますんで、ご用があったらいつでも声をかけてください」

　ええっ、と声を漏らして困惑する凛花。

　帝は慌てて凛花の口を手の平で塞ふさぐ。たとえ相手が許嫁でも、裸で一緒にいるところを部外者に目撃されてはまずい。帝の両親なら手放しで歓迎するだろうが。

　と、帝がとっさに湯船から立ち上がったせいで、隠れていた半身が外に晒された。

　凛花の視線がそこに引きずられ、目が点になる。


「あ…………」



　凍りつく帝。

「こ、これが……帝様の……」

　あまりにもショックが大きかったのだろう、妙齢の許嫁は声を震わせながらささやくと、ふらりとよろめいて湯船に倒れ込む。

「危ない！」

　帝は即座に凛花を抱き止めた。

　必然として、そのやわらかい躰からだが帝の裸身に押しつけられる。吸いつくような柔肌、ゴムまりのような双丘が、帝の触覚と脳髄を攻撃する。


「くっ………………」



　急いで意識を宇宙意思の方へ飛ばそうとするが、間に合わない。一気に体温が上昇し、バランスを崩して許嫁と共に湯船へ倒れる。

　盛大な水飛沫しぶき。

　尻餅しりもちをついた帝の上に、凛花が力なく覆おおい被かぶさっている。押しつけられた胸からは、健康な心臓の鼓動が激しく伝わってくる。可憐な膝が帝の脚のあいだに割り込み、細い顎から滴したたる雫しずくが帝の唇に落ちていた。

「帝……様……」

　ぼんやりと、凛花がささやいた。その瞳は光を失い、憑つかれたように帝を見つめている。

「怪我けがはしていないか？　大丈夫か？」

　帝が心配すると、凛花は首を振った。

「大丈夫なはずがありません！　こんな……こんな……状況になったら……わたくし……」

「え……？」

　戸惑う帝の上に、凛花が唇を寄せてくる。

「もう……ガマン、できませんわ……」

　切羽せっぱ詰まったようにささやくと、凛花の唇が艶つややかに開いた。赤い唇、濡れた粘膜の塊が淫みだらに現れ、帝の頰をちろりと舐なめる。

「おい……凛花……？」

「はあ……帝様のほっぺ……美味しいですわ……何時間だって舐められますわ……」

「凛花!?　凛花ーっ!?　本当に大丈夫か!?」

「はあ……はあ……旦那だんな様ぺろぺろ……」

　凛花は繰り返し帝の顔に舌を這はわせる。

「返事をしろ！　ちょっと怖いから返事して！　静川凛花という許嫁のことが急に分からなくなってきたから！」

　せめていったいなにをされているのか説明してほしい帝である。

「幼い頃、散髪のときに大人しくしていると、ご褒美にキャンディーを頂いたものですが……、保証しましょう、帝様のほっぺはそのキャンディーの一万倍美味しいですわ！」

「そんな昔話は知らんけど！　俺は断じてキャンディーじゃないけど！」

「はあ……帝様……隅々まで、舐めてさしあげますわ……」

　凛花はなめらかな腕を帝の首に巻きつけ、酔よい痴しれたようにつぶやいた。







　酷ひどく寝苦しい。

　突然降って湧わいた少女たちからの容赦ない攻撃のせいか、連日の修行によって蓄積した疲労のせいか、帝の眠りは浅かった。

　寺院の一室、僧侶からあてがわれた畳部屋で、帝はふと目を覚ます。

　四肢ししの筋肉がこわばっていて、息苦しかった。まぶたが鉛なまりのように重く、目を開くことができない。

　布団ふとんの硬さは感じるから、ここが自宅の寝室でないのは分かる。

　しかし、頭の下に置かれている枕まくらは、今まで経験したこともない感触だ。表面はふわふわとやわらかいのに、同時にもっちりしていて中身の充実感もある。


「ふっ……ふっ……ふうっ……ふうーっ……」



　近くから、飢うえた獣のような荒い呼吸が聞こえた。甘ったるい匂いが帝の鼻腔びくうを襲い、凄すさまじい邪気が漂ってくる。明らかに尋常な存在ではない。

　──な、なんだ……こいつは……？

　帝は必死に起き上がろうとするが、まるで全身を金属の線で縛られているかのようで、まともに身動きすることもできない。しかも、その圧迫感はますます強くなってくる。

　──これは……金縛りか……。

　ダラダラと、嫌な汗が出た。

　金縛りは何度か経験したことはあるが、今回のようなものは初めてだ。いつもの数倍、恐怖感と焦燥感が強い。基本的に金縛りのときは怪あやしい気配を感じるけれど、これほどはっきりとした気配がするのも初めてだった。

　なんとか得体の知れない存在に対抗しようと、帝が全力でまぶたをこじ開けると。

「……アラ。起キチャッタ」

　凄絶せいぜつなまでに淫靡いんびな眼が、至近距離から帝の目を覗のぞき込んでいた。


「………………っ……ッ!!」



　思わず声を漏らしかける帝の口を、『それ』が手の平で押さえ込む。やわらかくて、なめらかな肌の感触。ちゃんと鼻からずらしてくれているお陰で、窒息することはない。

「しいーっ。静かに。他の人が目を覚ますわ」

　少し焦あせったような声。この声に、帝は聞き覚えがある。


　──え…………？



　よくよく見れば、それは妖怪変化でも悪魔でもなく、姫沙だった。

　だが、妖怪ようかいよりよほど恐ろしい邪気がどろどろと滲にじみ出ている。普段の殺意とは違う類たぐいの決意が、魂を喰らい尽くそうとするかのような気迫が、美しい顔立ちから溢れているのだ。

　今夜の姫沙は、扇情せんじょう的なベビードールに身を包んでいた。

　透け透けの薄衣うすごろもの向こうに見える、艶つやを帯びた素肌。

　淫らな曲線を描く首筋が、月光に浮かび上がっている。

　そして、どうやら帝の頭は姫沙の膝に乗せられているようだった。いまだかつて経験したことのない膝枕ひざまくらという行為に、心臓が激しく暴れ始める。

「なんの……つもりだ……」

　帝はかすれた声で問いかけた。夕食に睡眠薬でも混じっていたのか、やけに意識が鈍い。体が重く、指先が痺しびれている。

「さあ……なんのつもりかしら……？」

　姫沙は艶美えんびに笑って、枕元から細い棒を取り出した。

　闇夜やみよに鋭く光る、金属の棒。

　その恐るべき凶器が、帝の首めがけて振り下ろされる。

　──やられる！

　帝は死を覚悟する。なぜ自分が殺されるのかも理解できぬままに、抵抗もできず硬直する。

　だが、いつまで経たっても帝の首からは鮮血が噴き出さない。その代わり……。

「こちょこちょ……」

「くうっ……!?」

　姫沙はその金属の棒で、帝の耳朶じだを擦り始めた。ちょうど耳たぶの外側、幾重いくえもの溝が走っているところを、丁寧になぞっていく。

　帝は意味が分からなかった。


「殺すなら……ひと思いに殺せっ……！」



「殺さないわよ！　世界中の人間を殺しても帝だけは残すわよ！」

「生き地獄!?　じゃあ、いったいなにをしているんだお前は!?　なにが目的だ!?」

　姫沙はくすりと笑った。

「これはねえ、耳かき、っていうのよ？」

「耳かき……だと……？」

　確かに、そういえばそうだった。相手が姫沙だからどうしても勘ぐってしまうが、道具からしても動作からしても、普通に耳かきである。

「しかし……、なぜ人の寝込みを襲って耳かきを……？」

　そこは何百歩譲っても普通ではない。

　寝込みを襲って暗殺、ならまだ帝も分かる。いや決して分かってはいけないのだが、姫沙と暗殺という単語は不思議と親和性が高い。

　けれど、耳かきとは。

　それは本来、両者の同意あって初めて可能とされる行為ではないのか。少なくとも世界を滅亡させるような邪気を漂わせながら強制的に行うものではないはずだ。

「帝も分かっていると思うけれど……、耳かきは生殖行為と同義なのよ」

「分かってない。分かりたくない」

「だって、考えてもみなさい？　耳の末梢まっしょう神経は恐ろしく発達していて、全身のツボが集中しているのよ。そんな敏感な粘膜を刺激して、快楽を得る……完全に生殖行為でしょう！」

「そう……なのか!?」

　帝は大きな衝撃を受けた。だとしたら、自分で行う耳かきは自慰じいに相当するのだ。

「そうよ！　あなたは今、妻でもない女といかがわしいことをしているの。そしてこの快楽を一度味わったら、あなたは私の言葉に逆らうことすらできなくなるのよ！」


「くそっ……！　南条家の思い通りになってたまるか！」



　帝は姫沙のやわらかい膝から逃れようとするが、体が動かない。既に目は覚めたはずなのに、まだ金縛りに遭っているかのように微動だにできない。

　というより、実際に縛られている。見れば体中を金属線でがんじがらめに縛られ、布団にきつく拘束されていた。

「これは……!?」

「抵抗できないよう、ちょっと下準備をさせてもらったわ。もう諦あきらめなさい？　あなたは今後一生、私の虜とりこなの……これは帝に煩悩を復活させて、現世に連れ戻す治療行為なのよ……」

　愉たのしそうに笑いながら、姫沙が帝の敏感な穴に耳かきを滑り込ませる。そのまま、優しく、優しく、繊細な手つきで内壁をなぞっていく。

「くっ……あっ……」

　鮮烈な快感が耳から脳髄へと走り、帝は声を漏らしてしまう。

「あらあら、可愛い声が出るのね。それでも由緒正しい北御門家の後継者なのかしら？」

「やめ……ろ……」

「ふふっ、声に力が入っていないわよ？　そんな情けない男は、私の奴隷どれいになって永遠に快楽の中で悶もだえるといいわ……」

　姫沙が帝の耳たぶを愛撫あいぶしながら、さらに耳かきを奥へと潜り込ませてくる。鼓膜に到達しそうなほどぎりぎりのところまで差し入れ、つん、と焦らすようにつつく。

　帝の背筋に、心地良い鳥肌が立った。姫沙の悪戯っぽい笑み、色香に溢れた下着姿、頭に当たる膝の感触までもが相乗効果となり、帝の意識を追い詰めていく。

「あとで……覚えていろ……」

　帝は絶え絶えの息をしながらつぶやいた。

「もちろん覚えているわ。気持ちよくって仕方ない感じの帝の顔を。でも、あなたは記憶も保っていられないかもしれないけどね……」

　熱気のこもった寝室に、悪魔のように艶つややかな笑い声が響いた。







　帝はお経を唱えていた。

　渾身こんしんの力で両手を合わせ、本堂の真ん中に着座して読経どきょうを響かせる。

「煩悩退散！　煩悩退散！　煩悩退散！」

　若い肉体から湧き出でる欲望の奔流ほんりゅうに、抗あらがうべくして精神を統一する。

　絶対に、美月の尻の感触を思い出してはならない。

　絶対に、凛花の美乳のシルエットを思い浮かべてはならない。

　絶対に、姫沙の耳かきの絶技を再び味わいたいと欲してはならない。

　煩悩から解放されるために訪れたはずの寺院は、いつの間にか煩悩が充満する誘惑の館となってしまっていた。

　少女たちがなにを考えているのかは分からないが、屈するわけにはいかない。エウナタイとの合一こそが人間に至福をもたらすからだ。

「ふう、人心地ひとごこちついた……」

　読経の効果だろう、帝は体の火照ほてりが鎮まってきたのを感じた。欲望に翻弄ほんろうされていた心が浄化され、魂が極楽浄土に近づいていく。

「……ふふっ、無駄な抵抗をしているわね」

　不意に背後から姫沙の声が聞こえ、甘い吐息が耳元に吹きかけられた。

　それだけで腰からうなじにかけて震えが走り、帝は木の床に手を突いてへたり込む。一瞬で煩悩が復活し、恨めしい思いと共に振り返る。

「お、お前……」

「どうしたの？　もしかして、息をかけられただけでダウンしちゃったのかしら？」

　からかうように、姫沙が帝の顔を覗き込んでくる。昼間なのでブラウスとスカートを身につけてはいるが、どうしても帝は昨夜の大胆な下着姿を思い出してしまう。

「目つきがいやらしいわよ、帝。そんなに昨夜の私は良かったのかしら？」

「良くは……ない……」

「噓うそばっかり。もうあなたの耳は私の耳かきを覚えてしまっているのだから、抗えるわけがないのよ。お経なんて唱えたって、どうしようもないわ」

　姫沙がまた帝の耳に唇を寄せてくる。

「させるか！」

　帝は即座に飛び退いた。

「あら……逃げるの……？　この寺院で一つ屋根の下にいる限り、帝にはどこにも逃げ場はないというのに……」

　耳かきを両手に握ってにじり寄る姫沙、彼女から距離を置いて本堂を歩く帝。

　あれは、両耳を同時に耳かきする構えだ。そんなことをされたら、帝は自分が正気を保てるか自信がない。いかなる犠牲を払っても、その状況に陥おちいることだけは避けねばならない。

「さあ……覚悟なさい！」

　姫沙が女め豹ひょうのように飛びかかり、帝は本堂の欄干から飛び出した。







　木影は植え込みの陰から陰へと這はい回って、シャッターチャンスを探す。

　地べたでほふく前進しているせいで服の袖は汚れているが、気にしない。茂みに潜ったり出たりしているせいでスカートはめくれ上がっているが、それどころではない。

　──最高の情報を、手に入れないと！

　木影がこの不思議な寺院にたどり着いたのは、三日前のことだった。

　北御門家、南条家、静川家など、そうそうたる名家の子息が揃って出入りしているとの事実を摑つかみ、政変の匂いを嗅かぎつけて潜入したのだ。

　最近は妙にその三家の争いを見かけるし、なにか恐るべき事態が進展していることは間違いない。そして歴史の生き証人になることは、瓦屋かわらや一族に生まれた木影の使命でもあった。

　──んっ？　なんか、向こうが騒がしいですね……。

　聞き慣れた声が本堂の方から響き、木影は手近のご神木に駆け寄って様子を窺うかがった。

　カメラの望遠レンズを使って確かめてみれば、三人の少女が言い争っているのが見える。

「南条さん!?　次はわたくしの番だったはずですわ！　帝様への治療行為は三人で順番に行う、それも事前に内容を決めてから、という話だったでしょう!?」

「そーだよ、そーだよー！　次はアタシの番だったのに、おねーちゃんばっかり帝くんに息ふーふーして！　ずるいよー！」

　本堂の欄干で、凛花と美月が姫沙に詰め寄っている。

　だが、姫沙は涼しい顔で肩をすくめる。

「目的は帝に煩悩を取り戻させて、寺院から引っ張り出すことよ。誰がやろうと変わらないわ。それより、帝に攻撃を仕掛ける絶好のタイミングを逃さないことの方が大事でしょう？」

「そ、そうかも……しれませんけれど……。納得いきませんわ！」

　最初の印象は静かな令嬢だった凛花だが、今日は妙にいきり立っている。

「もう、アタシたちも勝手にやったらいいんじゃないかな？　おねーちゃんもそれでいいよね？　大事なのは帝くんを連れ出すことだけだし！」

「ま、まあね」

　不承不承ふしょうぶしょうといったふうにうなずく姫沙。

「でしたら、勝手にやらせていただきますわ。どのような結果になっても、お互いの妨害や恨みっこはなしということで。これは帝様の治療ですから」

　美月が笑顔を広げる。

「だよね！　治療だからなにしても許されるよね！」

「え、ええ、治療だからね。好意とかそういうのは、関係ないし……」

　姫沙がごにょごにょとつぶやく。

　──帝くん、なにをされてしまうんですか!?　もしや三人の手で人体改造を!?　半魚人にされてしまうんですか!?

　木影は恐怖を覚えた。気の良いクラスメイトの危機である。

　情報屋としても、これほどの大きな事件を見逃すわけにはいかない。決定的瞬間を確実にレンズに収めるため、昼夜を徹して帝に貼はりつくことを決意する。

「いざとなったら、わたしが帝くんを助けないと！」

　木影は表情を引き締め、茂みの奥深くにダイブした。







　美しい鳥の鳴き声が、眩まばゆい朝の陽射ひざしと共に、障子をすり抜けて流れ込んでくる。

　畳の鮮やかなイ草の匂い。心浮き立つような甘酸っぱい香りと、澄み通った花の香り。

　今日の布団はやけにやわらかいと思いながら帝が目を覚ますと。

　美月が腕の中に潜り込み、気持ち良さそうに寝息を立てていた。

「っ!?」

　驚愕で身を硬直させる帝。

「むにゃ……むにゃ……帝くんのえっちぃ……」

　美月は可愛らしい声で寝言を漏らしている。

　口の端からうっすらと垂らしたよだれがあどけない。シャツしか着ていないのか、帝の脚に絡みつく素足の感触がなまなましい。

　そして、帝の背中には、みずみずしく溢れんばかりの双丘が押しつけられていた。帝の肩にかかっている長い黒髪に、帝はよく見覚えがある。

「すんすん……これが……帝様の朝の匂いなんですのね……はぁ……素敵な匂いですわ……」

　帝の背中にしがみつき、しきりにすうはあしているのは、許嫁の凛花。まだ帝が起きていないと思っているのか、それとも我を忘れているのか、発言に遠慮がない。

　──道理で布団がやわらかいわけだよ!!

　一気に帝の意識が覚醒かくせいする。前を美月、後ろを凛花に固められ、身動きも取れない。もしこのような現場を誰かに見られたら大変だとの焦燥感に駆られる。
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　そのとき、障子を開けて姫沙が部屋に入ってきた。

「帝、起きてる？　一緒に朝の散歩でも……」

　言いかけた姫沙の瞳が、大きく見開かれる。

　妹と許嫁に絡まれ、その甘い香りに包まれている帝を、わななきながら凝視する。


「…………ごめんなさい」



　姫沙は唇を嚙み締めると、部屋から逃げ出した。

「待て！　姫沙！　待て！」

　帝は即座に跳ね起き、布団から飛び出す。

「ふぁっ!?　何々!?　地震!?」

「帝様!?　起きていらっしゃったんですか!?」

　放り出されて戸惑う美月、不意をつかれて慌てる凛花。

　二人を部屋に残し、帝は手近の草履ぞうりを突っかけて姫沙を追う。

　あんなふうに傷ついた姫沙の顔を見るのは、初めてだった。

　あんなふうに謝る姫沙の言葉を聞いたのは、初めてだった。

　どうして彼女がそこまで衝撃を受けたのかは分からない。姫沙の心は大空に浮かぶ雲のように捉とらえどころがなくて、帝が必死に摑もうとしても懐ふところに入ってくれない。

　けれど、帝は彼女を放っておけなかった。

　姫沙の弱々しい表情を思い浮かべるだけで、なぜか心がじくじくと痛む。策を尽くして誘惑されていたときの何倍も、彼女を抱き締めてやりたくなる。

　帝は走り、走り、走った。

　境内けいだいの砂利を踏み、神木のあいだを抜け、息を切らして。

　帝が追いついたときには、姫沙は本堂から遠く離れた林の中にまで来ていた。よほど急いでいたのか、草履さえ履はいていない足が土にまみれている。

「……ほら、履けよ」

　帝が自分の草履を脱いで差し出すと、姫沙は黙ってそこに足を通した。

　気詰まりな静寂。姫沙は悲しそうに唇を結んで、じっとうつむいている。

　なんとかこの嫌な空気を解消しようと、帝は口を開いた。

「さっきのは、俺も驚いた。まさか凛花と美月が布団にいるとは思わなかった」

「噓。可愛い子たちに迫られて、楽しんでたんでしょ。歓迎したんでしょ。そうよね、男はできる限りたくさんの女を囲いたい生き物だものね。それが本能だものね」

　いじけたような口調。姫沙は帝と目を合わせようともしない。

「違う、俺はっ……」

「このゲームは、帝と私のゲームだったはずなのに！」

　姫沙は肩を怒らせ、拳こぶしを握り締めた。


「え…………」



「どうして、あんな強い子たちが途中から入ってくるの!?　私なんかより、明らかに有利なのに！　私がっ、私が、最初にあなたと闘っていたのに！　あなたを手に入れるのは、この私じゃなきゃいけないのに！　どうして!?　ねえ、どうして!?」

　思いの丈たけを、鬱積うっせきした淀よどみを吐き出すかのような叫び。


「姫沙……………………」



　帝はなんと答えたらよいのか分からなかった。いつも悪魔のように高みから見下ろしている姫沙が、ここまで噓のない素顔を露あらわにしているのを見たのは初めてだった。

「どうせ、帝は私より静川さんや美月の方がいいのよね。もう二人といろんなことをしちゃったのよね！　とっくに二児の父なのよね!?」

「それは早すぎないか!?」

「早くないわよ！　むしろ遅いわよ！　帝は最低の男だもの！　私と違って誰からも好かれて、誰にだって優しくて、誰だって助けちゃう人だもの！　人間のクズ！　馬鹿あっ！」

　無茶苦茶なことを言いながら、姫沙が帝の胸元むなもとを鷲摑わしづかみにする。

　大きな瞳に涙をいっぱいに溜ためて、帝を睨み上げる。

　帝は心臓を鋭い棘とげで刺されるような思いがした。理由がどうあれ、自分がこの少女を泣かせてしまったことが許せなかった。彼女の涙を拭ぬぐってやりたかった。

「頼むから……泣かないでくれ」

「な、泣いてないわよ！　このくらいで南条の後継者が泣くわけないじゃない！　泣いてなんか、ないから……」

　姫沙は手の甲で涙を隠そうとするが、そのあいだにも涙は溢れてくる。

　薄い唇が、震えていた。そびえたつ木々の狭間で、可憐な悪魔はとても小さく、まるで少しの風で折れてしまいそうなほど脆もろく見えた。

　帝は思わず姫沙を抱き寄せようと手を伸ばし……しかし途中で手を引いて、つぶやく。

「俺は……お前の良さを知っている」


「え…………？」



　姫沙が微かすかに目を見開いた。

　帝は深呼吸して、うわずりそうになる声を整える。改めて言うのは恥ずかしいし、弱みを摑まれるようで恐ろしいけれど、でも、今は言葉にせざるを得ない。

「お前は……俺に新しい世界を魅せてくれた。北御門の掟おきてしか知らない俺に、もっと広い世界を教えてくれた。あのパーティ会場で出会ったときからずっと……姫沙は俺にとって自由な空を飛ぶ鷲わしのような存在で、目で追いかけるのが楽しかった」

「お、女の子に向かって、鷲はないんじゃないかしら……」

　姫沙はすねたように口を尖とがらせつつも、帝からじっと視線をそらさない。

　その宇宙のような瞳が、もっと言葉を欲しい、帝の感情を欲しいと、渇きを訴えている。帝は彼女の中に吸い込まれそうになる感覚に溺おぼれながら、静かに伝える。

「姫沙を見ているのは楽しい。笑って、焦って、驕おごって、敵意を燃やして。くるくると変わる表情を見ているだけで、俺は生きているのが楽しくなる。お前が今度は俺にどんな策を仕掛けてくるのか、どんなふうに失敗するのか、心待ちにしている自分がいる」

「失敗しないわよ！　私が失敗したことなんてあったかしら!?」

　烈火のごとく頰を燃やす姫沙。

「ほら、そんな顔だ。お前の怒っている顔は……本当に可愛い」

「う……あ……か、かわいい……？」

　赤面が、怒りから羞恥しゅうちに変わる。おどおどと見上げる仕草が、帝の胸をうずかせる。

　帝は姫沙の手首を握り締めた。姫沙は振りほどこうともせず、白い喉のどを鳴らす。

「俺はお前を、なんとしても手に入れたい。その体を、その心を、その魂を。俺がこの闘いで籠絡して奴隷にしたいのは……姫沙、お前だけだ」

　彼女の双眸そうぼうから、涙が溢れた。

　姫沙が帝に飛びついてくる。その勢いで落ち葉の布団に倒れ込む二人。尻餅をつく帝の胸に、姫沙が顔をうずめる。腕を絡みつけ、力の限りに身を寄せる。

　帝の腕の中で、姫沙がささやいた。

「バカ……そんなの、無理に決まってるじゃない。このゲームに勝つのは、私なんだから。奴隷になるのは、あなたの方なんだから」

「それはまだ分からないだろう」

　帝は笑う。

「いいえ、分かるわ。帝は必ず私のモノになる。だって、この私がそう決めたから。他の女になんて、絶対に渡さない」

　姫沙は帝に額をぶつけ、間近から見据えた。

　魅入られたように見つめてくる瞳に、帝もまた魅せられる。体にかかる姫沙の心地良い重み、首に巻きついた彼女の手の平、心浮き立つ甘酸っぱい匂いに、鼓動が速まっていく。

「ね……帝。いい、わよね……？」

「なにが、だ……？」

　渇いた喉で聞き返す帝。

　姫沙は瞳をとろけさせ、ゆっくりと帝に唇を寄せてくる。

「大丈夫……。これは……好意の表現とかじゃなくて、帝を俗世に連れ戻すための……治療行為、なんだから……」

　近づいてくる、彼女の熱。燃えるように火照った愛くるしい頰。
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　ゲームの勝敗と関係がないのなら、と帝は考えてしまう。いや、姫沙のすべてが欲しくてたまらなくて、抗うことも逃げることもできない。

「姫沙……」

「帝……。私、本当は……」

　二人の唇が、今まさに触れようとしたとき。

「あー！　おねーちゃんと帝くん、いたーっ！」

「な、なにをしていらっしゃいますの!?　そういう状況ですの!?」

「とんでもない決定的瞬間に遭遇しちゃいましたーっ！」

　美月と凛花が林に駆け込んできた。

　木影も同時に現れ、スライディングしながらカメラを構えてシャッターを切るという上級テクニックを見せる。

　眩まばゆいフラッシュ。

　姫沙はすぐさま帝の上から飛び退く。

　帝も立ち上がって大急ぎで姫沙から離れる。

「二人とも、キスしようとしてたよね!?　ていうかえっちしようとしてたよね!?」

「してないわよ！　こんな外でするなんて完全に変態よ！」

「じゃ、じゃあ、どこでしようとしていたんですの!?」

「なにもしようとしてないわよ！　今のはちょっとした事故よ！　ほ、ほら、さっき日本が真まっ二ぷたつになるような大地震が起きたから、そのせいで倒れたというか！」

「地震なんて少しも起きていませんわ！　ひどい弁解にもほどがありますわ！」

「白状しなよー！　もう証拠は挙がってるんだよー！」

　問い詰める凛花と美月、真っ赤になって焦る姫沙。いろいろなことが重なって動転しすぎているせいか、まともな釈明も思いつかないらしい。

　──仕方のない奴だな。

　帝はため息をついた。

　少女たちのあいだに割り込み、強引に姫沙の手を取る。

「え、ちょっと、帝……？」

　戸惑う姫沙。

「いいから、行くぞ！　朝の散歩だ！」

　帝は姫沙の手を引っ張り、その場から全力で逃げ出す。

　林の奥深くに飛び込みながら、姫沙は帝の手を握り締めた。





◆






　深い、深い、鬱蒼うっそうと茂った森の中。

　七歳の北御門帝と南条姫沙は、途方に暮れていた。

　パーティ会場で騒動を起こして逃げ出してから、行き先も決めずに走り回った結果、見事に迷子になってしまったのである。

「困ったわね……あなたがケーキを爆発ばくはつさせたせいでこんなことに」

「お前がやったんだろ！　俺がやるなと言ったのに思いっきりやらかしたのも、関係ない俺を巻き込んだのも、全部お前だ！」

「だって……面白おもしろそうだったんだもの」

　口を尖とがらせる姫沙だが、しかし、その小さな膝は震えている。尊大な態度をなんとか保とうとしているけれど、実際は怖いのだろう。

　既に辺りは暗くなり、夜の冷気が忍び寄ってきている。木々のあいだからは、得体の知れない生き物の鳴き声が聞こえている。たとえ闇やみを牛耳ぎゅうじる南条家だろうと、七歳の少女が怯えるには充分な頃合ころあいいだ。

「来い。多分、こっちだ」

「え、道が分かるの？」

　帝が先に立って歩き出すと、姫沙は急いで隣に並んだ。

「星の位置で、会場の方向はだいたい分かる。せめてバス通りに出るくらいはできる」

「へえ……あなたって、意外と頼りになるのね」

「北御門の子供として当たり前だ」

「ふうん……」

　姫沙からじいっと見つめられ、帝はなんだか照れくさくなる。

　大昔からの対立が続く、北御門家と南条家。

　その末裔まつえいたる二人、未来を担う帝と姫沙が共にいるのは、どうにも奇妙な状況だった。

　ただ黙って歩いているだけでは気まずくて、二人はぽつりぽつりと言葉を交わす。

「……お前って、いつもパーティで一人だよな。友達いないのか？」

「あなたこそ、いつも一人でしょ」

「俺は一人じゃない。笑顔でお参りしてくる奴らへの挨拶あいさつで大忙しだ」

「一人よ。それって友達じゃないもの。あなた、いつもパーティで寂さびしそうな顔してるもの」

「……っ」

　図星を指され、帝はたじろぐ。きちんと完璧な笑顔で応対していたつもりだったのに、そんな情けない表情を晒していたのかと心配になる。

　帝はあえて胸を張った。

「北御門家は、日本の光を背負うトップだ。友達感覚で近づいてこられる奴はいない」

「私も同じ。闇を支配する南条家は、誰とも馴なれ合あわない。みんな、私を怖がってる」

　寒くてたまらなさそうに、姫沙が身を縮めた。

　その瞳には、闇とはまた異なった陰が宿っている。

　姫沙は腰に手を当てて口を尖らせる。

「だいたい、みんな頭悪すぎなのよ。私がなにを話しても理解してくれないし！　大人だってぽかんとしてるばっかりだし！」

　帝は大きくうなずく。

「目先の利益りえきしか考えてない奴ばかりでうんざりするよな。そんなニタニタしながらご機嫌取りされても、気持ち悪いだけだ！」

「私がちょっと成績いいからって、嫉妬しっとする子ばっかりだし！　じゃあ自分も頑張って勉強すればいいのに！」

「お前の家はすごくていいよなって言われるけど、いいことだけじゃないんだ。毎日必死に勉強やら修行やらしてるんだ」

　二人ともヒートアップして、溜まっている思いを吐き出す。

　拳を固め、ぜえぜえと息を切らす。

「誰も……分かってくれないのよ。私たちの気持ちなんて」

「分かって欲しいのか？」

「そういうわけじゃ、ないけど。あなたは寂しくないの？」

　心の奥を探るように見据えられ、帝は視線をそらす。

「俺は……寂しくなどない」

「私も……寂しくなんてないわ」

　つぶやいて、我知らず手を繫つなぎ合う。

　微かなぬくもりに互いを感じながら、二人は深い森を進んでいった。
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　蒼世そうせい学園の屋上で、帝みかどと姫沙きさ、凛花りんかに美月みづきが弁当を広げている。

　教室とは違ってクラスメイトたちの目がなく、北御門きたみかど家や南条なんじょう家、中等部の美月が揃そろっても問題がないため、いつの間にかここが皆の和なごみの空間になっていた。

「帝様が帰ってきてくださって、安心いたしましたわ」

　胸を撫なで下ろす凛花。

「ホントだよー。あのまま女の子になっちゃうかと思ったよー」

　ほっぺたを帝の弁当でいっぱいにしている美月。

「どう転んでも女にはならんだろ……」

　答えつつ、帝も自分がどうなっていたか予想もできない。考えてみれば姫沙たちの攻撃に対する過剰すぎる防衛反応だったのだが、正直やりすぎた感は否いなめない。

　自慢げに胸を突き上げる姫沙。

「まあ、最後に効いたのは私の涙だったけどね！　帝ったら、この私がちょっと泣いてみせただけで煩悩ぼんのうを取り戻すんだから、やっぱり私は最強よね！」

「お前は本当に泣いてたろ」

「な、泣いてないって言ってるでしょ！　あれは噓うそ！　噓っこよ！」

　姫沙は頰ほおを上気させて慌てるが、帝には分かっている。あのときの姫沙には、普段の薄っぺらい防御壁すら存在していなかった。その心の深淵しんえんまでも見せてくれていた。

　姫沙が恥ずかしそうに咳払せきばらいする。

「と、とにかく？　あのときの帝の口説くどき文句は素敵だったわ。『俺おれはお前を、なんとしても手に入れたい』だっけ？」

「やめろ。黒歴史を掘り返すな」

　帝は羞恥しゅうちに駆られて止めるが、姫沙は遠慮のかけらもない。

　むしろ、大得意になり、人差し指を振り回して続ける。

「『その体を、その心を、その魂を。俺がこの闘いで籠絡ろうらくして奴隷にしたいのは』」

「やめろって言ってるだろ!?」

「ふもももももっ!?」

　帝は姫沙の口を手の平で塞ふさいだ。

　やわらかい唇の感触が、余計に全身を熱くさせるが、これ以上の恥は堪たえられない。姫沙は耳を赤くしながらも、帝に口を塞がれたまま大人しくなる。

　そんな帝たちの様子を、凛花と美月が眺めている。

「おねーちゃんたち、また仲良くなっちゃったよね……」

「ええ……南条さん、強すぎますわ……」

　二人の少女は心配そうにつぶやいた。







　帝の学園生活は順調だった。

　恋愛ゲームはまだ決着を見ていないが、姫沙との距離は着実に縮まっている。もう少しで彼女の心が摑つかめそうな、あと一歩踏み込めそうな予感があった。

　このままなら、きっと上手うまくいく。

　そう考えながら帝が帰宅すると、使用人が玄関で出迎えた。

　どうやら、父親がすぐに来いと言っているらしい。多忙な当主が息子を呼び出すのは珍しく、それは凛花との縁談を紹介されたとき以来だった。

　──なんの用だ……？

　帝は首を傾かしげながら、当主の書斎に出頭する。

　謹厳きんげん実直じっちょくを体現するような古い作りの和室。

　幼い頃から帝が苦手としたその場所に、今日は普段よりさらに厳しい空気が満ちている。

　北御門家の当主は、眉間みけんに深い皺しわを刻み、腕組みをして帝を迎えた。

「……帝。これはいったい、どういうことだ」

　聞く者の背筋を一気に張り伸ばさせるような、鋭い声音こわね。

「どういうことって……なにがだ？」

　帝は嫌な予感を覚えながら、問いかける。

　当主は質問に答えることなく、視線で机上きじょうの写真を示す。

　そこには……、寺院の近くの林で、姫沙が帝に抱きついている姿が写っていた。

　恐らくは、木影こかげに撮られた写真だろう。うっとりと帝を見つめる姫沙の表情、そして拒もうとしない帝の様子まで、鮮明に残されてしまっている。


「……………………!?」



　帝は心臓が凍るのを感じた。

　最も見られてはいけない光景を、最も見られてはいけない相手に、見られてしまった。

　当主は鬼をも殺せそうな眼光で、実の息子を見据える。

「お前、もしや……南条の娘とよからぬ関係を持っているのではなかろうな？」







あとがき










　生きています、天乃あまの聖樹せいじゅです。

　ついに……ついに、デスマーチから抜けました！

　去年の十二月から、ひたすら小説を書いてシナリオを書いて小説を書いてシナリオを書いて……寝たい！　ごはん食べたい！（デビュー作）みたいな毎日でしたが、ようやく生還しました。一日の食事がカップ麵一杯だけなんてこともしばしばで、ホント死ぬかと思いました。

　結果、今年はＳＮＳや公式ページ等でかなりいろいろ発表できそうです。

　天乃って結局なにしてる人？　ラノベ作家なの？　なろう作家なの？　シナリオライターなの？　乙女ゲーライターなの？　実用書ライターなの？

　と混乱されることがありますが、大丈夫です、本人もよく分かっていません。なので発表される作品もいろいろです。とりあえず、読んでポジティブになれる明るい作品が好き、ってことは共通しています（ぼんやり）。




　さて、この巻では、凛花りんかや美月みづきが本格的にゲームに参戦し、カオスな恋愛模様となっています。許婚や年下妹といった武器を活かし、姫沙きさとはまた違った戦術で主人公を攻略してきます。口絵でも二人が健闘していますが、特に美月のカラーイラストが素晴らしいですよね！

　ご注目していただきたいのは、あの水の滴したたり方です。決していやらしくはないはずなのに……いやらしい、完璧な可愛さです。やはり女の子はショートパンツにヘソ出しＴシャツを着るべき。これは老後まで主張していきたい。ｋａｋａｏ先生、ありがとうございます。




　担当編集者の宇佐美様、ＧＡ文庫編集部の皆様、営業部の皆様、そして出版業界の皆様には、前回も今回も多大なご支援を頂きました。作者の「この面白さをお届けしたいんだあああ！」という叫びを、生暖かい眼差しで受け止めてくださってマジ天使です。

　一巻に引き続き二巻も手に取ってくださった読者の皆様には、感謝してもし尽くせません。ＳＮＳの感想や口コミで本書を広めてくださっている方も多く、本当に助かっております。姫沙や凛花、美月たちの恋愛ゲームをガンガン描いていきたいと願っておりますので、末永く応援いただけますと望外の喜びです。





死線をくぐり抜けた兵士の顔で





二〇一八年四月十日　　天乃聖樹











著者

天乃聖樹（あまの せいじゅ）

　関東在住の作家・シナリオライター。

　佐世保出身、７月20日生まれ。

　著書は『十歳の最強魔導師』『スクールガールストライカーズ Novel Channel Festa!』など。

　今回も萌えて悶える激甘な一冊に仕上がりましたので、お熱いうちにお召しあがりください！




イラスト

kakao（かかお）

　イラスト担当のkakaoです。

　イラスト・漫画・ＰＣゲームの原画など幅広く活動しています。

　２巻は凛花と美月が本格参戦。皆かわいすぎる……！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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